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は
じ
め
に

近
年
、
道
路
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
地
域
に

お
い
て
住
民
と
の
合
意
形
成
を
得
な
が
ら
施
策
を
導
入
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
実
際
に
住
民
等
が

そ
の
施
策
を
実
体
験
し
な
が
ら
、
導
入
の
可
否
を
検
討
す

る
社
会
実
験
は
、
地
域
に
合
っ
た
施
策
を
導
入
す
る
際
に

非
常
に
有
効
な
手
法
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
平
成
=

年
度
よ
り
、
社
会

実
験
を
実
施
す
る
地
域
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
支
援
な

ど
を
行
う
社
会
実
験
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
公
共
交
通
利
用
の
促
進
や
道
路
空
間
の
有
効
活
用
、
物

流
･
駐
車
対
策
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
社
会
実
験
が
全
国

各
地
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
平
成
一
六
年
度
よ
り
、
社
会
実
験
の
成
果
を

活
用
し
て
、
迅
速
か
つ
効
果
的
に
既
存
の
制
度
の
変
更
等

を
伴
う
施
策
の
実
現
に
向
け
、
ま
た
本
格
実
施
へ
の
移
行

を
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、
｢く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
･

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
｣
、
｢オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
地
域
主

体
の
道
活
用
｣、
｢路
上
工
事
縮
減
｣
の
三
テ
ー
マ
に
限
定

す
る
こ
と
と
し
、
全
国
二
九
地
域
に
お
い
て
社
会
実
験
を

実
施
し
た
。
本
稿
で
は
社
会
実
験
の
概
要
と
あ
わ
せ
、
平

成
一
六
年
度
に
実
施
し
た
社
会
実
験
の
実
施
状
況
等
に
つ

い
て
記
す
も
の
と
す
る
。

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
地
域
道
路
調
整
室

土
岬
…
学
J

三

種
会
実
験
の
離
襄

社
会
実
験
と
は
、既
存
制
度
の
大
幅
な
見
直
し
を
伴
う
、

抜
本
的
か
つ
斬
新
な
施
策
に
つ
い
て
、
当
該
施
策
を
本
格

実
施
に
移
行
す
る
に
あ
た
り
、
事
前
に
効
果
や
影
響
を
確

認
す
る
た
め
、
場
所
と
期
間
を
限
定
し
て
試
行

･
評
価
す

る
も
の
で
あ
る
。

社
会
実
験
実
施
の
流
れ
を
図
1
に
示
す
。
実
験
企
画
立

案
か
ら
実
験
の
実
施
、
結
果
の
評
価
･
公
表
と
い
っ
た
一

連
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
て
施
策
を
本
格
的
に
導
入
す
る

か
杏
か
の
判
断
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
国
土
交
通
省
道
路

局
で
は
、
平
成
一
六
年
度
ま
で
に
九
二
件
の
社
会
実
験
を

地
域
の
方
々
と
と
も
に
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二
六

件
に
つ
い
て
は
実
験
し
た
施
策
が
本
格
導
入
も
し
く
は
一

部
導
入
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

三

軍
成
藍六
年
魔
櫨
会
実
験
の
裏
施
状
況

平
成
一
六
年
度
は
表
-

(6
頁
参
昭
巴
の
と
お
り
、
二

九
地
域
に
お
い
て
社
会
実
験
を
実
施
し
た
。
以
下
に
施
策

テ
ー
マ
別
に
実
施
状
況
及
び
結
果
概
要
を
述
べ
る
。
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験
企
画
の
掻
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粛
施
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画
の
蠅

ミ
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験
の
実
施
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◎実験結果の発信
実験実施における各地域の工

、施策の導入についての
材料などをとりまとめ、
発信します。

　　凄
鬘

　
　
　

　　　　

◎
実
策
見
に
◎
実
な
意
き
る

社会実験の流れ

◎実験結果の公表
実験で得られた結果だけで

爾
果
の
評
価
な
公
表
三
一
図

い
て
様
々
の
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
社
会
実
験
を
実

施
し
た
。

全
体
的
に
は
、
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
の
取
組
み
に
お

い
て
、
イ
メ
ー
ジ
歩
道
や
仮
設
ハ
ン
プ
の
設
置
に
よ
り
自

動
車
走
行
速
度
の
低
減
等
の
効
果
が
見
ら
れ
る
な
ど
来
街

者
か
ら
の
評
判
が
よ
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
一
方
で
、
自
動

車
利
用
者
か
ら
は
自
動
車
の
利
便
性
低
下
等
の
意
見
も
寄

せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
車
両
の
通
行
止
め
･
一
方
通
行
化
や

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
に
は
概
ね

好
評
で
あ
っ
た
も
の
の
、
沿
道
の
商
業
者
か
ら
は
来
店
者

や
荷
捌
き
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。
以
下

に
、
九
地
域
で
実
施
し
た
代
表
的
な
メ
ニ
ュ
ー
と
実
施
結

果
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

【イ
メ
ー
ジ
歩
道
等
の
設
置
】

イ
メ
ー
ジ
歩
道
等
の
設
置
を
紫
波
町
等
五
地
域
で
、
白

線
等
に
よ
る
歩
道
の
明
確
化
を
渋
谷
区
等
三
地
域
で
実
施

し
た
。
い
ず
れ
も
来
街
者
に
は
概
ね
好
評
で
あ
っ
た
一
方
、

自
動
車
の
利
便
性
が
低
下
す
る
と
い
っ
た
意
見
も
挙
げ
ら

れ
た
。
ま
た
、
紫
波
町
や
渋
谷
区
で
は
、
舗
装
の
カ
ラ
ー

リ
ン
グ
の
工
夫
等
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
視
覚
効
果
を

高
め
る
こ
と
が
歩
車
分
離
に
有
効
で
あ
る
と
い
っ
た
知
見

が
得
ら
れ
た
。

【ハ
ン
プ
･
狭
さ
く
等
の
設
置
】

仮
設
ハ
ン
プ
や
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
の
設
置
を
野
々
市
町

等
三
地
域
で
、
狭
さ
く
･
シ
ケ
イ
ン
の
設
置
を
豊
中
市
等

五
地
域
で
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
設
置
に
よ
り
自
動
車
走

く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
･
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

(歩
行
者
･
自
転
車
優
先
施
策
)

く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
は
、
外
周
を
幹
線
道
路
に
囲
ま

れ
て
い
る
等
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
住
区
や
中
心
市
街
地
の

街
区
な
ど
に
お
い
て
、
警
察
と
連
携
し
て
一
般
車
両
の
地

区
内
へ
の
流
入
を
制
限
し
て
身
近
な
道
路
を
歩
行
者

･
自

転
車
優
先
と
し
、
併
せ
て
鑑
器
旭
柱
化
や
緑
化
等
の
環
境
整

備
を
行
っ
て
、
交
通
安
全
の
確
保
と
生
活
環
境
の
質
の
向

上
を
図
ろ
う
と
す
る
取
組
み
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
は
、
中
心
市
街
地
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
等

で
警
察
と
連
携
し
て
一
般
車
両
の
利
用
を
制
限
し
て
、
歩

行
者
･
自
転
車
と
バ
ス
や
路
面
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
の
利
便
性
を
高
め
、
街
の
賑
わ
い
を
創
出
し
よ
う
と
す

る
取
組
み
で
あ
る
。
平
成
一
六
年
度
は
、
く
ら
し
の
み
ち

ゾ
ー
ン
七
地
域

(岩
手
県
紫
波
町
、
山
形
県
大
江
町
、
東

京
都
渋
谷
区
、
石
川
県
野
々
市
町
、
大
阪
府
岸
和
田
市
、

大
阪
府
堺
市
、
大
阪
府
豊
中
市
)、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー

ル
二
地
域

(東
京
都
目
黒
区
、
島
根
県
津
和
野
町
)
に
お

絹

地
有

備

方
る

取

該
も

準

備
い

　
　　
　　　　

　
　　
　　　　

　
　　
　　　　

　
　　
　
　　
　　
　
　

新
み
実
城
効
実
態
実
法
か

･実験に関わる諸団体の準備
態勢や合意形成の状況。
.実験の規模や内容、評価方
法などが十分練られている
かo

◎懇談会による助言
｢社会実験の推進による懇談会
(座長 :高橋洋二 東京海洋大
学教授)｣より、実験内容や進
め方についての助言を頂きま
す。

　　　　　
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

え
化
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一

に
ベ
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的
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ご
◎
実
決
体
る

畿
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設
な
援　　

用
広
彌
楮

費

･逼
褒

諸
案
凧
要

験
立
借
必

実
画
.
に
o

◎
計
設
験
す

ど
実

　　　　
民
験
為

佳
美
“

域
て
肘

地
し
齢

や
勘
を

者
協
渉

理
が
進

跨
管
者
覇

案
路
係
し

◎
道
明
施
◎柔軟な見直し
実験の実施中でも、参加者
から寄せられた意見などを
もとに実験内容を柔軟に見
直す。

　　　　
　
　
　
　

け
の
す
表

臘
群
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国土交通省】実施主体】



表 1 平成16年度社会実験一覧
NQ 実験地域 実験名称

.
↓…

実験内容

濃淡職じぬ滋難浅斌珍まき我達ぬえゞ赴満ぞ溌楚鶴、会爽離、{礎濃域実演ゞ‘＼＼
kz′〕̂̂、

1 岩手県紫波町

山形県大江町

過去と未来が循環する人にやさしい街づくり実験

もてなしとにぎわいの街道づくりを目指した交通実験

原宿神宮前くらしの道及びオープンカフェ等社会実験

トランジットモールと楽しく安全に歩ける歩行空間創出実験

歴史的な補助幹線道路の歩車共存化に向けた交通社会実験

: 東京都渋谷区

東京都目黒区

石川県野々 市町

4

5

6 大阪府岸和田市

大阪府堺市

大阪府豊中市

島根県津和野町

7

8一

9

¥捗らボ教永瀬該玉悪地裁生k
委
＼

北海道札幌市

岩手県盛岡市

岩手県東和町

秋間県六網泌町

｢人と環境を重視した道路空間の再現｣

盛岡シネマタウン社会実験

日こぎわいの“みち" '暮らしの歩道｣協働型創出実験

地域連携サイクルマネジメントによる活性化実験

郡山にぎわい ･夢カフェ社会実験

新しい文化の扉を開く ｢池袋みち新生｣社会実験

市街地活性化を目的としたオープンカフェの運営実験~

公共空間の有効活用による賑わい創出空間 ｢みちと水辺の
オープンカフJ.｣

能生町中心市街地活性化社会実験 ｢道の駅といっしょににぎ
わう のう｣

公共空間の活用による賑わいと回遊性の創出実験

歩行者空間の地域共同による活用 ･管理促進社会実験

光と緑あふれる歩行者空間創出実験

鵜飼屋地反進路空間にぎわい創出による地域活性化実験

茨木 .宇野辺駅周辺地区複合モビリテ“ドート社会実験

水と緑と自転車が似合うおしゃれな駅前の賑わいづくり

オープンカフェ、路上荷捌きスペース ･タクシーベイ、自転車走行
レーン設置

トランジットモール、オープンカフェの実施、収益金の維持管理 (清
掃美化や自転車整頓等)への還元検証

休ロの交通規制によるオープンカフェ ･路上イベント等による賑わい
創出

街中心部の交通規制による自転車開放及び商店街活性化、サイクリン
グコース設置、イベント附鰹による交流促進

オープンカフェ、収益金の維持管理 (ゞ群讃美化等)への還元

広幅員の歩道占部でのオープンカフュ .路上アート･イベントの実施

駅前広場でのオープンカフェ ･インフォメーションセンターの実施

萬代橋の橋詰広場にオープンカフェを設置、オープンカフェ運営者と
利用者による萬代橋の美化活動実施

商店街を歩行者天国化しオープンカフェ ･イベント広場等実施、道の
駅と商店街を結ぶレンタサイクルシステムを実施

富旧駅周辺地区でオープンカフェを実施、住民参加型組織の立ち上げ
と仕組みづくりの検証

=)om通路 (久屋大通)及び周辺道路にオープンカフェ施設 (休憩施
設)を設置、歩行者の移動支援情報の提供

中心市街地の市道にオープンカフェやワゴンセール等によるマーケッ
トガーテンの形成

長良川地域の県道を歩行者天国として活用し、オープンカフェや屋台
等を設置

レンタサイクル ･を貸出すモビリティポートを駅周辺に設置、オープ
ンカフェの実施

レンタサイクル ･白転車利用のルール化を実施、オープンカフェの実
施

道路空間を活用したオープンテラス設置、路上イベントの実施、不 -
法駐輪禁｣｣~の啓発活動の実施

広中岳員歩進上等におけるオープンカフェの実施、道路の維持管理に関
する地域マネジメント (協定道路制擬)の検討

天神地区中心部における歩行者天国の実施、オープンカフェ、スト
リートパフォーマンス、フリンジパーキング等の実施

中心市街地でのオープンカフェ、イベント、アートギャラリー実施

3

亨
--

5

6

福島県郡山市

東京都豊島区

7

g
--

神奈川県藤沢市

新潟県新潟市

新潟県能生町9

10 富山県富朝市

愛知県名古屋市=

&
岐阜県岐阜市

岐阜県岐阜市

14

15

火阪府茨木市

大阪府廃屋川市

"今
大阪府大阪市

兵庫県神戸市

福岡県福岡市

御堂筋にぎわい空間づくり社会実験

三宮地区道路活用実験

｢憩いと魅力｣の道路文化創造社会実験~天神モデルの形成
と発信、

天文館中央地区アメニティ空間づくり社会実験

'社芸実験【湖隣町すぎて
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澤漿室

鹿児島県鹿児島市

土輛縮減等に開成

p□度÷肥★ 五十日 (ごとぴ)における車線規制を伴う工事の規制 (中 五十日において路上工事を規制し、旅行速度や交通量等の交通状況謂
緻′付ハ扱はJ 止が実験 . T T 査や道路利用者へのアンケート調査を実施



　　　　　　　　　　　　　

写真 1 ハンプを通過する車両 (岩手県紫波町)

行
速
度
の
低
減
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方
で
、
ハ
ン
プ

設
置
に
よ
る
騒
音
や
振
動
に
関
す
る
懸
念
や
よ
り
安
全
な

設
置
方
式
へ
の
改
善
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
た

(写
真

1
)
。

三
方
通
行
･
車
両
進
入
規
制
】

車
両
の
一
方
通
行
化
を
大
江
町
等
三
地
域
で
、
大
型
車

進
入
禁
止
を
紫
波
町
等
二
地
域
で
、
車
両
の
通
行
止
め
･

規
制
を
豊
中
市
等
二
地
域
で
実
施
し
た
。
一
方
通
行
化
な

ど
車
両
の
規
制
に
関
し
て
は
、
歩
行
者
に
好
評
な
地
域
が

多
か
っ
た
も
の
の
、そ
う
で
な
い
地
域
も
中
に
は
あ
っ
た
。

ま
た
、
自
動
車
利
用
者
や
商
業
者
か
ら
は
利
便
性
の
低
下

や
来
店
者

･
荷
さ
ば
き
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
意
見
も
あ

っ
た
。

【ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
-

目
黒
区
の
実
験
で
は
、
バ
ス
利
用
者
に
は
好
評
で
あ
っ

た
反
面
、
沿
道
商
店
街
や
歩
行
者
か
ら
は
反
対
意
見
も
多

数
あ
っ
た
。
津
和
野
町
の
実
験
で
は
、
歩
行
者
が
増
加
し

回
遊
性
の
向
上
が
確
認
さ
れ
た
。
観
光
客
向
け
商
店
で
は

売
上
げ
増
加
に
貢
献
す
る
傾
向
で
あ
っ
た
一
方
、
住
民
向

け
の
商
店
か
ら
は
売
上
げ
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
意
見
が

あ
っ
た

(写
真
2
)。

写真2 トランジットモール (東京都日黒区)

2

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
地
域
主
体
の
道
活
用

近
年
、
地
域
の
活
性
化
、
都
市
に
お
け
る
賑
わ
い
の
創

出
な
ど
の
観
点
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
や
商
店
街
な
ど
が

協
力
し
て
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
と
い
う
取
組
み
が
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
道
路
も
こ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
活
用
の
場
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。
｢オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
地
域
主
体
の
道
活
用
｣

は
、
地
方
公
共
団
体
や
N
P
O
等
が
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や

実
情
に
応
じ
て
、
道
路
空
間
を
よ
り
柔
軟
に
活
用
し
て
行

う
地
域
活
動

(オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
)
の
円
滑
化
を
図

る
取
組
み
で
あ
り
、
平
成
一
六
年
度
は
一
九
地
域
で
社
会

実
験
を
実
施
し
た
。

全
体
的
に
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
歩
行
者
数
や
来
街
者
滞
在
時
間
の
増
加
な
ど

街
の
賑
わ
い
向
上
が
図
ら
れ
た
と
す
る
地
域
が
半
数
以
上

で
あ
り
、
ま
た
利
用
者
の
七
~
九
割
が
賛
同
し
て
い
る
地

域
が
半
数
近
く
あ
り
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
好
意
的
な
反

応
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
実
施
主
体
も
全
て
の
地
域
で
今
後

の
継
続
意
向
を
示
す
な
ど
、
全
体
と
し
て
取
組
み
は
概
ね

好
評
で
あ
っ
た
が
、
今
後
、
継
続
す
る
に
あ
た
っ
て
は
資

金
の
調
達
や
継
続
的
な
実
施
体
制
づ
く
り
な
ど
の
課
題
が

挙
げ
ら
れ
た
。
以
下
に
、
実
施
地
域
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
の
実
施
形
態
や
実
施
結
果
の
特
徴
を
整
理
す
る
。

【実
施
場
所
】

最
も
多
か
っ
た
の
が
車
道
部
を
利
用
し
て
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
を
設
置
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
時
間
を
限
定
し
た
車

両
通
行
規
制
や
歩
行
者
天
国
化
と
併
せ
て
実
施
さ
れ
た

(郡
山
市
、
岐
阜
市
等
一
〇
地
域
)。
そ
の
次
は
広
幅
員
歩

道
へ
設
置
し
た
ケ
ー
ス
(名
古
屋
市
、
神
戸
市
等
五
地
域
)

で
あ
っ
た
。
他
に
駅
前
広
場
へ
の
設
置

(藤
沢
市
等
三
地



域
)、
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
へ
の
設
置

(鹿
児
島
市
)
が

あ
っ
た
。

通
行
規
制
を
行
っ
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
日

曜
日
等
を
定
期
的
に
歩
行
者
天
国
化
し
て
い
る
道
路
を
活

用
し
た
地
域
で
は
特
に
大
き
な
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
も

の
の
、
今
回
新
た
に
規
制
を
行
っ
た
地
域
で
は
規
制
に
対

す
る
周
辺
関
係
者
の
反
対
意
見
や
周
辺
交
通
流
へ
の
影
響

等
が
見
ら
れ
た
地
域
も
あ
っ
た

(写
真
3
･
4
)。

【実
施
期
間
】

最
も
多
か
っ
た
の
は
四
日
以
内
の
短
期
間
で
の
実
施
で

あ
っ
た

(札
幌
市
、
福
岡
市
等
七
地
域
)。
ま
た
、
五
~

一
四
日
間
で
の
実
施
が
東
和
町
、
藤
沢
市
等
五
地
域
で
、

一
四
日
以
上
の
長
期
間
で
の
実
施
が
富
山
市
、
神
戸
市
等

六
地
域
で
あ
っ
た
。

台
風
等
の
影
響
で
予
定
し
て
い
た
期
間
実
施
で
き
な
か

っ
た
地
域
も
あ
っ
た
も
の
の
、
全
体
的
に
は
土
日
･
祝
日

を
中
心
と
し
た
数
日
間
と
い
う
短
期
間
の
イ
ベ
ン
ト
的
な

実
施
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
今
後
、
継
続
性
の
あ
る
活

動
と
し
て
定
着
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
実
施
日
数
を
長
期

化
し
た
社
会
実
験
を
実
施
し
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

【営
業
形
態
】

今
回
行
っ
た
地
域
で
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
営
業
形
態

に
つ
い
て
は
、
路
上
販
売
及
び
路
上
調
理
を
し
た
地
域
、

路
上
販
売
の
み
を
行
っ
た
地
域
、
い
ず
れ
も
実
施
し
な
い

写真 5 路上調理 ･販売の実施例 (鹿児島県鹿児島市)

休
憩
所
的
な
利
用
形
態
と
し
た
地
域
の
三
タ
イ
プ
に
分
類

で
き
る
。

路
上
販
売
･路
上
調
理
実
施
が
札
幌
市
、
鹿
児
島
市
等

五
地
域
、
路
上
販
売
の
み
が
盛
岡
市
等
五
地
域
、
休
憩
所

的
利
用
が
豊
島
区
、
大
阪
市
等
八
地
域
で
あ
っ
た
。
特
に
、

沿
道
に
隣
接
す
る
飲
食
店
等
か
ら
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
よ

っ
て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
利
用
し
て
も
ら
う
形
態
が
多
く

見
受
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
す

る
道
路
の
交
通
特
性
や
沿
道
店
舗
の
立
地
状
況
、
地
域
の

社
会
的
な
背
景
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

(写
真
5
)。

【利
用
状
況
】

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
実
験
期
間
中
、
よ
り
一
層
の
街
の

写真 3 広幅員歩道上での実施例 (兵庫県神戸市)

写真 4 歩行者天国上での実施例 (岐阜県岐阜市)



賑
わ
い
創
出
を
図
る
た
め
、
路
上
コ
ン
サ
ー
ト
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
併
せ
て
開
催
す
る
地
域
が
多
く
見
ら
れ
た
。

全
体
的
に
は
イ
ベ
ン
ト
と
併
せ
て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を

実
施
し
た
方
が
よ
り
歩
行
者
や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
利
用

者
が
増
え
る
傾
向
で
あ
っ
た
。
ま
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を

単
独
で
実
施
し
た
場
合
、
歩
行
者
は
通
常
時
と
あ
ま
り
変

化
が
な
い
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
利
用
者
が
少
な
い
と
い

う
地
域
も
み
ら
れ
た
。

平
日
と
休
日
の
両
方
実
施
し
て
い
る
地
域
で
は
、
平
日

よ
り
休
日

(土
･
日
･
祝
日
)
に
利
用
者
が
増
え
、
イ
ベ

ン
ト
と
の
相
乗
効
果
で
歩
行
者
通
行
量
が
一
･
五
~
二
倍

以
上
に
増
え
た
地
域
も
あ
っ
た

(写
真
6
)。

写真6 賑わい創出イベントの実施例 (大阪市御堂筋)

【利
用
者
の
反
響
、
活
性
化
効
果
と
商
店
街
の
評
価
】

各
地
域
に
お
け
る
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
利
用
者
の
七
~
九
割
が
賛
同
し
て
い
る
地
域
が
半

数
近
く
あ
り
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
好
意
的
な
回
答
が
多

い
。
一
方
で

｢騒
音
･
排
ガ
ス
が
多
い
｣、
｢目
立
つ
の
で

人
目
が
気
に
な
る
｣
等
意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
。

実
施
主
体
は
、
全
て
の
地
域
で

｢今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
｣
と
い
う
前
向
き
な
方
針
で
あ
っ
た
も
の
の
、
継

続
の
た
め
に
は
、
資
金
の
調
達
、
継
続
的
な
実
施
体
制
づ

く
り
な
ど
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
沿
道
の
商
店
街
か
ら
は
概
ね
好
評
だ
っ
た
地
域

が
あ
る
一
方
、
車
両
通
行
規
制
に
よ
る
自
動
車
来
街
者
へ

の
影
響
を
懸
念
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
参
加
し
た
店
舗
等
で
は
売
上
げ
増

に
つ
な
が
っ
た
が
、
商
店
街
全
体
と
し
て
顕
著
な
売
上
げ

増
加
を
実
感
で
き
る
ほ
ど
の
効
果
に
は
至
っ
て
い
な
い
地

域
が
多
か
っ
た
。

【収
入
面
】

実
施
主
体
が
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
出
店
者
か
ら
徴
収
す
る

出
店
料
も
し
く
は
協
力
金
等
に
つ
い
て
は
、
大
半
の
地
域

に
お
い
て
特
に
徴
収
さ
れ
な
か
っ
た
。
出
店
者
に
確
実
な

収
益
が
上
が
る
見
込
み
が
な
い
限
り
、
事
業
者
に
出
店
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
か
な
い
た
め
出
店
料
の
徴
収
は

難
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
中
に
は
、
一
店
舗
当
た
り
数
百

円
~
数
千
円
程
度
の
出
店
料
等
の
徴
収
を
行
っ
た
地
域
も

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
活
動
費
や
自

転
車
整
理
人
件
費
、
清
掃
用
具
購
入
費
な
ど
に
充
当
さ
れ

た
。

3

路
上
工
事
の
縮
減

国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
利
用
者
か
ら
の
不
満
の
高
い

路
上
工
事
に
よ
る
渋
滞
を
軽
減
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と

協
力
し
つ
つ
、
工
事
の
集
中
化
等
の
縮
減
対
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、
道
路
利
用
者
の
代
表
か
ら
直
接
意
見
を
伺
う

｢
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に
立
っ
た
道
路
工
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
改
善
委
員
会
｣
を
設
置
し
、
平
成
一
五
年
一
〇
月
に
同

委
目
な
云
に
よ
り
提
言
を
い
た
だ
い
た
。
委
員
会
の
提
言
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
利
用
者
の
視
点
に
た
っ
た
路
上
工

事
縮
減
施
策

(工
事
総
時
間
を
指
標
と
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
工
事
渋
滞
軽
減
度
に
応
じ
た
占
用
企
業
者
へ
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
等
)
を
実
践
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
や
課
題

を
把
握
す
る
た
め
、
大
阪
市
に
お
い
て
社
会
実
験
を
実
施

し
た
。

本
実
験
で
は
、
交
通
渋
滞
が
増
大
す
る
五
十
日

(取
引

先
間
の
支
払
い
日
で
あ
る
、
月
の
う
ち
五
、
十
が
つ
く
日
)

の
昼
間
に
行
わ
れ
る
路
上
工
事
を
原
則
中
止
す
る
こ
と
に

よ
り
、
渋
滞
緩
和
や
道
路
利
用
者
の
不
満
の
緩
和
に
効
果

的
か
ど
う
か
を
検
証
し
た
。

そ
の
結
果
、
路
上
工
事
を
中
止
し
た
五
十
日
は
、
調
査

箇
所

(二
箇
所
)
の
旅
行
速
度
が
約
二
割
向
上
す
る
な
ど

渋
滞
緩
和
の
効
果
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
時
に
実
施
し

た
道
路
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
路
上
工
事
の
目



的
や
必
要
性
を
理
解
し
て
い
る
反
面
、
｢ま
だ
、
路
上
工

設
置
が
一
般
交
通
の
支
障
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
な

事
が
多
い
｣
、
｢特
定
の
時
期
、
同
じ
場
所
で
工
事
し
て
い

ど
か
ら
、
｢公
共
性
･
公
益
性
へ
の
配
慮
｣
や

｢地
域
に

る
｣
と
い
っ
た
意
見
が
多
く
あ
っ
た
も
の
の
、
今
回
の
取

お
け
る
合
意
形
成
｣
な
ど
に
留
意
し
た
取
組
み
と
す
る
旨

組
み
に
つ
い
て
は
概
ね
好
評
で
あ
っ
た
。

を
特
記
し
て
お
り
、
一
定
の
公
共
性
･
公
益
性
や
地
域
住

四

社
会
実
験
結
果
の
活
用

民
等
の
合
意
形
成
を
担
保
す
る
た
め
、
実
施
組
織
に
つ
い

て
地
域
の
関
係
者
か
ら
な
る
協
議
会
等
に
地
方
公
共
団
体

平
成
一
六
年
度
よ
り
テ
ー
マ
を
限
定
し
て
社
会
実
験
を

の
関
与
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
か
ら
の
個
々
の
実
験
に
お
け

国
土
交
通
省
道
路
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
き
た
い
が

る
調
査
･
分
析
結
果
に
あ
わ
せ
、
同
一
テ
ー
マ
内
に
お
け

(旨
℃
"
"
"
"
日
--[鱒
o
を
き
位島
[o
pe
oの口
君
ミ
増
益
の1
｣日
のご

る
各
地
域
の
実
験
結
果
等
を
相
互
比
較
･
分
析
し
評
価
す

□号
×言
B
ご
、
こ
れ
を
参
考
に
、
道
を
活
用
し
た
多
様
な

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
社

地
域
活
動
が
よ
り
活
発
か
つ
円
滑
に
進
展
さ
れ
る
こ
と
を

会
実
験
結
果
に
つ
い
て
多
角
的
な
視
点
で
評
価
を
行
う
予

期
待
し
て
い
る
。

定
で
あ
る
。

過
年
度
も
含
め
た
こ
れ
ま
で
の
社
会
実
験
結
果
は
、
国

こ
れ
ら
の
実
験
結
果
を
踏
ま
え
、
｢く
ら
し
の
み
ち
ゾ

土
交
通
省
道
路
局
の
社
会
実
験
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(け脣
"

ー
ン
.
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
｣
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

"
増
そ
B
--[旛
o
磨
ぎ
p島
号
B
o
円
o雪
舟
×
耳
目
巴

に
お
い
て

れ
の
地
域
に
お
い
て
本
格
導
入
に
向
け
た
計
画
策
定
等
の

実
験
概
要
等
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
を
ご
参
照

又
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

頂
き
た
い
。

平
成
一
六
年
度
よ
り
テ
ー
マ
を
限
定
し
て
社
会
実
験
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
か
ら
の
個
々
の
実
験
に
お
け

る
調
査
･
分
析
結
果
に
あ
わ
せ
、
同
一
テ
ー
マ
内
に
お
け

る
各
地
域
の
実
験
結
果
等
を
相
互
比
較
･
分
析
し
評
価
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
社

会
実
験
結
果
に
つ
い
て
多
角
的
な
視
点
で
評
価
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
実
験
結
果
を
踏
ま
え
、
｢く
ら
し
の
み
ち
ゾ

ー
ン
･
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
｣
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
本
格
導
入
に
向
け
た
計
画
策
定
等
の

取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
｢オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
地
域
主
体
の
道
活
用
｣

に
つ
い
て
は
、
地
域
活
動
を
活
発
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
の
手
法
や
、
活
動
の
企
画
、
実
施
の
際
に
参
考
と
な

る
幾
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た

｢道
を
活
用
し
た
地

域
活
動
の
円
滑
化
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
｣
を
平
成
一

七
年
三
月
に
策
定

･
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
検

討
に
あ
た
っ
て
実
験
結
果
を
活
用
し
た
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、地
域
活
動
の
実
施
に
あ
た
り
、

道
路
は
公
共
の
財
産
で
あ
り
、
ま
た
道
路
上
へ
の
物
件
の

五

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
平
成
一
六
年
度
の
社
会
実
験
に
つ
い
て
、

実
験
テ
ー
マ
別
に
実
施
状
況
や
結
果
の
活
用
状
況
に
つ
い

て
整
理
し
記
し
た
。
平
成
一
七
年
度
は
、
｢く
ら
し
の
み

ち
ゾ
ー
ン

･
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
等
｣
、
｢オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
等
地
域
主
体
の
道
活
用
｣
の
二
テ
ー
マ
に
絞
り
、
引

き
続
き
全
国
で
の
取
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。
な
お
、
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
単
発
的
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
行
う
の
で
は
な
く
、
継
続
的
･
反
復
的
に

行
う
こ
と
が
こ
う
し
た
活
動
の
要
諦
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

期
間
を
長
く
取
る
こ
と
や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
以
外
の
活
動

に
も
多
角
化
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
主
眼
と
し
て
い
る
。

八
月
五
日
現
在
で
二
九
地
域
の
社
会
実
験
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
各
地
で
社
会
実
験

が
実
施
さ
れ
る
。
実
施
予
定
等
は
前
出
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
随
時
紹
介
す
る
の
で
、
ご
覧
頂
き
た
い
。



鱸

特
瓣
/
軍
戚
幟
穴
年
鷹
糧
食
実
験
結
票
と
り
ま
と
め

霊
稟
鮑
愈
糒
蹴
需
線
週
騰
◎

石
川
県
野
々
市
町
産
業
建
設
部
建
設
課

杉
本

誠
一
郎

歩
藁
無
毒
化
に
面
漸
礎
蘂
週
構
愈
実
験
に
つ
い
て

*

は
じ
め
に

本
町
通
り
は
古
く
は
北
国
街
道
と
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代

よ
り
金
沢
城
下
か
ら
上
方
へ
向
か
う
街
道
の
最
初
の
宿
駅

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。明
治
後
半
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
、

金
沢
と
松
任
を
結
ぶ
松
金
馬
車
鉄
道
や
、
野
々
市
町
と
鶴

来
間
の
石
川
電
気
鉄
道
な
ど
、
交
通
と
周
辺
地
域
に
お
け

る
経
済
の
要
地
と
な
り
、
当
町
の
中
心
商
業
地
区
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
い
ま
で
も
沿
道
に
は
喜
多

家

(重
要
文
化
財
)
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
古
民
家
や

大
木
が
点
在
し
、
野
々
市
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
う
え
で
重

要
な
要
素
が
読
み
取
れ
る
界
隈
で
す

(写
真
1
)。

こ
の
よ
う
に
本
町
通
り
は
、
歴
史
･
文
化
･
商
業
を
は

じ
め
と
し
た
環
境
の
な
か
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
で
は
急
速
に
進
展
し
た
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
、
郊

外
型
大
型
店
舗
の
進
出
な
ど
に
よ
り
、
市
街
地
の
空
洞
化

や
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
現

道
幅
員
が
狭
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
通
過
交
通
量
や

過
度
な
走
行
速
度
が
発
生
し
て
お
り
、
沿
道
の
住
民
や
歩

行
者
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
ま
す

(写
真
2
)。

こ
の
よ
う
な
状
況
よ
り
本
町
通
り
に
お
い
て
は
、
沿
道

住
民
や
歩
行
者
が
安
全

･
快
適
に
利
用
で
き
、
人
と
車
と

歴
史
が
共
存
で
き
る
街
路
空
間
の
創
造
を
テ
ー
マ
と
し
、

本
町
通
り
の
歩
車
共
存
化
に
よ
る
安
全

･
安
心
の
確
保
は

も
と
よ
り
、
現
代
社
会
に
お
い
て
忘
れ
去
ら
れ
た
街
道

(通
り
)
を
と
お
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要

性
や
、
歴
史
的
価
値
の
再
認
識
を
目
指
し
、
今
回
の
社
会

実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　　　　　　 　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

へ｣*･、ん こご昶鰄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 重要文化財に指定されている喜多家



三

社
会
実
験
ま
で
の
経
緯

平
成
一
二
年
度
に
本
町
地
区

(旧
北
国
街
道
沿
い
)
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

｢本
町
通
り
町
並
み
･
ま
ち

づ
く
り
懇
話
会
｣
や
、
地
元
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
発

足
し
、
当
地
区
の
歴
史

･
文
化
を
基
に
魅
力
･
活
力
あ
る

本
町
地
区
の
再
生
を
図
る
た
め
、
三
年
間
に
わ
た
り
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
一
五
年
三
月
に
は
そ
れ
ら
の

ま
ち
づ
く
り
方
針
案
を
と
り
ま
と
め
た
提
言
書
を
町
に
対

し
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
受
け
町
は
各
項
目
に
つ
い
て
実
現
方
策
を

検
討
し
、
平
成
一
五
年
六
月
に
は
国
土
交
通
省
の

｢く
ら

し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
｣
地
区
と
し
て
の
登
録
を
受
け
、
実
施

に
向
け
た

｢本
町
通
り
く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
連
絡
協
議

会
｣
を
発
足
さ
せ
ま
し
た

(図
ー
)。

写真 2 危険を感じる本町通りの様子

＼＼ を

課

)

　
　
　

　　　

警
県
通

　　　
　
　

　　　
　　

が弩み硼翹箋総ばき 笹川県警
(交通会　　

　
　

り
り

住
担
交
会
会
係

　　　　
　
　
　
　
　
　

本
ち

.
･
･
･
･
･

　　

　

　
　

所
課

　

　
　

　　　　　

　
　
　
　

　　　　　

　

　
　
　

　　
　　金

図 1 連絡協議会体制図

三

社
会
実
験
機
嚢

実
験
実
施
地
域
…本
町
通
り

(四
四
0
m
)

実
験
期
間
"平
成
一
六
年
一
〇
月
二
一
日

(木
)
~

三

月
二
〇
日

(土
)

実
験
内
容

◎
ハ
ー
ド
的
実
験

･
路
側
線
の
引
き
直
し
に
よ
る
歩
行
空
間
の
確
保

車
道
幅
員
を
五
~
五
･
五
m
(二
･
五
~
二
･
七

五
m
×
二
車
線
)
を
確
保
し
、
歩
行
空
間
を
一
m
以

上
確
保
し
ま
し
た
。

シ
ケ
イ
ン
の
設
置

(三
ヵ
所
)

シ
ケ
イ
ン
内
部
に
プ
ラ
ン
タ
ー
と
ク
ッ
シ
ョ
ン
ド

ラ
ム
、
弾
性
車
止
め
を
設
置
し
歩
行
空
間
と
一
体
と

な
っ
た
整
備
を
行
い
ま
し
た

(写
真
3
)。

立
体
ハ
ン
プ
の
設
置

(三
ヵ
所
)

高
さ
一
〇
皿
、
す
り
付
け
長
二
m
の
三
種
類
の
立

体
ハ
ン
プ
を
設
置
し
ま
し
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
で

サ
イ
ン
カ
ー
ブ
を
使
用
し
ま
し
た

(全
幅
台
形
型
ハ

ン
ブ
、
片
側
乗
り
上
げ
型
ハ
ン
プ
、
車
道
台
形
型
ハ

ン
プ

(写
真
4
))。

イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
の
設
置

(二
ヵ
所
)

路
線
流
入
口
に
横
断
歩
道
と
一
体
に
な
っ
た
イ
メ

1
ジ
ハ
ン
プ
を
設
置
し
ま
し
た

(写
真
5
)。



疑
似
立
体
減
速
路
面
シ
ー
ト
の
設
置

シ
ケ
イ
ン
に
は
幅
員
減
少
の
注
意
を
促
す
た
め
路

面
シ
ー
ト
を
設
置
し
、
立
体
ハ
ン
プ
の
手
前
に
は
走

写真 5 イメージハンプ

鹸翻 本町通り社会実験内容 シケイン2ヵ所

路
線
バ
ス
の
迂
回

(実
験
期
間
中
)

車
道
幅
員
を
狭
め
た
こ
と
に
よ
り
大
型
路
線
バ
ス

は
す
れ
違
い
に
支
障
が
生
じ
る
た
め
、
下
り
バ
ス
の

み
迂
回
す
る
方
式
を
と
り
ま
し
た
。
小
型
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
既
存
ル
ー
ト
を
通
行
し

′が“謹 ま ニ み は 路 設
し テ 迂 す 車 線 置
た ィ 回 れ 道 バ し
o バ す 達 幅 ス ま

行
速
度
減
速
の
注
意
を
促
す
た
め
に
路
面
シ
ー
ト
を

い 員 の し
に を 迂 た
支 狭 回 0

障 め (

凡 例 行 ミ ス バ
本町通り し ュ の ス
交通量調査関連
アンケート調査関連

　　　　　 　
ノ、 歩 ト 調 上

周辺幹線道路 ハ ン イテ 調 査 蝮^

難解酪農 ン プ 者 査 、 車
0 . 、 、 メ八

方
向
別
交
通
量
調
査
、
自
動
車
走
行
速
度
調
査
、
路

上
駐
車
台
数
調
査
、
交
差
点
待
ち
行
列
長
調
査
、
騒
音

調
査
、
主
要
区
画
道
路
交
通
量
調
査
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
自
転
車

･

歩
行
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

(図
2
)。

◎
ハ
ン
プ
･
シ
ケ
イ
ン
の
設
置
間
隔
の
検
討

ハ
ン
プ
及
び
シ
ケ
イ
ン
の
設
置
間
隔
に
つ
い
て
は

◎
関
連
調
査

｢
I

メージ歩道 クッションドラム 立体ハンプ
プランター (3ヵ所)

図 2 くらしのみちゾーンエリアと社会実験内容図

写真4 車道台形型ハンプ



イ 関 の 置 図 度 査 で 実
表 1 目標諸条件の設定

ン や 間 聞 こ 3 を し 走 際
間隔を設定するための目標速度及び速度到達距離を以下のよう

を 臘 幅 の ち 設 、 行 の
に設定する。

実
際
の
本
町
通
り
を
走
行
す
る
自
動
車
の
動
向
や
現
地

で
走
行
速
度
と
速
度
の
到
達
所
要
時
間
を
実
験
前
に
調

査
し
、
こ
の
調
査
結
果
と
社
会
実
験
時
の
目
標
通
過
速

度
を
設
定
し
設
置
間
隔
を
検
討
し
ま
し
た
(表
1
･
2
、

こ
の
検
討
結
果
よ
り
、
ハ
ン
プ
及
び
シ
ケ
イ
ン
の
設

置
間
隔
は
基
本
的
に
約
七
0
m
と
設
定
し
ま
し
た
。
こ

の
間
隔
を
基
本
的
な
設
置
間
隔
と
し
、
沿
線
宅
地
の
玄

関
や
駐
車
場
の
位
置
を
考
慮
し
な
が
ら
ハ
ン
プ
･
シ
ケ

項 目 設定値

設
定
条
件

最高速度 40 km魚 以下

初速 (交差点) 20 km街

ハンプ通過速度 20 m m

狭さく通過速度 30 km m

アクセル→プレー
キへの踏換え

1 秒

現
地
調
査
結
果

加

速

20km /h一40km獅 40 m ~ 50 m

30km魚→40kn1衝 20 m ~ 30 m

減

速

40 kn]/h一20km /h 30 m

40 km /h→30km街 20 m

ァクセル→ブレーキへの踏
換え (1秒)

1o m

を 駐 隔 幅 の
設 車 を は 検
置 場 基 基 討
し の 本 本 結
ま 位 的 的 果
し 置 な に よ
た を 設 約 り

四

実
験
の
縞

=
ハ
ン
プ
及
び
シ
ケ
イ
ン
･
狭
さ
く
設
置
に
よ
る
通
過

簾 表 2 条件男li区間パタ- 剔 設置勧角距離

速度パターン 区 間 速度変化 距離の計算 到達距離

パター ン A
(20･一30km/h)

･交差点→狭さく
･ハンプ→狭さく

20一 40一･ (踏換え)
→ 40 →30km /h

40 ~ 50 m 十 lom
十20m

70m ~ 80 m 以下

パター ン B
(30→30km " 狭さく→狭さく 30→ 40→ (踏換え)

-÷40 -ン30km衛
20 ~ 30111十 1om

十20m
50n1~ 60m 以下

パター ン C
(30-一20km /l1)

･狭さく→交差点
･狭さく→ハンプ

30→ 40→ (踏換え)
→ 40 →20knlm

20 ~ 30 m 十lom
十30m

60m ~ 70 m 以下

ノミター ン D
(20-一20kmハリ

･交差点→ハンプ
･ハンプ→交差点
.ノ･ンフo→ノ･ンフo

20→ 40→ (踏換え)
- } 40 -一20kn1m

40 ~ 50 m 十 lom
十30m

80m ~ 9om 以下

20km/h･十40km/h一十30km/h - 30km/h一一40km/h一十20km′h

パターンA パターンC

20km′h-十40km/h一一20km/h

′℃ターンD

-20km/h 30km/h 20km/h20km′h

パターンC l パターンAパターンD

20km/h十二40km/h←-30km′h I 30km′h←冊40km/h十三20km′h20km/h←40km′h←20km/h

図 3 速度変化パターン別設置間隔の設定

交
通
量
の
抑
制
や
自
動
車
走
行
速
度
の
低
減
に
繋
が

か
ど
う
か
を
評
価

(実
測
結
果
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る る

　　 　　　　　 　　　　　

満
足
度
よ
り
)



実
験
区
間
の
断
面
交
通
量
は
実
験
前
五
、
四
二
〇

台
/
12
h
に
対
し
実
験
中
は
五
、
三
二
0
~
四
九
四

〇
台
/
12
h
に
約
二
~
九
%
減
少
し
ま
し
た
。

･
走
行
速
度
に
つ
い
て
は
、
シ
ケ
イ
ン
部
は
実
験
前
四

四
･
一
如
/
h
に
対
し
二
人
･
七
~
三
二
･
六
/

m
/
h
へ
と
約
三
五
~
二
六
%
低
減
し
、
ま
た
、
立

体
ハ
ン
プ
部
は
実
験
前
四
四
･
一
k
m
/
h
に
対

し
、
一
ニ
ニ
･
四
~
二
七

･
二
如
/
h
へ
と
四
七
~
三

人
%
低
減
し
、
減
速
効
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

･
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
れ
ば
、
走
行
速
度
が

｢低
下
し
た
｣
｢や
や
低
下
し
た
｣
を
合
わ
せ
て
約
七

割
が
速
度
低
下
を
実
感
し
ま
し
た
。

②

ハ
ン
プ
、
シ
ケ
イ
ン
、
イ
メ
ー
ジ
歩
道
の
設
置
に
よ

り
歩
行
者
の
安
全
性
が
向
上
し
た
か
ど
う
か
を
評
価

(ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
満
足
度
よ
り
)

･
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
｢安
心
で
き
る
｣
｢や

や
安
心
で
き
る
｣
が
約
四
割
、
逆
に

｢危
険
に
な
っ

た
｣
｢や
や
危
険
に
な
っ
た
｣
が
約
三
割
、
｢変
わ
ら

な
い
｣
が
二
割
で
、
安
全
を
実
感
す
る
割
合
が
若
干

多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

･
こ
の
う
ち
、
具
体
的
に
は
、
不
安
要
素
と
し
て
約
七

割
が

｢歩
行
空
間
の
狭
さ
｣
、
約
三
割
が

｢段
差
が

気
に
な
る
｣
と
指
摘
し
て
お
り
、
今
後
の
課
題
と
な

り
ま
し
た

(写
真
6
)。

③

主
要
区
画
道
路
に
お
け
る
通
過
交
通
量
や
周
辺
幹
線

道
路
に
お
け
る
交
差
点
待
ち
行
列
の
変
化
を
基
に
、
本

写真 6 片側乗り上げ型ハンプ

町
通
り
の
歩
車
共
存
道
路
化
に
及
ぼ
す
影
響
を
判
断

し
、
今
後
の
設
計
内
容
に
反
映

(実
測
結
果
や
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
満
足
度
よ
り
)

･
主
要
区
画
道
路
に
お
け
る
通
過
交
通
量
の
大
き
な
増

加
や
周
辺
幹
線
道
路
の
交
差
点
に
お
け
る
交
通
混
雑

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

･
地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
、

｢走
行
速
度
の
低
減
｣
｢歩
行
者
空
間
の
確
保

(車
道

幅
員
と
歩
行
部
幅
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
)｣
を
図
る
施

策
を
中
心
に
調
整
を
進
め
ま
す
。

写真 7 片側シケインから両側からの狭さくタイプに変更更変

蚊

に

節

プ

つ

　

　

ノく、

沽

㈲
実
験
期
間
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
学
習
効
果
や
地
域
住

民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
、
整
備
メ
ニ
ュ
ー
や

設
置
規
模

･
間
隔
を
評
価

(実
測
結
果
や
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
満
足
度
よ
り
)

･
ハ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
導
入
し
た
ハ
ン
プ
形
状
が
有

効
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
(高
さ
一
〇
皿
、
長

さ
六
m
、
す
り
付
け
長
二
m

(サ
イ
ン
カ
ー
ブ
を
使

用
))

･
シ
ケ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
片
側
シ
ケ
イ
ン

(車
道
幅

四

･
o

m
)
を
導
入
し
た
が
、
反
対
側
の
路
肩
を
利



用
し
た
す
れ
違
い
が
若
干
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
両

･
本
町
通
り
の
よ
う
に
交
通
量
が
非
常
に
多
い
路
線
に

ば

｢電
柱
を
無
く
す
｣
と
い
う
意
見
が
も
っ
と
も
多

側
か
ら
の
狭
さ
く
タ
イ
プ

(車
道
幅
三
･
五
m
)
と

は
、
シ
ケ
イ
ン
部
で
の

｢す
れ
違
い
待
ち
｣
に
よ
る

く

｢
ハ
ン
プ
、
シ
ケ
イ
ン
の
導
入
｣
に
つ
い
て
は
少

す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

(写
真

速
度
抑
制
効
果
は
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

数
意
見
で
し
た
。

7
)
。

,
整
備
メ
ニ
ュ
ー
に
っ
い
て
住
民
ア
ン
ケ
1
ト
に
よ
れ

五

お
わ
り
に

写真 8 現況の本町通り

ト

き
*

ンゞ

k“
当
事

-

　
　
　
　

　
　

　

　　
＼
,
r

･イ

　
　

　　

　
　　　

、う

本

許

,

れれ呻

‘
~

図

交
通
社
会
実
験
に
お
い
て
の
ハ
ン
プ
、
シ
ケ
イ
ン
に
つ

い
て
は
、
通
過
自
動
車
の
走
行
速
度
の
低
減
効
果
は
あ
っ

た
も
の
の
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
導
入
に
つ
い
て
は

消
極
的
な
意
見
も
あ
り
、
今
後
、
地
域
住
民
に
対
し
ハ
ン

プ
、
シ
ケ
イ
ン
の
有
効
性
を
説
明
し
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

な
が
ら
導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

電
線
類
の
地
中
化
も
想
定
さ
れ
る
中
、
景
観
整
備
も
必

要
で
あ
り
、
今
後
は
屋
外
広
告
物
等
の
高
さ
、
大
き
さ
、

色
彩
な
ど
を
町
並
み
に
配
慮
す
る
こ
と
や
、
建
物
フ
ァ
サ

ー
ド
に
つ
い
て
も
同
様
に
旧
北
国
街
道
に
ふ
さ
わ
し
い
沿

道
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、
沿
道
住
民
を
中
心
と
し
た

｢本
町
通
り
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
｣
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
基
準
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
(写
真
8
、

図
4
)
。
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鬘
饗讓
嚢
鬮
圓
褻特
簾
/
軍
威
望
穴
鰹
鷹
社
会
襄
験
結
票
こ
り
讓
と
鱗

籏
無
壁
間
症
邇
圓
し
礎
賑
わ
い
と
鬮
鱸
憧
◎
創
鬮
襄
飜

i
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
賑
わ
い
を
j

=

は
じ
め
幅

富
山
市
中
心
部
は
戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
整
備
さ
れ
、
地
区
全
体
の
二
0
%
余
り
が
公
共
空
間
と

な
っ
て
お
り
、
中
心
部
に
は
広
い
幅
員
の
歩
道
や
大
規
模

な
公
園
が
存
在
し
て
い
る
が
、
通
常
は
利
用
者
が
少
な
く

回
遊
性
や
賑
わ
い
に
乏
し
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
富
山
市
で
は
平
成
一
五
年

度
に
、
中
心
市
街
地
の
回
遊
性
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
一

つ
の
手
法
と
し
て
、
公
共
空
間
の
活
用
を
検
討
す
る

｢公

丑
分
エ間
の
活
用
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
検
討
委
員

会
｣
を
設
置
し
検
討
を
始
め
た
。

こ
の
委
員
会
で
は
、
今
ま
で

｢
一
時
的
な
イ
ベ
ン
ト
｣

に
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な
い
公
園
や
道
路
な
ど
の
空
間

を
、
も
っ
と
恒
常
的
に
利
用
が
で
き
な
い
か
と
い
う
観
点

か
ら
検
討
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
試
行
実
験
と
し

て
、
施
設
の
設
置
･
撤
去
が
容

易
な

｢オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
｣
を

富
山
駅
北
地
区
に
お
い
て
、
平

成
一
五
年
八
月
三
〇
日
か
ら
一

〇
月
二
六
日
ま
で
行
っ
た
。
試

行
実
験
で
は
利
用
者
や
市
民
か

ら
は
好
評
で
継
続
的
な
実
施
要

望
は
あ
っ
た
が
、
事
業
と
し
て

は
採
算
性
の
問
題
な
ど
課
題
が

残

っ
た
。

今
回
の
実
験
は
、
平
成
一
六

年
度

｢オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
地

域
主
体
の
道
活
用
に
関
す
る
社

富
山
市
建
設
部
道
路
課

清
勝一辺
~

蕪豊

　
　　　　
　　

　　
　　
　　　

　
　
　　　　　　　　　　　
　
　
　

　
　
　　　　　　　
　　　
　　
　

,こし“熱魂鬘き
懸さま“#話泳ぎ
割
為
“

　

　

　
　

　　

　　　
　
　
　
　
　　

　
　　

“

駅
ン
ル
乱~-

＼

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　　

　
　
　
　

　　　　　
　
　

　

　　
　
　
　　
　
　
　　
　

　
　
　
　
　　
　
　

　　
　
　
　　
　

　　　　　　　
　　
　　

　　　　
　
　

謡
磨
ぎ鱗
瀞
端

麗
穣

　　　　　
　
　　　　　　　　　　

社会実験実施箇所

遊覧船
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蒲

会
実
験
｣
に
応
募
し
、
実

0

　
　

　

　　　
　
　　
　
　　
　
　

継
続
を
目
的
に
実
施
し
た

も
きき

羨

鱗
熱
掻
き
･

認
艶

羨

　
　
　

　
　
　　　
　　　　
　　
　　
　
　

'

‐

、

一
γ
･

富

め
、
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し

図

て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
有

.
C
i
c
ビ
ル
内
に
店
舗
を
構
え
る
コ
ー

効
性
や
課
題
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
カ
フ
ェ
カ
ー
ト
を
設

道
活
用
の
参
考
と
す
る
。

置
し
、
営
業

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
隣
接
し
て
ス
テ
ー

ジ
を
設
置
し
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
や
ラ
ジ
オ

公
開
放
送
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

【実
験
の
内
容
】

ジ
を
設
置
し

圓
富
山
駅
周
辺
地
区

公
開
放
送
な

1

富
山
駅
南
口
C
i
C
ビ
ル
前

(図
2
、
写
真
1
)

と
し
て
利
用

口

実
施
期
間

平
成
一
六
年
八
月
…
日

(日
)
、
九
月

騙

五
月

(日
)

2

官
m

駅
北
口
ブ
ル

バ
I
ル
前

(図
3
、
写
真
2
)

梯

山

0

富

延
べ
盂

日
間

実
施
期
間

平
成
天

年
九
月
-
衿
日

(土
)
ユ

セ

営
業
時
間

一
〇
…
O
0
~
二
〇
…
0
0

0
一
〇
日

(日
)
の
毎
土
日

イ

ー

;

ハ

.

【

断

へ也
鼬
讓

麩

麓
≦
'
“

頚

実
施
内
容

･
o
i
o
‘
泣
･
広
場
“
客
寓

o
席
を

延
べ
一
o
口
間

設
置

営
業
時
間

=
…
O
0
~

エ
ハ
…
0
0

影



　
　　　

わ
天

裔
雨

31
日

(日
)

29
日

(日
)

27
日

(金
)

25
日

(水
)

…

…

…

…

23
日

(月
)

劉
日

(土
)

　

　

　
　
　
　
　
　
　　
　

　

　

　

　

…

…

…

…

17
日
(火
)

倦
日
(日
)

13
日

(金
)

"
o
鰺浚
糠鵺
筋
=
日

(水
)

　
　　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　　
　　
　　　
　

㈱
訟髄
盪も
獺
7
日
(土
)

.

-

"
“

数
5
日
(木
)

　

　　
　　
　
　
　

-

-2
聡
覇
鰓
継
3
日

(火
)

　　
　　　　

　
　

8
月
1
日

(日
)

図 4 富山駅南口前利用状況

、
′
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Û

nv

Û
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人

佝

9

8

7

6

5

4

3

2

1

------亨ジオ公開放逐

･
雨
天
や
別
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
た
め
延
べ
三
五
日
間
の

実
験
期
間
中
、
二
四
日
の
営
業
と
な
っ
た
。

　

10
月
め
日

(日
)

イ道 2005.8 メ9

10
月
9
日

(土
)

m
月
3
日

(日
)

10
月
2
日

(土
)

9
月
26
日

(日
)

況

9
月
舒
日
(土
)

臟

9
月
博
日
曾
)

垪

9
月
倦
日
生
)

期

9
月
惚
日
(日
)

劇

9
月
離
日

(土
)

5

圦

俗
解

俊

也

8

6

4

2

図

口アーバン前

イ
ベ
ン
ト
時
三
日
平
均
六
八
人
、
通
常
四
日
平
均
一

一
人
。

【歩
行
者
通
行
量
の
変
化
】

皿
富
山
駅
南
地
区

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
実
施
期
間
中
(八
月
二
八
日
(土
))

に
行
っ
た
調
査
の
結
果
、
一
〇
時
~
二
0
時
の
営
業

時
間
中
の
歩
行
者
通
行
量
は
四
、
一
二
八
人
で
あ
り
、

実
験
終
了
後

(九
月
一
一
日

(土
と

は
四
、
0
五

〇
人
で
あ
り
若
干
の
増
加
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
オ

1

ロ

　

　写真2 富山駅北口

実
施
内
容

･
パ
ン
店
前
に
客
席
六
席
、
ホ
テ
ル
前
に

一
八
席
を
設
置

プ
ー
ル
パ
ー
ル
に
面
し
た
パ
ン
店
及
び

ホ
テ
ル
が
営
業

駅
北
笑
店
街
、
駅
北
ム
ー
ブ
、
と
や
ま

湾
味
覚
市
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
日
な

ど
に
合
せ
週
末
に
営
業

室

実
験
の
結
果

【オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
利
用
状
況
】

圓
富
山
駅
南
口

(図
4
)

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
利
用
者
は
一
日
平
均
二
八
人
、

延
べ
六
七
四
人
。

團
富
山
駅
北
口

(図
5
)

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
利
用
者
は
一
日
当
た
り
通
常
日

は
一
0
~
二
〇
人
程
度
、
イ
ベ
ン
ト
時
は
約
四
0
~

一
五
〇
人
と
な
り
、
延
べ
利
用
者
は
二
五
〇
人
。

･
雨
天
や
別
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
た
め
延
べ
一
〇
日
間
の

実
験
期
間
中
、
七
日
の
営
業
と
な
っ
た
。
一
日
平
均

利
用
者
数
三
五
人

(実
営
業
日
七
日
)



･
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
｢満
足
｣
+

｢
や
や
満
足
｣
と
の
回
答
が
、
富
山
駅
南
口
で
は
八

二
%
、
駅
北
口
で
は
七
三
%
あ
っ
た
。

.
気
軽
に
使
え
る
、
開
放
感
が
あ
っ
て
良
い
、
ペ
ッ
ト

連
れ
や
乳
幼
児
な
ど
通
常
の
飲
食
店
を
利
用
し
に
く

い
利
用
者
も
利
用
で
き
る
。

･
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
、
ま
ち
の
景
観
づ

く
り
に
役
立
つ
。

一

一

　
　
　
　

□霊
8/28

14
時
台

図 6 富山駅南口歩行者通行量
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【事
業
者
の
意
見
一

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
単
体
で
の
事
業
の
成
立
は
難
し

い
。

･
天
候
に
よ
る
設
備
の
設
置
撤
去
の
判
断
が
難
し
く
消

極
的
で
不
安
定
な
運
営
に
な
る
。

･
商
業
の
販
売
促
進
策
と
し
て
は
、
一
定
の
効
果
は
あ

る
。

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
し
て
や
る
に
は
、
建
築
計
画
の

段
階
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
。

【オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
評
価
】

ー
ブ
ン
カ
フ
ェ
実
施
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
っ
た
と
ま

で
は
い
え
な
い

(図
6
)。

圏
富
山
駅
北
口
地
区

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
み
を
行
っ
た
日

(九
月

一
二
日

(土
こ
に
行
っ
た
調
査
の
結
果
、
一
一
時
~
一
六
時

の
営
業
時
間
中
の
歩
行
者
通
行
量
は
約
一
、
一
〇
〇

八
で
あ
っ
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
日

(
一

0
月

一
0
日

(日
))
は
約
五
、
五
〇
〇
人
と
な
っ

て
お
り
、
約
五
倍
の
通
行
量
が
あ
り
イ
ベ
ン
ト
の
動

員
力
が
見
う
け
ら
れ
る

(図
7
)。

【利
用
者
の
意
見
】

①

利
用
者
･来
街
者
の
視
点
か
ら
見
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

利
用
者
･
来
街
者
か
ら
は
、休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

ま
た
、
街
の
景
観
と
し
て
評
価
を
受
け
て
お
り
、
他
の

場
所
で
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
展
開
へ
の
希
望
も
多
く

ニ
ー
ズ
は
高
い
。

②

事
業
者
の
視
点

“ 道行セ 2005.8

8/28 4,128人 (実施中)
9/11 4,050人 (終了後)



市
民
の
満
足
度
は
高
い
が
、利
用
者
自
体
が
少
な
く
、

設
備
の
設
置
撤
去
に
掛
か
る
負
担
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
人

件
費
な
ど
か
ら
単
体
で
の
事
業
収
益
構
造
は
見
え
な
い

状
況
で
あ
り
、
建
築
計
画
の
段
階
か
ら
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
や
設
置
撤
去
の
負
担
の
少
な
い
形
式
で
あ
れ
ば
、
事

業
性
の
確
保
の
可
能
性
も
あ
る
。

四

道
路
空
間
活
用
の
動
轡

【オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
広
が
り
】

利
用
者
の
約
八
割
が
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
設
置
を
期
待

し
て
お
り
、
社
会
実
験
の
取
組
み
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

総
曲
輪
通
り
商
店
街
や
国
際
会
議
場
で
も
オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ
が
実
施
さ
れ
た
。

ま
た
、
富
山
駅
周
辺
で
は
本
年
の
社
会
実
験
を
契
機
と

し
て
、
駅
周
辺
で
一
日
だ
け
行
っ
て
い
る

｢駅
前
フ
ェ
ス

タ
｣
を
一
定
期
間
駅
広
場
で
行
う
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い

る
。

写真4 富山国際会議場

圏
富
山
市
中
心
商
店
街
地
区

1

総
曲
輪
通
り

(総
曲
輪
通
り
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
の

一
環
と
し
て
実
施
)
(写
真
3
)

実
施
期
間

平
成
一
六
年
八
月
八
日

(日
)
~
八
月

一
五
日

(日
)

延
べ
八
日
間

営
業
時
間

一
二
…
0
0
~
一
九
…
〇
0

2

実
施
内
容

･
カ
フ
ェ
屋
台
が
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド

82005.8

の
中
で
営
業

◎
一
日
平
均
利
用
者
数
･!
七
0
人

(実
営
業
日
七
日
)

セ行道

2

大
手
モ
ー
ル
富
山
国
際
会
議
場

(写
真
4
)

(敷
地
内
で
の
営
業
で
あ
る
が
、
初
め
て
の
店
舗
併
設

型
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
あ
る
の
で
、
社
会
実
験
と
し
て

位
置
づ
け
し
調
査
を
行
っ
た
も
の
。
将
来
的
に
は
歩
道

部
分
へ
の
拡
張
も
検
討
し
て
い
る
。)

実
施
期
間

平
成
一
六
年
一
〇
月
三
日

(日
)
~
営

業
中

営
業
時
間

=
…
O
0
~

エ
ハ
…
0
0

実
施
内
容

･
恒
常
的
な
店
舗
併
設
型
オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ富
山
国
際
会
議
場
が
、
全
日
空
ホ
テ
ル

に
運
営
を
委
託
、
店
舗
を
改
装
し
開
業

◎
一
日
平
均
利
用
者
数
･･三

〇
人

(
一
〇
月
九
日
~

一
〇
月
三
一
日
の
二
三
日
間
の
平
均
)

【み
ち
の
活
用
】

へ越
中
大
手
市
場
〉

富
山
市
中
心
商
店
街
の
大
手
モ
ー
ル

(市
道
大
手
線
)

を
利
用
し
、
平
成
一
四
年
一
〇
月
か
ら
越
中
大
手
市
場
事

業
実
行
委
員
会
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
三
月
末
か
ら

一
二
月
初
旬
の
毎
月
第
一
、
第
四
日
曜
日
の
午
前
九
時
か

写真3 総曲輪通り



ら
午
後
四
時
ま
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
パ
ラ
ソ
ル
シ
ョ
ッ

プ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る

(写
真

5
)
0

〈
駅
北
笑
店
街
〉

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
社
会
実
験
を
契
機
に
、
平
成
一
六

年
九
月
か
ら
、
毎
月
第
二
第
四
土
曜
日
に
、
と
や
ま
駅
北

口
の
プ
ー
ル
パ
ー
ル

(市
道
富
山
駅
北
線
)、
親
水
広
場

(市
道
富
岩
運
河
環
水
公
園
線
)
で
始
ま
っ
た
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
催
し

を
繰
り
広
げ
る
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
。
N
P
O
法
人

｢全
国
元
気
ま
ち
づ
く
り
機
構
｣
が
中
心
と
な
り
、
駅
北

周
辺
の
自
治
振
興
会
や
企
業
、
学
生
ら
で
実
行
委
員
会
を

結
成
し
、
駅
北
地
区
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る

(写
真

6
)
0五

令
徽
の
す
す
め
方

平
成
一
六
年
度
の
実
験
結
果
で
も
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

だ
け
で
は
採
算
が
取
れ
る
状
況
で
は
な
く
、
単
独
で
は
な

か
な
か
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
が
、
平
成
一
五
年
度
の
市

が
お
願
い
し
て
営
業
し
て
も
ら
う
形
か
ら
、
平
成
一
六
年

度
は
民
間
か
ら
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
も
で
て
き
た
こ

と
、
ま
た
、
富
山
国
際
会
議
場
の
よ
う
に
店
舗
部
分
を
改

装
し
て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
営
業
し
て
い
る
な
ど
、
少
し

ず
つ
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
芽
が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

平
成
r
七
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
民
間
か
ら
自
発
的

に
、
公
共
空
間
を
使
っ
て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
や
っ
て

み
た
い
と
い
う
声
が
あ
れ
ば
、
道
路
占
用
や
道
路
使
用
な

ど
に
つ
い
て
協
力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
だ
け
で
な
く
、
道
路

空
間
の
活
用
に
つ
い
て
の
基
本
条
件
や
活
用
の
対
象
と
な

る
道
路
空
間
、
活
用
で
き
る
事
業
、
占
用
の
期
間
、
占
用

の
形
態
、
占
用
料
、
運
営
組
織
、
責
任
の
分
担
な
ど
を
整

理
し
た
要
綱
等
を
策
定
し
、
利
用
し
や
す
い
も
の
に
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

写真6 駅北笑店街

写真5 越中大手市場



薹

特
築
/
軍
戚
三
人筆
鷹
櫨
禽
実
験
縄
票
と
り
ま
と
め

莢
仲
鱸
墜
◎
翻
鬘
に
繭
艀
礎
稟
鹸
鬮
噸
組
み
に
つ
い
て

5
天
神
モ
デ
ル
の
形
成
と
発
信
$

E

葉
書
力
が
高
い
実
神
地
区

福
岡
市
天
神
地
区
は
、
商
業
、
金
融
、
行
政
を
は
じ
め
、

多
様
な
機
能
が
徒
歩
圏
内
に
集
積
し
、
都
心
部
の

｢
コ
ア

(核
)｣
を
形
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
神
北
、
今
泉
、

春
吉
と
い
っ
た
隣
接
地
が

｢
コ
ア
｣
(天
神
)
を
取
り
囲

む

｢
フ
リ
ン
ジ
｣
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
を
持
つ
地
区

を
形
成
し
、
都
心
部
全
体
と
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
で
多
様
な

魅
力
が
創
出
さ
れ
、
集
客
力
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
天
神
に
は
鉄
道
、
バ
ス
路
線
が
集
中
し
、
福
岡
都

市
圏
に
お
い
て
極
め
て
高
い
拠
点
性
を
有
し
て
い
る
。
加

え
て
、
都
市
高
速
道
路
、
博
多
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
福
岡
空

港
な
ど
陸
･
海

･
空
の
主
要
な
交
通
機
関
が
近
接
し
て
お

り
、
国
内
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
、
所
要
時
間
の
面
で
も

利
便
性
の
面
で
も
良
好
で
あ
り
、
他
の
大
都
市
に
は
見
ら

福
岡
市
総
務
企
画
局
企
画
調
整
部

吉
田

宏
幸

れ
な
い
交
通
体
系
を
実
現
し
て
い
る

(図
1
)。

二

実
神
地
区
の
課
題

こ
の
よ
う
に
集
客
に
よ
る
賑
わ
い
を
呈
す
る
一
方
で
、

天
神
地
区
で
は
、
様
々
な
都
市
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
。
都
心
部
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
故
に
、
違
法
駐
輪
の

増
加
、
交
通
渋
滞

･
混
雑
の
顕
在
化
な
ど
過
密
の
問
題
の

解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
郊
外
店
の
立
地
に
よ

る
小
売

･
流
通
業
の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

商
業
だ
け
に
依
存
し
な
い
複
合
的
な
魅
力
づ
く
り
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
都
市
構
造
の
変
化
に
対

応
す
る
よ
う
に
、
地
区
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
や
公
共
施

設
の
効
率
的
な
利
用
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
犯
罪

等
の
増
加
、
マ
ナ
ー
の
悪
化
に
対
し
て
、
安
全
性
の
確
保

と
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

図 l 陸 ･海 ･空の主要交通機関が近接する天神



め
、
活
動
主
体
の
連
携
に
よ
る
課
題
解
決
と
魅
力
向
上
、

天
神
の
価
値
を
高
め
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

三

社
会
実
験
に
よ
る
取
組
み

こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
国
土
交
通
省
の
平
成
一
六

年
度
社
会
実
験
の
採
択
を
受
け
、
天
神
地
区
の
商
業
事
業

者
や
地
域
企
業
な
ど
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
、
｢『憩
い
と

魅
力
』
の
道
路
文
化
社
会
実
験
~
天
神
モ
デ
ル
の
形
成
と

発
信
~
｣
(通
称

｢天
神
ピ
ク
ニ
ッ
ク
｣)
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
本
来
の
都
心
地
区
と
し
て
あ
る
べ
き
地
区
の

魅
力
を
見
直
し
、
過
密
と
コ
ン
パ
ク
ト
ゆ
え
に
生
じ
る
課

題
の
解
決
や
公
共
空
間
及
び
各
種
施
設
の
利
用
方
法
の
改

善
を
官
民
共
働
に
よ
り
取
組
み
、
歩
行
者
が
安
全
に
回
遊

で
き
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
沿
道
の
お
店
を
眺

め
な
が
ら
の
散
歩
、
カ
フ
ェ
で
の
休
息
の
ひ
と
時
、
友
人

と
の
食
事
な
ど
、
都
心
な
ら
で
は
の
刺
激
的
で
快
適
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
楽
し
め
る
都
心
地
区
へ
と
再
生
す
る
試

み
で
あ
る
。

今
回
は
、
｢歩
く
こ
と
｣
を
基
本
と
す
る
来
街
者
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
想
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
環
境
整

備
を
進
め
、
歩
い
て
楽
し
い
都
心
地
区
と
し
て
天
神
の
再

生
を
図
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
に
、
下
記
の
四
つ
の
具

体
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
の

下
に
、
実
験
的
な
施
策
の
効
果
や
影
響
の
検
証
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

①

屋
外
に
お
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間
の
再
生

来
街
者
と
歩
行
者
の
観
点
か
ら
見
た
歩
行
者
天
国

化
等
に
よ
る
憩
い
の
空
間
創
出
の
効
果
の
検
証
を
行

う
o

②

公
共
空
間
に
お
け
る
安
全
快
適
環
境
の
育
成

大
型
駐
輪
場
の
三
時
間
無
料
化
の
効
果
や

｢お
し

チ
ャ
リ
ロ
ー
ド
｣
の
効
果
、
一
斉
清
掃
の
効
果
な
ど

の
検
証
を
行
う
。

③

歩
行
者
と
自
動
車
の
共
生
す
る
都
心
交
通
シ
ス
テ

ム
の
構
築

フ
リ
ン
ジ
パ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
利
用
者
の
行
動

･
意
識
に
与
え
る
効
果
や
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
。

④

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
自
立
的
運
営
の
確
立

地
元
企
業
等
の
協
賛
金
に
よ
る
運
営
費
の
補
助
を

仰
ぎ
、
公
的
資
金
に
過
度
に
依
存
し
な
い
地
区
の
自

立
的
運
営
の
可
能
性
を
探
る
。

四

実
験
の
内
容

ー

ア
メ
ニ
テ
ィ
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

憩
い
と
賑
わ
い
に
満
ち
た
空
間
の
創
造
に
向
け
、
道
路

の
歩
行
者
専
用
化
と
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
設
置
を
実
施

し
た

(図
2
)。

①

歩
行
者
天
国
と
道
路
の
活
用

平
成
一
六
年
一
一
月
一
三
日

(土
)
~
一
四
日

(日
)

ストリートパフオーマンスゾーン

lMS前広場 礬 燃 費

　　　

　

　　

　

岩

ラ

イ

脅
テ

ト

ニ

　

　2図 ジェクト

一
二
…
0
0
ユ

ニ

"
0
0
実
施

(交
通
規
制
は
二
二
…
0
0
迄
)

②

公
開
空
地
等
の
活
用

平
成
一
六
年

一
一
月
六
日

(土
)
~
二
人
日

(日
)

実
施 ゼミ

"* い
い

　　　　

2

安
全
快
適
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

憩
い
と
賑
わ
い
に
満
ち
た
空
間
を
維
持
す
る
た
め
、
駐

車
料
金
優
遇
等
に
よ
る
自
転
車
対
策
推
進
や
清
掃
活
動
の

実
験
を
実
施
し
た

(図
3
)。



鯵おしチヤリロード ･

　　　　　

　　

メス急

報
る
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交通システムプロジェクト

^{′
＼

長浜l丁目方面 } ,

①

市
営
及
び
民
間
駐
輪
場
の
三
時
間
無
料
化

平
成
一
六
年
三

月
一
日

(月
)
~
一
二
月
三
一
日

(金
)

②

お
し
チ
ャ
リ
ロ
ー
ド

天
神
地
区
の
一
部
の
道
路
が
歩
行
者
専
用
に
な
る

の
に
あ
わ
せ
、
自
転
車
で
通
行
す
る
場
合
は
自
転
車

を
押
し
て
歩
い
て
も
ら
う

｢お
し
チ
ャ
リ
ロ
ー
ド
｣

を
啓
発
。

実
施
期
間
…
平
成
一
六
年

三

月
一
三
日

(土
)
、

図 3 安全快適環境プロジェクト

一
四
日

(日
)

③

放
置
自
転
車
の
一
斉
撤
去

一
一
月
一
二
日

(金
)
八
…
0
0
~

一
0
"
0
0
実
施

④

N
P
0
･
天
神
事
業
者
等
に
よ
る
一
斉
清
掃

平
成
エ
ハ年
三

月
六
、
一
三
、
一
四
、
二
0
、
二

七
、
日

(五
日
間
)
実
施

⑤

警
固
公
園
で
の
ゴ
ミ
に
関
す
る
意
識
調
査
及
び
灰

皿
設
置

灰
皿
設
置
!
-
一
月
一
三
日

(土
)
~
三
一月
二

五
日

(土
)
実
施

意
識
調
査
ー
一
一
月
二
一
、
二
七
、
一
二
月
五
、
三

一
日

(四
日
間
)
実
施

3

交
通
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

フ
リ
ン
ジ
パ
ー
キ
ン
グ

…
三
ヵ
所
の
駐
車
場
の
利
用
促

進
の
た
め
の
天
神
地
区
百
貨
店
に
お
け
る
買
い
物
駐

車
場
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
無
料
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
連
行
す
る
と
と
も
に
、
駐
車
場
利
用
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孃

蕪

者
は
天
神
ま
で
の
路
線
バ
ス
利
用
を
無
料
と
し
た

(図
4
)。

実
施
期
間
…平
成
エ
ハ
年
一
一
月
一
日

(月
)
~
二

一
日

(日
)
九
…
○
○
~
二
三
"
○
○

五

実
験
結
果
と
令
鱒
の
展
開

ア
メ
ニ
テ
ィ
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○

歩
行
者
天
国
実
験
の
結
果

実
験
の
結
果
、
集
客
が
促
進
さ
れ
、
回
遊
性
が
向
上
、

来
街
者
の
快
適
性
が
向
上
し
た

(図
5
)。
ま
た
来
店
者

や
売
り
上
げ
が
増
え
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
効
果
的

で
あ
る
事
が
分
か
っ
た

(図
6
)。

満
足
度
調
査
の
結
果
、
来
店
者
の
満
足
度
は
高
く
、
今

後
も
歩
行
者
天
国
を
希
望
す
る
意
見
が
多
く
、
地
元
は

｢満
足
｣
と

｢不
満
足
｣
の
両
方
意
見
に
分
か
れ
た
。

交
通
量
に
つ
い
て
は
、
地
区
内
の
流
入
交
通
量
は
約
一

割
減
少
し
、
周
辺
交
差
点
の
交
通
量
に
大
き
な
変
化
は
な

く
、
地
区
内
道
路
や
周
辺
道
路
で
は
実
験
前

･
実
験
中
と

も
に
渋
滞
が
発
生
し
た
。
地
区
内

･
幹
線
道
路
で
の
違
法

駐
車
数
に
大
き
な
変
化
な
く
、
周
辺
地
区
で
違
法
駐
輪
の

増
加
は
見
ら
れ
ず
、
駐
輪
対
策
が
有
効
で
あ
っ
た
。

②

歩
行
者
天
国
実
験
の
今
後
の
展
開

以
上
の
よ
う
な
結
果
が
確
認
で
き
た
も
の
の
、
歩
行
者

天
国
を
恒
常
的
に
行
う
に
は
、
地
域
全
体
の
合
意
を
得
な

が
ら
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。そ
の
た
め
は
、

天
神
全
体
で
共
有
で
き
る
歩
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
、
そ
こ
に
至
る
段
階
的
な
施
策
と
し
て
実
施
す

% 道ネテセ 2005.8



る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
駐
車
場
事
業
者
の
協
力
、

流
入
車

･
渋
滞
対
策
の
実
施
、
歩
行
者
天
国
の
拡
大
及
び

事
前
P
R
の
た
め
の
財
源
の
確
保
が
必
要
と
な
る
。

㈱

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
実
験
の
結
果

店
舗
の
軒
先
に
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
を
設
置
し
た
形
態
が

集
中
し
た
通
り
で
利
用
者
が
多
く
、
客
層
と
し
て
は
、
女

性
が
男
性
を
上
回
っ
た
。
特
に
、
一
〇
代
~
三
〇
代
の
女

性
の
利
用
が
高
く
、
殆
ど
が

｢ま
た
利
用
し
た
い
｣
と
の

回
答
で
あ
り
、
休
憩
や
飲
食
で

｢ゆ
っ
く
り
｣
過
ご
せ
る

憩
い
空
間
と
し
て
効
果
が
あ
っ
た

(図
7
)。

ま
た
利
用
者
の
多
く
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
普
及
･
営

業
に
肯
定
的
で
あ
り
、
来
街
者
の
多
く
が
、
交
通
上
、
衛

生
上
問
題
が
な
い
と
評
価
し
た

(図
8
)。
さ
ら
に
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
は
来
店
者
、
売
り
上
げ
の
増
加
に
貢
献

(図

9
)、
総
合
評
価
で
は

｢満
足
｣
が

｢不
満
足
｣
を
大
き

く
上
回
っ
た
。

◎

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
今
後
の
展
開

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
本
格
実
施
す
る
に
は
、
現
在
の
歩

行
者
天
国
道
路
や
公
園
･
公
開
空
地
に
て
、
試
行
的
な
実

験
を
繰
り
返
し
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
啓
発

･
普
及
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
地
元
店
舗
の

参
加
促
進
、
設
置
環
境
や
デ
ザ
イ
ン
の
再
検
討
、
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
収
入
の
地
域
へ
の
還
元
、
及
び
施
設
管
理
ル
ー

ル
の
位
置
づ
け
が
必
要
と
な
る
。

2

安
全
快
適
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の

実
験
結
果

市
営
及
び
民
間
駐
輪
場
の
三
時
間
無
料
化
で
利
用
率
が

あき通り ソラリ磐プラザ 天神〔轉圃公園)
4 4 3台 ぞ i
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報
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的代蠣憲.4% 嶬嚢寢襲癩嚢鬘嚢臓菱漆凝議嫁薹獺雙鬘教養斐猿淺蒸8
獺醸知らない

る

い

い

な

て

ら

っ

知

い

知

は

な

}

く

容

ら

よ

内

知

大
幅
に
ア
ッ
プ
し
た

(表
↓

。

ま
た
、
お
し
チ
ャ
リ
ロ
ー
ド
設
定
、
放
置
自
転
車
撤
去

に
よ
り
歩
行
者
の
安
全
歩
行
環
境
が
守
ら
れ
た
。
ま
た
、

道行セ 2005,8 2 7

テ
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N
P
0
･
天
神
事
業
者
等
に
よ
る
一
斉
清
掃
に
よ
り
ク
リ

れ
た
。

ド
･
N
P
0
、
事
業
者
に
よ
る
一
斉
清
掃
を
推
進
す
る
。

ー
ン
な
天
神
が
誕
生
し
た
。
さ
ら
に
は
、
喫
煙
者
に
対
す

②

今
後
の
展
開

利
用
者
の
増
加
と
料
金
収
入
の
維
持
が
確
認
で
き
た
た

る
灰
皿
の
設
置
に
よ
り
喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
が
見
ら

民
間
駐
輪
場
の
三
時
間
無
料
化
や
お
し
チ
ャ
リ
ロ
ー

め
、
三
時
間
の
無
料
化
実
験
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。
料

向

金
体
系
の
見
直
し
や
買
い
物
客
に
対
す
る
ベ
イ
バ
ッ
ク
シ

の
意

ス
テ
ム
な
ど
、
天
神
事
業
者
と
の
連
携
や
協
力
を
検
討
す

るよグ
変

場
グ

　　
　　
　

　　　
　

区
パ

の
共
働
で
の
継
続
的
な
取
組
み
を
行
う
方
策
、
組
織
化
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
一
般
市
民
へ
の
モ

ラ
ル
･
マ
ナ
ー
の
啓
発
活
動
が
必
要
で
あ
る

(前
頁
図

ゆ
)。

=ソ

＼
ゞ

フ
利用による滞在時間の変化

交通システムプロジェクトの実験結果

実
験
の
結
果
、
フ
リ
ン
ジ
パ
ー
キ
ン
グ
利
用
者
の
大
半
は

従
前
よ
り
滞
在
時
間
や
利
用
店
舗
数
が
増
加
し
た
。ま
た
、

フ
リ
ン
ジ
駐
車
場
~
天
神
間
の
移
動
は
九
割
以
上
の
方
が

　　　
　
　　
　　　
　
　

今

図

無
料
バ
ス
を
利
用
し
た
。
徒
歩
に
よ
る
移
動
は
約
五
%
で

箙

あ
っ
た
。

セ

｢今
後
も
利
用
し
た
い
｣
と
い
う
声
が
五
九
%
、
フ
リ

行　

あ

っ
た
。



②

今
後
の
展
開

天
神
地
区
ま
で
比
較
的
近
い
距
離
で
あ
る
事
や
、
フ
リ

ン
ジ
駐
車
場
か
ら
バ
ス
停
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
で
あ

り
、
地
下
鉄
、
電
車
の
駅
付
近
に
立
地
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
各
方
面
に
お
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
便
利
な
場
所
で
あ

り
、
フ
リ
ン
ジ
駐
車
場
へ
の
案
内
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
フ
リ
ン
ジ
駐
車
場
~
天
神
間
の
ア
ク
セ
ス
が
ス

足

⑨
出
店
料
に
つ
い
て
鱗
鯛

　
　

　

③
協
賛
金
に
つ
い
て
鸚

認

図12 今回の社会実験への満足度 ･不満足度 (事業運営関係者 ･協賛会社)

の
参
加
企
業
に
つ
い
て
悩
蘇
州
〆

礎

◎
組
織
･･
営
体
制
‘
さ
妻

N

舞

つ
い
て

◎
内容
に
ついて
畿
黛
彎
減
溝

蝋

黛

　　　
　
　
　
　　
　
　

　

③
時
間
設
定
に
ミメ
樵
"
浅

跳

　
　
　

　
　
　

　

　

　
　　
　
　
　
　

　　　

っ
い
て

＼

総

　　
　
　
　
　　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ム
ー
ズ
で
あ
る
こ
と
と
、
バ
ス
待
ち
時
間
を
苦
痛
に
さ
せ

な
い
工
夫
が
必
要
。
ま
た
荷
物
が
多
い
人
、
幼
児
連
れ
の

人
の
た
め
の
工
夫
も
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
ア
ク
セ
ス
バ

ス
の
適
正
な
利
用
料
金
設
定
や
料
金
割
引
や
ア
ク
セ
ス
交

通
手
段
の
頻
度
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
0そ

の
他
の
留
意
事
項
と
し
て
、
駐
車
料
金
割
引
サ
ー
ビ

ス
対
象
小
売
店
舗
と
フ
リ
ン
ジ
駐
車
場
の
情
報
提
供
の
拡

大
が
必
要
で
あ
る
。

4

実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営

⑩

官
民
共
働
に
よ
る
事
業
運
営

天
神
社
会
実
験
の
事
業
運
営
の
収
支
決
算
は
、
国
土
交

通
省
の
社
会
実
験
委
託
金
、
協
賛
金
、
事
業
収
入

(出
店

料
)
の
合
計
で
実
施
さ
れ
た
。
カ
フ
ェ
か
ら
の
事
業
収
入

の
一
部
は
、
清
掃
美
化
活
動
の
清
掃
用
具
購
入
に
還
元
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
再
生

(歩
行
者
天

齋
再
考
が
必
要

　
　
　
　
　
　
　

今後の継続意向
答

毛

回
ラ
数複

ハリ
ノ1、

%

図

解

国
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
運
営
)
、
交
通
シ
ス
テ
ム

(
フ
リ

ン
ジ
パ
ー
キ
ン
グ
運
営
)、
安
全
快
適
環
境

(違
法
駐
輪
、

美
化
活
動
経
費
)、
調
査
、
実
施
計
画
、
調
査
事
業
な
ど

は
、企
業
や
大
学
な
ど
の
協
力
を
頂
き
事
業
を
実
施
し
た
。

事
業
運
営
関
係
者
、
協
賛
会
社
の
社
会
実
験
に
対
す
る
満

足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
(事
業
運
営
関
係
者
に
つ
い
て
は
、

半
数
以
上
が
実
験
に
つ
い
て
満
足
、や
や
満
足
と
回
答
し
、

継
続
希
望
の
声
も
多
か
っ
た

(図
12
･
態
。

②

今
後
の
展
開

民
間
の
活
力
を
引
き
出
し
て
い
く
体
制
の
構
築
が
課
題

で
あ
る
。
行
政
は
そ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
や
N
P
O
等
と
の
連

携
な
ど
で
、
警
備
等
の
経
費
を
削
減
し
て
い
く
こ
と
や
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
の
経
済
活
動
を
ま
ち
づ
く
り
に
還
元

す
る
仕
組
み
の
他
、
新
た
な
資
金
確
保
の
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
課
題
で
あ
る
。
今
後
は
、
九
州
各
県
や
ア
ジ
ア
な
ど

へ
向
け
た
P
R
な
ど
、
地
区
へ
の
集
客
を
促
進
す
る
事
業

を
、地
区
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

穴

襄
験
の
威
黒
焉
総
括

1

来
街
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
商
業
活
動
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
憩
い
の
場
創
出
の
意
義

今
回
の
社
会
実
験
は
、
歩
行
者
天
国
と
オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ
は
、
食
事
や
飲
食
を
楽
し
む
ほ
か
、
｢
ゆ
っ
く
り
｣
過

ご
す
空
間
と
し
て
利
用
さ
れ
、
天
神
の
新
し
い
魅
力
と
し

て
の

｢憩
い
｣
の
創
出
に
大
き
な
効
果
が
出
た
。
そ
し
て
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高
齢
者
を
は
じ
め
来
街
者
の
多
く
が
設
置
を
希
望
し
て
い

る
。
ま
た
、
商
業
事
業
者
の
店
舗
の
売
り
上
げ
増
加
に
寄

与
し
、
限
定
的
で
は
あ
る
が
商
業
活
動
の
活
性
化
に
も
寄

与
し
た
。

2

三
つ
の
施
策
の
連
携
と
総
合
的
取
組
み
に
よ
る
相
乗

効
果
と
有
効
性

歩
行
者
天
国
や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
設
置

(ア
メ
ニ
テ

図T4 天神モデル

　　

　
　

　

　
　
　　

　
　
　
　
　

　　
　
　

き
天

蓼
@

丸

餓い,頤わい艶憊の

　　　　　
　　　　

　
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　
　　　　　　　　　　

寝富側報効凧による
利用辞職加･出襞料
収入の纏元

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　
よる挨逮性向上

ィ
再
生
)
だ
け
で
な
く
、
違
法
駐
輪
対
策

(安
全
快
適
環

境
)
、
フ
リ
ン
ジ
パ
ー
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

(交
通
シ
ス
テ

ム
)
と
い
っ
た
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
相
互
に
関
連

し
、
天
神
の
魅
力
向
上
に
相
乗
的
効
果
を
生
み
出
し
た

(天
神
モ
デ
ル
)
(図
惚
)。

3

自
治
的
組
織
運
営
の
強
化
の
必
要
性

継
続
的
な
取
組
み
を
続
け
る
に
は
、
事
業
者
の
参
加
の

輪
を
広
げ
、
地
域
で
つ
く
る
公
的
に
も
認
知
さ
れ
得
る
推

進
組
織
･
体
制
と
、
恒
常
的
な
事
務
局
の
設
置
、
更
に
は

専
門
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
が
必
要
で

あ
る
。
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圓
丑
支
週
省
重
点
魔
簾

(週
騰
鬮
係
)
に
つ
い
て

道
路
局
総
務
課

耐震補強により被災なし

写真 1 耐震補強された橋梁は、大規模
地震でも被災なし

性
が
指
摘
さ
れ
、
減
災
対
策
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い

る
な
か
、
緊
急
輸
送
道
路
に
お
け
る
橋
梁
の
耐
震
補
強

を
進
め
て
き
た
結
果
、
新
潟
県
中
越
地
震
に
お
い
て
は

道
路
橋
の
特
段
の
被
害
は
な
か
っ
た

(写
真
1
)。
し

橋脚部の被災

･
三
箇
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
緊
急
輸
送
道
路
の
橋
梁

及
び
新
幹
線
･
高
速
道
路
を
跨
ぐ
橋
梁
の
耐
震
補
強
の

推
進

《解
説
》
首
都
直
下
地
震
等
大
規
模
地
震
の
発
生
の
逼
迫

　
　
　
　

今
年
度
の
重
点
施
策
は
、
当
面
す
る
課
題
に
対
応
す
る

施
策
を
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
ポ
ン
チ
絵
形
式
に
よ
り
、

去
る
八
月

一
二
日
に
公
表
さ
れ
た

(旨
□
"
"
"
者
日
-礬
旛
o
･

等
旨
暮
D汗
-暮
色
"
o
て
O
]呂
S
L
耳
目
･
。
七
つ
の
柱
立
て

の
も
と
、
施
策
を
網
羅
的
に
編
集
し
た
本
体
と
、
そ
れ
ら

の
施
策
の
い
く
つ
か
を
よ
り
詳
し
く
記
し
た
別
紙
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
本
体
を
中
心
に
主
な
道
路

局
の
施
策
を
柱
立
て
ご
と
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も

に
、
必
要
な
箇
所
に
若
干
の
解
説
を
加
え
た
い
。

災
害
に
強
い
国
晝
づ
く
り

-地
震
.津
波
対
策
-

◎
広
域
防
災
･
危
機
管
理
体
制
の
確
立
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か
し
な
が
ら
、
緊
急
輸
送
道
路
の
橋
梁
の
耐
震
補
強
の

実
施
率
は
約
五
割
、
新
幹
線

･
高
速
道
路
を
ま
た
ぐ
橋

梁
は
約
三
割
と
未
だ
不
十
分
で
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、

そ
れ
ぞ
れ
三
箇
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
対
象
と
な
る

道
路
の
耐
震
補
強
を
平
成
一
九
年
度
ま
で
に
概
ね
完
了

す
る
。
具
体
的
に
は
、
緊
急
輸
送
道
路
は
高
速
道
路
、

直
轄
国
道
に
加
え
優
先
的
に
確
保
す
べ
き
ル
ー
ト
に
つ

い
て
国
と
都
道
府
県
が
連
携
し
て
計
画
を
策
定
す
る
。

新
幹
線
･高
速
道
路
を
ま
た
ぐ
橋
梁
は
各
道
路
管
理
者

と
鉄
道
事
業
者
等
が
計
画
を
策
定
し
、
国
は
技
術
支
援

を
す
る
。

･
緊
急
輸
送
道
路
の
沿
道
建
物
の
耐
震
化
や
無
電
柱
化

《解
説
》
阪
神
大
震
災
で
は
、
緊
急
輸
送
道
路
に
沿
道
の

建
築
物
が
倒
壊
し
そ
の
機
能
を
確
保
で
き
な
い
事
態
が

生
じ
た
こ
と
か
ら

(写
真
2
)、
緊
急
輸
送
道
路
の
安

全
性
確
保
の
た
め
、
既
存
の
道
路
沿
い
に
お
い
て
、
協

定
に
よ
り
道
路
と
建
築
物
等
を
一
体
的
に
整
備

･
管
理

す
る
柔
軟
な
仕
組
み
を
構
築
し
、
沿
道
建
築
物
の
耐
震

補
強
工
事
を
支
援
す
る

(34
頁
に
関
連
項
目
)。
ま
た
、

防
災
上
の
観
点
な
ど
か
ら
鉦
器
魁
柱
化
を
重
点
的
に
進
め

る
道
路
の
区
間
を
指
定
し
、
一
定
期
間
内
で
鑑
器
趨
柱
化

を
完
了
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
を
検
討
し
、
無
罪
趨
柱
化

の
一
層
の
推
進
を
図
る
。

写真 2 阪神 ･淡路大震災では緊急輸送道路に建築･
壊

神
倒

阪
が物

　
　

◎
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
一
体
的
な
津
波
･
高
潮
対
策

･
市
町
村
と
施
設
管
理
者
が
共
同
で

｢津
波
地
域
安
全
促

進
計
画
｣
を
策
定
し
、
避
難
地
･
避
難
路
を
五
年
で
集

中
実
施

《解
説
》
平
成
一
六
年

三
一月
に
発
生
し
た
ス
マ
ト
ラ
島

沖
地
震
で
は
未
曾
有
の
津
波
被
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
国
内
で
も
海
溝
型
地
震
に
よ
る
甚
大
な
津

波
被
害
が
想
定
さ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
地
域
の
施
設
整

備
の
計
画
を
取
り
ま
と
め
る
体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
、

地
域
の
状
況
に
合
っ
た
体
系
的
な
避
難
地
･
避
難
路
等

が
未
整
備
の
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
道
路

事
業
と
し
て
は
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
避
難
路
等
の
整
備
や

｢道
の
駅
｣
の
防
災
拠
点
化

(避
難
場
所
の
確
保
な
ど
)
を
支
援
す
る
。

-書霧
雨
災
害
対
策
一

◎
的
確
な
判
断
に
資
す
る
防
災
情
報
の
確
実
な
提
供

･
国
民
へ
の
災
害
情
報
の
直
接
提
供

[カ
ー
ナ
ビ

(V
ー

C
S
)
等
で
道
路
利
用
者
に
提
供
等
]

《解
説
》
的
確
な
判
断
に
資
す
る
防
災
情
報
を
確
実
に
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
人
や
市
町
村
へ
防

災
情
報
の
多
様
な
手
段
に
よ
る
提
供
の
一
環
と
し
て
実

施
す
る
。

二

事
件
･
事
故
を
踏
ま
え
た
豪
釜
な
社
会
づ

く
り

-踏
切
対
策
の
強
当

◎
速
効
対
策
に
よ
り
約
一
、
三
〇
〇
箇
所
を
今
後
五
年
で

対
策

･
歩
道
拡
幅
や
賢
い
踏
切
の
導
入
な
ど
の
速
効
対
策
に
よ

り
約

一
、
三
〇
〇
箇
所

(開
か
ず
の
踏
切
約
六
〇
〇
箇

所
及
び
歩
道
が
狭
縊
な
踏
切
約
七
〇
〇
箇
所
)
全
て
で

五
年
以
内
に
対
策

　

◎
抜
本
対
策
に
よ
る
踏
切
除
却
を
二
倍
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
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プ
･
生
活
道
路
の

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
に
対
応
し
た
連
続
立

体
交
差
事
業
の
充
実



･
連
続
立
体
交
差
事
業
の
事
業
者
を
支
援
し
、
事
業
の
ス

◇
自
動
車
交
通
主
体
で
歩
行
者
交
通
に
も
配
慮
し
た
対

ピ
ー
ド
ア
ツ
プ
を
推
進
す
る
融
資
制
度
の
充
実

策
が
不
足

《解
説
》
全
国
の
踏
切
数
は
約
三
六
、
0
0
0
箇
所
。
踏

切
待
ち
に
よ
る
時
間
損
失
は
約

一
兆
五
、
0
0
0
億

円
/
年
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
に
よ
る
⑲
排
出
量
は
七
四
万

t
/
年
、
踏
切
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
一
二
七
名

(平

成
一
五
年
度
)
で
あ
り
、
踏
切
に
よ
る
社
会
的
損
失
は

膨
大
で
あ
る

(写
真
3
)。

し
か
し
、
踏
切
対
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来

か
ら
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
。

◇
道
路
管
理
者
、
自
治
体
、
鉄
道
事
業
者
等
の
関
係
者

間
の
調
整
が
長
期
化
す
る
傾
向

べ
き
鳩
＼

　
　　

策
が
不
足

◇
効
果
の
高
い
連
続
立
体
交
差
ま
で
に
は
財
政
上
手
が

回
ら
ず
順
番
待
ち
が
発
生

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る

こ
と
と
す
る
。

◇
緊
急
に
対
策
を
構
ず
べ
き
踏
切
の
抽
出
･
公
表
･
改

善
計
画
の
策
定
等
、
踏
切
対
策
の
実
行
力
あ
る
枠
組

み
を
構
築

◇
開
か
ず
の
踏
切

(※
1
)
や
歩
道
が
狭
窿
な
踏
切
に

お
け
る
歩
道
拡
幅
や
賢
い
踏
切

(※
2
)
の
導
入
、

横
断
歩
道
橋
の
設
置
等
の
速
効
対
策
を
今
後
五
年
で

全
て
実
施

◇
連
続
立
体
交
差
事
業
制
度
の
拡
充

(生
活
道
路
中
心

の
"〉
一連
立
、
融
資
制
度
)
に
よ
り
抜
本
対
策
を
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

※
1

開
か
ず
の
踏
切
!
･ピ
ー
ク
一
時
間
あ
た
り
四
〇
分
以
上
遮
断
し

て
い
る
踏
切

※
2

賢
い
踏
切
･･急
行
、
各
停
な
ど
列
車
ご
と
の
速
度
を
判
断
し
て
、

警
報
開
始
時
間
を
最
適
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
踏
切

三

我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
強
化
、
観
光
立

国
の
実
現

国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
の
国
際
物
流
施
策
の
推
進

◎
東
ア
ジ
ア

｢準
国
内
｣
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
物
流

機
能
の
高
度
化

繊毛

踵規模物流勲拠点エリア

"ン

　　　　　
　
　

　
　
　

　　　
　　

流　
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"
.鮒もき:ん

図

･
道
路
の

｢国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
(仮
称
)

(図
-
)
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
区
間
の
確
定

(
一
七
年
度

中
)
と
そ
の
重
点
的
解
消

(
一
人
年
度
以
降
、
特
に
ス

ー
パ
ー
中
枢
港
湾
に
係
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
概
ね
五
年

以
内
に
解
消
)
及
び
迅
速
な
物
流
を
可
能
と
す
る
ス
マ

ー
ト
I
C

(E
T
C
専
用
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
)
の
設

置
《解
説
》
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車

(※
3
)
が
主
要
な
港



湾
と
主
要
物
流
拠
点
間
を
走
行
す
る
際
に
、
橋
梁
の
強

度
不
足
等
に
よ
り
通
行
で
き
な
い
な
ど
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
が
存
在
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
重
点

的
に
解
消
す
る
。
ま
た
、
国
際
物
流
戦
略
、
周
辺
市
街

地
に
お
け
る
環
境

･
安
全
へ
の
影
響
の
両
面
か
ら
重

さ
･
高
さ
指
定
道
路
の
範
囲
に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し

を
行
い
、
国
際
物
流
対
応
の
道
路
を
明
示
す
る
。
あ
わ

せ
て
、
有
料
道
路
の
料
金
施
策
や
ス
マ
ー
ト
I
C
の
設

置
に
よ
る
規
格
の
高
い
道
路
の
活
用
促
進
や
ハ
ー
ド
･

ソ
フ
ト
一
体
と
な
っ
た
市
街
地
流
入
や
駐
車
の
削
減
策

を
講
ず
る
。

※
3

国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
ー
･I
S
O
規
格
を
満
た
す
貨
物
用
コ
ン
テ

ナ
の
こ
と
。
｢海
上
コ
ン
テ
ナ
｣
｢背
高
海
上
コ
ン
テ
ナ
｣
と

も
い
う
。
日
本
独
自
の
J
R
規
格
よ
り
も
大
き
い
規
格
。

･
国
道
･
県
道
等
の
種
別
に
代
え

｢走
り
や
す
さ
｣
を
観

光
客
な
ど
利
用
者
の
視
点
で
示
す

｢走
り
や
す
さ
マ
ッ

プ
｣
の
整
備

《解
説
》
現
在
の
地
図
は
、
国
道
、
県
道
、
市
道
な
ど
の

道
路
の
種
類
で
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
実
態
は
国
道
よ

り
広
く
走
り
や
す
い
県
道
や
市
道
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

観
光
交
通
の
支
援
な
ど
を
目
的
と
し
て
道
路
の
走
り
や

す
さ
で
分
類
し
た

｢走
り
や
す
さ
マ
ッ
プ
｣
を
作
成
す

る
。

四

岫艶
群
雲
"④
鍋麗
猾強
化
、
轍鞭
構
造
の
再
編

一
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
ヘ
の
取
組
み
｢

◎
賑
わ
い
の
あ
る
歩
行
者
空
間
づ
く
り

･
道
路
･
民
地
一
体
の
歩
行
者
空
間
や
、
た
ま
り
広
場
･

休
憩
ス
ペ
ー
ス
な
ど
賑
わ
い
の
た
め
の
空
間
を
確
保

《解
説
》
駅
前
地
区
や
中
心
市
街
地
な
ど
に
お
い
て
、
人

に
優
し
く
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
た

め
、
鉄
道
事
業
者
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
駅
等
の
内
部

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
あ
わ
せ
た
駅
前
の
た
ま
り
空
間

な
ど
民
地
を
活
用
し
た
歩
行
者
空
間
等
の
整
備
を
促
進

す
る
。

五

生
活
者
の
目
線
に
よ
る
暮
ら
し
の
密
着
し

た
施
策
の
展
開

◎
市
街
地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

･
協
定
に
基
づ
き
道
路
と

一
体
的
な
空
間
を
構
築
す
る
仕

組
み
の
創
設

(前
述
)
(図
2
)

《解
説
》
｢緊
急
輸
送
道
路
の
沿
道
建
物
の
耐
震
化
｣
で
述

べ
た
ス
キ
ー
ム
と
同
じ
も
の
。
緊
急
輸
送
道
路
の
防
災

性
向
上
の
ほ
か
、
賑
わ
い
の
創
出
と
景
観
形
成
、
市
街

地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
耐
震
補

強
以
外
に
も
意
匠
や
公
共
用
通
路
の
整
備
を
対
象
と
し

て
支
援
す
る
。

･
沿
道
地
域
と
連
携
し
、
路
肩
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
及
び
緑

石
の
設
置
等
に
よ
り
自
転
車
･
歩
行
者
利
用
空
間
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
放
置
自
転
車
対
策
を
講
ず
る
こ
と

に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
移
動
環
境
を
形
成

《解
説
》
自
転
車
が
自
動
車

(車
道
)
か
ら
も
歩
行
者

(歩
道
)
か
ら
も
迷
惑
と
さ
れ
て
い
る
現
状
に
か
ん
が

み
、
多
様
な
手
法
で
自
転
車
走
行
空
間
を
創
出
し
、
自

転
車
走
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
駐
輪
施
設
の
整
備
を
促
進
し

　愈
請

…
民
要

　
　　
　
　

道路管理者から民地へ
■----バ
れ
---‘

讓ミ礬廳
図 2 沿道と一体となった道路空間 (沿道空間) イメージ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
国

土
交
通
施
策
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快
適
な
歩
道
空
間
を
確
保
す
る
。
具
体
的
に
は
、
公
安

委
員
会
と
連
携
し
た
駐
車
対
策
、
沿
道
地
域
等
と
の
協

力
に
よ
る
路
肩
等
の
自
転
車
走
行
空
間
化
、
道
路
管
理

者
以
外
に
よ
る
路
上
駐
輪
場

(道
路
占
用
)
の
整
備
実

現
な
ど
。

穴

環
境
対
策
の
強
化

一地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化
一

◎
円
滑
な
道
路
交
通
の
実
現
等

･
道
路
政
策
に
よ
る
着
実
な
鮠
排
出
削
減
を
推
進
す
る
た

め
、
｢
鮠
削
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
策
定
o

政
策
メ
ニ
ュ
ー
毎
の
削
減
目
標
を
設
定
し
、
主
要
渋
滞

ポ
イ
ン
ト
約

一
、
八
〇
〇
箇
所
や
踏
切
約
五
四
〇
箇
所

の
対
策
、
E
T
C
な
ど
ー
T
S
の
活
用
に
よ
る
高
速
道

路
利
用
の
促
進
等
を
緊
急
に
実
施

(二
〇
一
〇
年
ま
で

に
自
動
車
交
通
需
要
の
拡
大
と
こ
れ
に
伴
う
渋
滞
に
よ

る
鮠
排
出
量
の
増
加
分
約
八
0
0
万
t
-
鮠
/
年
を
解

消
)。

《解
説
》
平
成
一
七
年
二
月
に
発
効
し
た
京
都
議
定
書
の

目
標
達
成

(⑩
排
出
量
に
つ
い
て
二
0
0
八
年
か
ら
二

〇
三
一年
の
間
に
、
一
九
九
〇
年
比
マ
イ
ナ
ス
六
%
)

の
た
め
に
は
、
よ
り
効
率
的
な
自
動
車
交
通
を
実
現
す

る
道
路
政
策
の
推
進
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

運
輸
部
門
に
お
け
る
鮠
排
出
量
削
減
の
た
め
に
は
、
大

き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
自
動
車
か
ら
の
排
出
量
削
減

対
策
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
道
路
政
策
に
よ
る

⑲
排
出
削
減
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

体
系
的
か
つ
着
実
な
推
進
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
道
路
政
策
に
お
け
る

｢
鮠
削
減
ア
ク
シ
ョ
ン

お

プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
策
定
し
、
｢人
と
車
の
関
わ
り
方
の

8　

再
考
｣
、
｢渋
滞
が
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
走
れ
る
道
路
の
実

200

現
｣
、
｢道
路
空
間
の
活
用
.
工
夫
に
よ
る
⑲
の
削
減
｣、

セ

｢自
動
車
交
通
の
運
用
の
効
率
化
｣
の
項
目
ご
と
に
政

避

策
メ
ニ
ュ
ー
を
設
定
し
削
減
目
標
を
掲
げ
る
。

･
都
市
圏
ス
ム
ー
ズ
ア
ッ
プ
戦
略
の
推
進

ー
関
係
者
に
よ
る
協
議
会
を
組
織
し
、
将
来
都
市
像
と

そ
れ
に
必
要
な
道
路
、
交
通
結
節
点
の
整
備
な
ど
の

戦
略
を
策
定
し
、
重
点
的
な
予
算
配
分
で
支
援
。

-
戦
略
に
は
鮠
削
減
達
成
目
標
を
記
載

《解
説
》
環
境
、
渋
滞
、
都
市
交
通
等
、
都
市
は
多
様
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
交
通
容
量
拡
大
策
、
T
D
M
、

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
等
の
事
業
主
体
間
の
事
業
調
整

が
困
難
で
あ
り
、
整
合
の
取
れ
た
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

欠
如
し
て
い
る
。
各
事
業
主
体
は
連
携
を
強
化
す
る
た

め
に
協
議
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
応
し

た
戦
略
案
を
複
数
案
提
示
し
市
民
P
I
を
実
施
後
、
戦

略
を
策
定
す
る
。
国
は
、
公
共
交
通
の
走
行
円
滑
化
や

乗
り
換
え
利
便
性
向
上
等
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
含

　
　　
　

を
ね

早

写真 4 環七立体交差化前後での国道357
況

む
戦
略
に
対
し
、
重
点
的
な
予
算
配
分
で
支
援
す
る
。

状　



七

回
主
変
通
行
政
の
新
た
窓
展
開

施
策
･
事
業
の
進
め
方
の
改
革

◎
効
率
化
･
迅
速
化

･
｢目
標
官
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
を
選
定
し
、
供
用
目
標
、

必
要
額
を
公
表
。
毎
年
度
の
進
捗
目
標
を
明
確
に
し
、

達
成
度
評
価
を
対
策
に
活
か
す
な
ど
進
捗
管
理
を
徹
底

(道
路
事
業
)l設計 ･用地買収 ･工事の実施 l

　　　　　　　 　

事業の見通しの整った事業 甥　　　
　

　
　　　　　

　　

瞑 目標年次･供用必要額を公表鬮(5年程度前)

義キハハ
略 □ヰ熟 議と躍コスト鬱総

早期効果の親
口廟円

等

、

と

ノ

　
　　
地

ハ

　　図

《解
説
》
道
路
事
業
に
お
い
て
は
、
用
地
交
渉
や
予
算
確

政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
定
着
さ
せ
、
特
に
事
業
進
捗
管
理

保
の
面
か
ら
、
確
実
な
供
用
時
期
を
公
表
す
る
こ
と
が

と
コ
ス
ト
縮
減
は
重
点
課
題
と
し
て
取
組
み
を
強
化
し

困
難
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や
埋
蔵
文
化
財
調

査
等
も
事
業
の
長
期
化
を
招
く
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
事
業
効
果
の
早
期
発
現
を
図

る
た
め
、
地
元
の
協
力
体
制
が
整
い
事
業
の
進
捗
の
見

通
し
が
た
っ
た
も
の
を

｢集
中
投
資
段
階
｣
と
し
、
事

業
の
見
通
し
等
を
毎
年
公
表
す
る
と
と
も
に
、
用
地
買

収
や
埋
蔵
文
化
財
調
査
の
促
進
の
た
め
、
自
治
体
と
の

協
力
の
強
化
や
民
間
委
託
活
用
、
土
地
収
用
手
続
の
積

極
的
活
用
を
図
る
。
な
お
、
す
で
に
一
部
の
整
備
局
に

お
い
て
は
、
工
程

･
コ
ス
ト
管
理
を
徹
底
し
供
用
時
期

を
公
表
す
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
る

(東
北
ー
五
年
で

見
え
る
道
づ
く
り
、九
州
!
ち
ゃ
く
2プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)。

◎
N
P
O
等
と
の
協
働
の
高
度
化

･
N
P
O
等
が
立
案
か
ら
事
後
評
価
ま
で
関
わ
る
国
民
協

働
型
の
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立

(ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
施
策
、
道
路
行
政
等
)

《解
説
》
道
路
行
政
に
お
い
て
は
、
平
成

一
五
年
度
よ
り

道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
し
、
平
成
ニ
ハ年
度

に
は
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
一
巡
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
道
路
利
用
者
の
満
足
度
は
五
点
満
点
中
二
･

七
点
と
依
然
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

民
ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ
そ
れ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
事
務
所
に
至
る
ま
で
道
路
行

と
コ
ス
ト
縮
減
は
重
点
課
題
と
し
て
取
組
み
を
強
化
し

た
り
、
N
P
0
や
市
民
団
体
と
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
築

き
、
施
策
･
事
業
の
立
案
段
階
か
ら
実
施

･
事
後
評
価

の
各
段
階
に
つ
い
て
協
働
し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
身
近

な
ニ
ー
ズ
に
も
き
め
細
や
か
に
対
応
し
て
い
く
。
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道
路
関
係
国
公
団
に
海
げ
る

多
様
で
弾
力
的
な
料
金
に
つ
い
て

道
路
局
高
速
国
道
課

栗
原

靖
幸

道
路
局
有
料
道
路
課

八
木

孝
裕

嗣

多
様
で
弾
力
的
な
料
金
の
導
入
と
E
T
C

の
活
用

本
年
一
〇
月
一
日
の
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
が
目

前
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
平
成
一
五
年
一
二
月
二
二
日
政

府
･
与
党
申
し
合
わ
せ

｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の
基

本
的
枠
組
み
に
つ
い
て
｣
に
お
い
て
、
民
営
化
ま
で
に
E

T
C
の
活
用
等
に
よ
る
弾
力
的
な
料
金
の
導
入
と
高
速
自

動
車
国
道
に
お
け
る
料
金
の
平
均
一
割
程
度
引
下
げ
を
実

施
す
る
よ
う
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
各

公
団
で
は
E
T
C
を
活
用
し
た
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
の

導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(参
考
)
｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の
基
本
的
枠
組
み
に

こ
の
よ
う
な
弾
力
的
な
料
金
の
導
入
に
必
要
と
さ
れ
る

つ
い
て
｣
(抄
)

E
T
C
は
、
道
路
の
利
用
者
に
と
っ
て
大
変
便
り
で
決
滴

(平
成
一
五
年
三
一月
二
二
日

政
府

･
与
党
申
し
合

わ
せ
)

E
T
C
は
、
道
路
の
利
用
者
に
と
っ
て
大
変
便
利
で
快
適

な
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
を
可
能
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

渋
滞
の
緩
和
や
の
削
減
に
よ
る
環
境
改
善
等
に
効
果
が
あ

り
、
料
金
収
受
に
か
か
る
一
層
の
コ
ス
ト
削
減
、
さ
ら
に

は
、
利
用
履
歴
等
の
把
握
に
よ
り
多
様
で
弾
力
的
な
料
金

設
定
に
活
用
で
き
る
な
ど
、
単
に
E
T
C
を
利
用
す
る
人

の
み
な
ら
ず
、
E
T
C
を
利
用
し
な
い
人
も
含
め
た
国
民

全
体
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
現
在
、
そ
の
普
及
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特
に
平
成
一
六
年
度
以
降

は
、
E
T
C
車
載
器
の
低
価
格
化
、
各
公
団
に
よ
る
E
T

C
車
載
器
の
購
入
支
援
制
度
や
E
T
C
を
活
用
し
た
料
金

割
引
な
ど
に
よ
っ
て
急
激
に
普
及
が
加
速
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
現
状
で
は
、
全
国
の
有
料
道
路
の

②
料
金
の
水
準

巧

民
営
化
ま
で
に
実
現
す
べ
き
措
置

①

E
T
C
の
活
用
等
に
よ
り
、
弾
力
的
な
料
金
を

積
極
的
に
導
入
し
、
各
種
割
引
に
よ
り
料
金
の
引

き
下
げ
を
行
う
。

②

特
に
、
高
速
国
道
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
均

一
割
程
度
の
引
き
下
げ
に
加
え
、
｢別
納
割
引
｣

の
廃
止
を
踏
ま
え
、
更
な
る
料
金
引
き
下
げ
を
実

施
す
る
。
具
体
的
に
は
、
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
、
夜

間
割
引
、
通
勤
割
引
等
を
行
う
。

道行セ 2005.8 3 7



か
ら

｢早
朝
夜
間
割
引
｣
及
び

｢通
勤

割
引
｣
と
い
っ
た
時
間
帯
割
引
が
導
入

さ
れ
る
と
と
も
に
、
四
月
一
日
か
ら
は

E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
者
向

府

･
与
党
申
し
合
せ
の
中
で
、
平
均
一

割
程
度
の
引
き
下
げ
を
行
う
と
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、
昨
年
三

月
一
日
か

利
用
者
の
う
ち
、
ほ
ぼ
二
台
に
一
台
の

方
が
E
T
C
に
よ
り
通
行
さ
れ
て
お

り
、
中
で
も
、
首
都
高
速
道
路
や
本
州

四
国
連
絡
道
路
に
お
い
て
は
、
全
国
平

均
を
常
に
上
回
る
利
用
率
水
準
を
維
持

し
、
E
T
C
に
よ
る
様
々
な
効
果
が
発

現
し
て
き
て
い
る

(図
1
･
2
)
。

二

日
本
道
路
公
団
に
お
け
る

多
様
で
弾
力
的
な
料
金

の C け E さ 割 か ら こ 割 府 動 1 現 し 均 四 り 方
コ の T れ 引 ら ｢ と 程 ･ 車 日 = し 、 を 国 、 が

□ ｢ C る ｣ ｢ 深莚疼審團歪醸 多
= て E 常 連 中 E

ポ マ と と き T に 絡 で

1

高
速
自
動
車
国
道

日
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る
高
速
目

C
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
利
用
者
向
け

の

｢大
口
･
多
頻
度
割
引
｣
が
開
始
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(図
3
)
。

深く

　　　　イ レ

　　　　　

及 利 日 引 び 月 月 と 、 別

び 用 か が ｢ - さ 平 掲
E 者 ら 導 通 一 日 れ 均 の
雪 向 は 入 勤 日 か た 一 政

" H 留年8月現在の E T C 利用 皺ま、 全国で4511 %、 首都高で54.1 % ｣
400
郷
鰡
鱒
320
鰡
知
260
約
220
200
鱒
閘
即
鯲
鱒
80
60
40
20 ≧主義はめふ団--武二3ふりN k′ 1ま 3 k 、 k 0続

4月 7月 -0月 1月 4月 7月 lo月 l月 4月 7月 10月 "月 4月 7月 10月 1月 4月 7月
HI3 Hl4 Hf5 H"6 Hl7

囲圈日本道路公団 囲鬮首都高速道路公団 ヒコ阪神高速道路公団
國璽本州四国連絡橋公団三◇-利用率

ET C 利用率 (平成17年7月29日一8月4日平均)

日本道路公団 首都高速道路公団 阪神高速道路公団 本四連絡橋公団 全 国

ETC利用台数 約 2 580.Boo 台/日 約 647,000 台/日 約 378,800 台/日 約 44,000 台/日 約 3,650,600 台/日
首都高速道路公団

約 647,000 台/日
約 1,195,700 台/日

54 .1%

3,650,600 口/日
8,100,200 台/日

45.1%

2 580,BOO ロノ日
5,916,000 台/日

43.6%

893,200 □/日

42.4%
95,200

4 6 2%ETC利用率(% )

図 1 E T C利用率の状況

E T C の普及に伴い、
･首都高速道路の本線料金所では、 渋滞ほぼ解消。
･東名高速東京本線料金所では、 ゴールデンウィーク時期において
渋滞なしの日あり。

【首都高速1ETC利用率と本線料金所渋滞量の関係 日交通鑑がほほ同じ日の渋滞比較(H165狐日)とHpbl(日))
【全旧本線料金所合計1 ETC利用率(% ) [廉名高速東京本線料金所(上り線)を先頭とする渋滞]

4,600

率

- 6偽 lo
t棚の鑓交通壁J

胤 登 ノ ･し十←L 3･600
22.2 46、6%

)" ぞ 7 、 3,000
多 8

/ ｣ H16の通過交通量　　　　

案4 H聡の渋滞

(頴
蜜
＼“
)曲
糯
絲
粋
増

　　　　　H-7は渋滞なし

鰯囮渋滞量
轟け-ETC利用率

225 22.2

1･000
500

20･ O
0 l 2 3 4 5 8 7 8 9 lo = !2 l3 l4 I516l7 18 l9202l2223

時間帯47

　　　　　 H-6.5.2(日) :63,700台/日 (約2 -% )

lo%

l 日当り通過交通鮒利用
同

0、 H17.5 1(日) :62将00台/日 (約4 -% )
平成14年5月 平成特年5月 平成ls年6月 平成17年5月

図 2 E T C 効果
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図 4 全高速自動車国道利用台数の経月推移

図 3 高速自動車国道の料金割引の内容
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台
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薄　　　　　　
　　0 一般利用者に対し利用実績に応じて割引

0 2年間の利用額に応じたポイント還元方式

0 従来のE TC前蹄姿割引率(13 .8 0捲)を確保

鬮深夜割引圏早朝夜間園通勤割引口非割引利用車

E T C 利用台数の経月推移

E
T
C
利
用
台
数
(
万
台
/
日
)

郊
区
間
以
外
で
六
時
~
九
時
又
は
一
七
時
~
二
〇
時

に
一
〇
〇
如
以
内
の
利
用
の
場
合
五
0
%
引
き
)
の

三
種
類
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
E
T
C
車
が
対
象
と
な

っ
て
い
る
。

時
間
帯
割
引
導
入
後
の
E
T
C
利
用
車
の
内
訳
を

み
て
み
る
と
、
E
T
C
利
用
者
の
三
人
に
一
人
が
時

間
帯
割
引
を
享
受
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
E
T
C
利

用
者
に
占
め
る
割
引
利
用
者
の
伸
び
が
一
･
五
三
倍

と
大
き
い
こ
と
か
ら
、
時
間
帯
割
引
に
よ
る
E
T
C

普
及
促
進
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(図

①

時
間
帯
割
引

交
通
量
に
余
裕
の
あ
る
時
間
帯
に
お
け
る
高
速
自

動
車
国
道
の
一
層
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

一
般
道
路
か
ら
の
交
通
の
転
換
を
促
進
し
、
一
般
道

路
の
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
等
を
目
的
と
し

て
導
入
し
た
時
間
帯
割
引
は
、
｢深
夜
割
引
｣
(全
国

の
高
速
自
動
車
国
道
で
〇
時
~
四
時
に
利
用
の
場
合

三
0
%
引
き
)、
｢早
朝
夜
間
割
引
｣
(大
都
市
近
郊

区
間
で
二
二
時
~
翌
六
時
に
一
〇
〇
如
以
内
の
利
用

の
場
合
五
0
%
引
き
)、
｢通
勤
割
引
｣
(大
都
市
近

月
【?〉

月

　

　

　

多

/
明

非
割
引
利
用
車

割
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大口 ･多頻度又暮i剛
(平成17年4月1日より実施中)

0 大口利用者に対し利用実績に応じて割引

0 車l台月あたり利用額に応じた割引を原
則とし、条{牛を;満たした契約者には月間総
利用額に応じた割引を{寸加
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4
.
5
)
0

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
と
一
般
国
道
が
並
行
す

る
一
四
二
区
間
の
う
ち
、
深
夜
割
引
時
間
帯
で
は
八

五
%
の
区
間
、
早
朝
夜
間
割
引
時
間
帯
で
は
八
三
%

の
区
間
、
通
勤
割
弓
時
間
帯
で
は
八
0
%
の
区
間
に

お
い
て
、
一
般
国
道
の
交
通
量
分
担
率
が
低
下
し
た

(図
6
)
(H
17
･
3
交
通
量
の
対
前
年
比
較
)。

②

マ
イ
レ
ー
ジ
割
引

こ
の
割
引
は
、
E
T
C
に
よ
り
高
速
自
動
車
国
道

を
通
行
し
た
料
金
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

一
定
の
ポ
イ
ン
ト
数
を
通
行
料
金
と
し
て
還
元
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
割
引
を
受
け
る
に
は
事
前
の
登

録
が
必
要
で
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
に
お
い
て
六

月
か
ら
開
始
し
て
い
る

｢
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
｣
と
共

通
の
申
し
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
五
〇
円
に
つ
き
一
ポ

イ
ン
ト
、
ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
間

(還
元
額
に
交
換

で
き
る
期
間
)
は
、
最
大
二
年

(ポ
イ
ン
ト
が
付
い

た
年
度

(四
月
~
翌
年
三
月
)
の
翌
年
度
末
ま
で
。

例
え
ば
、
平
成
一
七
年
六
月
二
〇
日
に
付
い
た
ポ
イ

ン
ト
は
、
平
成
一
九
年
三
月
末
ま
で
交
換
で
き
る
。)

で
あ
る
。

ま
た
、ポ
イ
ン
ト
を
還
元
額
に
交
換
す
る
場
合
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
電
話
で
交
換
単
位
毎
に
申
し
込

み
、
還
元
額
に
つ
い
て
は
、
高
速
自
動
車
国
道
の
ほ

か
、
一
部
の
一
般
有
料
道
路
、
阪
神
高
速
道
路
、
本

清水~ 静岡における交通量分担率の変化
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褻
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ゞ
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図 6 高速自動車国道と一般国道の交通量分担率の変化 (静岡市内の東名高速と国道 1号の例)

表
交換単位 還元額
1 0 O P 2 0 0 円

2 0 0 P 5 0 0 円

6 0 0 P 2
,
5 0 0 円

1 0 0 O P 8
,
0 0 0 円



州
四
国
連
絡
道
路
な
ど
で
利
用
で
き
る

(表
1
)。

て
い
る
本
州
四
国
連
絡
道
路
と
と
も
に
本
年
三
月
末

2

一
般
有
料
道
路

な
お
、
高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
は
、
四
月
一

で
発

し
、
こ

に
t

折
こ
ぼ
リ
ー
と
し

、

受

斗
首

uま

日
か
ら
民
営
化

(九
月
末
)
ま
で
の
間
、
ポ
イ
ン
ト

の
二
倍
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
E
T
C
の
さ
ら

な
る
利
用
促
進
と
当
該
道
路
の
利
便
性
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
。

こ
の

｢
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
｣

へ
の
申
し
込
み
状
況

に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七
年
三
月
一
六
日
の
申
し
込

み
開
始
以
来
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
七
月
末
時
点

で
、
一
二
〇
万
件
を
突
破
し
た
。

ま
た
、
日
本
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
で

は
、
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
登
録
者
の
う
ち
、
平
成
一
六

年
八
月
一
〇
日
以
降
に
E
T
C
車
載
器
を
購
入
･
取

付

･
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
車
載
器

購
入
助
成
と
し
て
、
累
計
一
二
五
万
台
に
達
す
る
ま

で
五
、
0
0
0
円
分
の
通
行
料
金
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
る
。

③

大
口
･
多
頻
度
割
引

高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
別
納

契
約
を
締
結
し
た
別
納
カ
ー
ド
利
用
者
に
対
し
、
最

大
三
0
%
の
割
引
率
が
適
用
さ
れ
る
別
納
割
引
を
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
別
納
割
引
に
つ
い
て
は
、
全
国
的

に
事
業
協
同
組
合
の
差
益
の
不
正
流
用
な
ど
の
問
題

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
一
五
年
九
月
の
国
土

交
通
大
臣
指
示
に
よ
り
、
同
じ
く
別
納
割
弓
を
行
っ

で
廃
止
し
、
こ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
割
引
と
し
て
、

本
年
四
月
一
日
よ
り
E
T
C
に
よ
り
高
速
自
動
車
国

道
を
利
用
す
る
大
口
利
用
者
に
対
し
て
、
利
用
実
績

に
応
じ
て
割
引
を
行
う

｢大
口
･
多
頻
度
割
引
｣
を

開
始
し
た
。

こ
れ
は
、
別
納
割
引
に
お
け
る
契
約
事
業
者
単
位

で
の
利
用
実
績
額
に
応
じ
た
割
引
か
ら
、
車
両
一
台

当
た
り
の
利
用
実
績
額
に
応
じ
た
割
引
に
変
更
し
た

こ
と
が
そ
の
基
本
的
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
月
々

の
利
用
金
額
に
対
し
て
車
両
当
た
り
最
大
で
二
0
%

の
割
引
率
が
適
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
口
利
用
者

と
し
て
一
台
当
た
り
の
平
均
利
用
月
額
が
三
万
円
を

超
え
、
契
約
者
単
位
の
月
間
利
用
総
額
が
五
〇
0
万

円
を
超
え
る
場
合
に
一
0
%
の
割
引
を
加
算
す
る
こ

と
で
、
従
前
の
別
納
制
度
で
問
題
と
な
っ
た
特
に
小

口
の
集
合
化
に
よ
り
高
い
割
引
率
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
仕
組
み
を
改
善
し
て
い
る
。

こ
の
割
引
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
の
別

納
カ
ー
ド
を
E
T
C
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
に
切
り

替
え
て
お
り
、
カ
ー
ド
は
利
用
す
る
車
両
一
ムロ
ご
と

に
発
行
さ
れ
、
六
月
末
現
在
で
約
六
、
二
0
0
件
の

契
約
、
約
九
人
万
台
の
登
録
が
な
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

一
般
有
料
道
路
は
、
利
用
者
の
便
益
が
著
し
い
区
間
に

つ
い
て
、
一
般
道
路
事
業
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
高

規
格
幹
線
道
路
や
大
規
模
バ
イ
パ
ス
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
路
線
の
早
期
整
備
を
図
る
た
め
、
個
別

の
路
線
ご
と
に
採
算
を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
整

備
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
全
体
的
に
採
算
が
厳

し
い
中
で
は
あ
る
が
、
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
の
導
入
を

図
る
た
め
、
コ
ス
ト
縮
減
等
の
成
果
を
反
映
し
て
、
本
年

四
月
一
日
か
ら

｢
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
｣
を
導
入
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

①

マ
イ
レ
ー
ジ
割
引

こ
の
割
引
は
、
高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
導
入

し
た
も
の
と
同
様
に
、
E
T
C
に
よ
り
日
本
道
路
公

団
の
管
理
す
る
一
般
有
料
道
路

(E
T
C
が
整
備
さ

れ
て
い
る
道
路
に
限
る
。)
を
通
行
し
た
料
金
に
応

じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
一
定
の
ポ
イ
ン
ト
数
を

通
行
料
金
と
し
て
還
元
す
る
も
の
で
あ
り
、
ポ
イ
ン

ト
の
付
与
が

一
〇
〇
円
に
つ
き

一
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
高
速
自
動
車
国
道
と
異
な
っ
て
い

る
o付

与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
高
速
自
動

車
国
道
の
ポ
イ
ン
ト
と
合
算
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
ポ
イ
ン
ト
の
還
元
額
へ
の
交
換
単
位
は
高
速
自

動
車
国
道
と
共
通
で
、
還
元
額
は
一
般
有
料
道
路
の

ほ
か
、
高
速
自
動
車
国
道
、
阪
神
高
速
道
路
、
本
州



図フ 東京湾アクアライン利用促進キャンペーンのチラシ

四
国
連
絡
道
路
な
ど
で
も
利
用
で
き
る
。

な
お
、
｢
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
｣
の
導
入
に
あ
た
っ

て
は
、
利
用
促
進
の
観
点
か
ら
、
平
成
一
六
年
度
中

は
ポ
イ
ン
ト
二
倍
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

る
。

③

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
に
お
け
る
社
会
実
験

一
般
有
料
道
路
で
あ
る
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
に

お
い
て
は
、
一
層
の
利
用
促
進
を
図
り
、
料
金
引
き
下

げ
の
効
果
を
検
討
、
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
一
四
年
七
月
一
九
日
か
ら
現
行
基
本
料
金

金
日通

車
三
、
0
0
0
円
)
の
約
二
三
%
引
き
と
な
る
社
会
実

験
を
実
施
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
今
夏
に
お
い
て
は
、
東
京
湾
岸
地
域
の
交

通
混
雑
の
緩
和
、
房
総
半
島
を
中
心
と
す
る
地
域
振

興
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
夏
休
み
期
間

中
の
七
月
二
一
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
間
、
通
行

料
金
の
一
部
を
還
元
す
る

｢東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
を
実
施
し
て
お
り
、
昼

間

(土
、
日
を
除
く
六
時
~
二
0
時
)
に
お
い
て
は

料
金
の
二
0
%
、
夜
間

(二
○
時
~
六
時
)
に
お
い

て
は
料
金
の
五
0
%
が
還
元
さ
れ
る

(図
フ
)。

ま
た
、
当
該
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
千
葉
県
の
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
と
同
時
に
実
施
し
て
お
り
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
い
る
ク
ー
ポ
ン
券
や

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
領
収
書
等
の
提
示
に
よ
り
、
各
種

特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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三

首
都
高
速
道
路
公
団
及
び
阪
神
高
速
道
路

箋
圏
に
お
け
る
多
様
で
弾
力
的
な
料
金

首
都
高
速
道
路
公
団
が
管
理
す
る
首
都
高
速
道
路
及
び

阪
神
高
速
道
路
公
団
が
管
理
す
る
阪
神
高
速
道
路
に
お
い

て
は
、
都
市
部
に
お
け
る
大
量
交
通
の
円
滑
な
処
理
等
の

必
要
か
ら
、
開
通
当
初
よ
り
、
入
口
に
お
い
て
定
額
の
料

金
を
収
受
す
る
均

一
料
金
制
が
採
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

多
頻
度
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
利
用
の
定

着
と
併
せ
て
料
金
所
で
の
渋
滞
緩
和
等
を
図
る
た
め
、
画

一
的
な
割
引
制
度
で
あ
る
回
数
券
が
、
多
く
利
用
さ
れ
て

き
た
。

し
か
し
、
E
T
C
の
活
用
に
よ
っ
て
、
よ
り
利
用
し
や

す
い
弾
力
的
な
料
金
の
導
入
が
可
能
と
な
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
現
在
、
料
金
制
度
に
つ
い
て
全
体
的
な
見
直
し
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①

E
T
C
普
及

(利
用
)
促
進
割
引

首
都
高
速
道
路
及
び
阪
神
高
速
道
路
に
お
い
て

は
、
近
年
、
偽
造
回
数
券
問
題
が
発
生
し
、
券
面
の

デ
ザ
イ
ン
変
更
等
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

き
た
が
、
昨
年
一
二
月
に
は
、
額
面
総
額
約
四
〇
億

円
に
上
る
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
大
規
模
か
つ
組
織
的

な
回
数
券
の
偽
造
グ
ル
ー
プ
が
摘
発
さ
れ
る
な
ど
、

極
め
て
深
刻
な
事
態
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
本
年
一
月
末
で
販
売
を
終
了
し
、
七
月
末
を
も

っ
て
利
用
も
停
止
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
両
公
団

で
は
、
回
数
券
利
用
者
の
円
滑
な
E
T

C
へ
の
移
行
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
E
T

C
車
載
器
の
購
入
支
援
策
を
積
極
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
昨
年

三

月
か

ら
期
間
限
定
で
、
高
額
回
数
券
並
み
の

割
引
率

(
一
〇
〇
回
券
で
約

一
八
%
引

き
)
と
な
る
割
引
制
度
を
実
施
し
て
い

る
oこ

れ
は
、
E
T
C
で
両
道
路
を
利
用

す
る
車
両
に
対
し
一
律
五
%
を
割
り
引

く
も
の
で
、
E
T
C
前
払
割
引

(五
万

円
前
払
い
す
る
と
、
約

一
四
%
引
き
)

と
併
せ
て
一
八
%
程
度
の
割
り
と
な
る
。

②

E
T
C
特
定
料
金

首
都
高
速
道
路
及
び
阪
神
高
速
道
路

に
お
い
て
は
、
均

一
料
金
制
に
よ
り
短

距
離
区
間
の
利
用
者
に
と
っ
て
は
割
高

な
料
金
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
利
用

区
間
が
特
定
で
き
る
一
部
の
短
距
離
区

間
に
お
い
て
、
通
常
よ
り
割
安
な
料
金

設
定
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

首
都
高
速
道
路
で
は
、
現
在
整
備
を
進

め
て
い
る
出
口
E
T
C
ア
ン
テ
ナ
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
E
T
C
車
に

つ
い
て
は
割
安
料
金
と
な
る
区
間
が
拡

出口ET C 機器(霞が関出口)

　　
　　　
　

で̂
き
ぬが

出口E T C機器(入谷出口)
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大
さ
れ
て
い
る

(写
真
1
)。

③

環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

首
都
高
速
道
路
及
び
阪
神
高
速
道
路
で
は
、
都
心

部
を
中
心
と
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
大
量
の
交

通
が
集
中
す
る
な
か
で
、
周
辺
の
住
宅
地
域
等
の
環

境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響

の
比
較
的
少
な
い
臨
海
部
の
ル
ー
ト
へ
誘
導
す
る
施

策
と
し
て
、
首
都
高
速
湾
岸
線

(神
奈
川
線
)
及
び

阪
神
高
速
五
号
湾
岸
線
を
E
T
C
で
通
行
す
る
大
型

車
を
対
象
に
、二
0
%
程
度
の
割
引
を
行
っ
て
い
る
。

④

夜
間
割
引
社
会
実
験

首
都
高
速
道
路
に
お
い
て
は
、
交
通
量
に
比
較
的

余
裕
の
あ
る
夜
間
の
料
金
を
割
り
引
く
こ
と
に
よ

り
、首
都
高
速
道
路
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

一
般
道
路
か
ら
の
交
通
の
転
換
を
促
進
し
、
一
般
道

路
の
沿
道
環
境
の
改
善
、
渋
滞
対
策
な
ど
の
効
果
等

を
調
査
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
社
会
実
験
を
平
成

一
五
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
時
間
帯
ご
と
の
割
引
率
や
対
象
と
な

る
料
金
圏
な
ど
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
各
種
効
果
や

課
題
の
調
査
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
ニ
ニ

時
か
ら
六
時
ま
で
の
間
に
E
T
C
で
通
行
す
る
車
両

に
つ
い
て
、
東
京
線
と
埼
玉
線
で
二
0
%
の
割
引
、

神
奈
川
線
で
三
0
%
の
割
引
が
行
わ
れ
て
い
る

(本

年
九
月
末
ま
で
実
施
予
定
)。

⑤

週
末
割
引
社
会
実
験

阪
神
高
速
道
路
で
は
、
週
末
昼
間
の
料
金
を
割
り

弓
く
こ
と
に
よ
り
、
当
該
道
路
の
利
用
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
や
一
般
道
路
の
交
通
混

雑
緩
和
の
効
果
等
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
社
会
実
験
を
阪
神
東
線
に
お
い
て
本
年
一
月

末
か
ら
三
月
中
旬
に
か
け
て
実
施
し
た
。

こ
れ
は
、
E
T
C
で
通
行
す
る
車
両
を
対
象
に
、

週
末

(土
･
日
･
祝
日
)
の
一
〇
時
か
ら
一
一
時
及

び
一
五
時
か
ら
一
六
時
に
利
用
す
る
場
合
一
0
%
の

割
引
、
一
一
時
か
ら
一
五
時
ま
で
に
利
用
す
る
場
合

二
0
%
の
割
引
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
実
験
結
果
で

は
、
割
引
時
間
帯
に
お
い
て
一
定
の
利
用
の
増
加
が

見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑥

新
た
な
E
T
C
後
納
割
引
制
度

両
道
路
に
お
い
て
は
、
回
数
券
の
廃
止
に
伴
い
、

①
の
割
引
を
期
間
限
定
措
置
と
し
て
実
施
し
て
い
る

が
、
現
在
、
よ
り
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
の
導
入
に

向
け
て
、
割
引
制
度
の
大
幅
な
見
直
し
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
利
用
頻
度
に
応
じ

た
割
引
と
、
④
や
⑤
な
ど
の
社
会
実
験
を
踏
ま
え
た

曜
日
別
･
時
間
帯
別
の
割
引
の
二
種
類
が
中
心
と
さ

れ
て
お
り
、
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
都
市
高
速
に

お
い
て
特
定
の
時
間
帯
に
集
中
す
る
渋
滞
の
緩
和
に

よ
る
環
境
改
善
や
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
比
較
的
容
量
に
余
裕
の
あ
る
曜
日
･
時

間
帯
に
お
け
る
道
路
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
一
般
道

路
か
ら
の
交
通
の
転
換
を
促
進
し
、
一
般
道
路
の
混

雑
緩
和
や
沿
道
の
環
境
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

⑦

対
距
離
料
金
制

両
道
路
と
も
に
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
伴
い
、

利
用
距
離
の
ば
ら
つ
き
が
拡
大
し
、
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
利
用
の
程
度
に
応
じ
た
負
担
と
い
う
考
え
方

に
基
づ
く
料
金
体
系
の
導
入
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

前
掲
の
政
府
･
与
党
申
し
合
わ
せ
に
お
い
て
も
、
平

成
二
〇
年
度
を
目
標
に
対
距
離
料
金
制
へ
の
移
行
を

図
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

(参
考
)
｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の
基
本
的
枠
組
み
に

つ
い
て
｣
(抄
)

(平
成
一
五
年

三
一月
二
二
日

政
府

･
与
党
申
し
合

わ
せ
)

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
両
公
団
で
は
対
距
離
料
金

制
の
導
入
に
必
要
な
環
境
整
備
と
し
て
、
出
口
E
T
C
ア

②
料
金
の
水
準

"

民
営
化
後
の
料
金

②

な
お
、首
都
高
速
及
び
阪
神
高
速
に
つ
い
て
は
、

貸
付
料
の
支
払
い
に
必
要
な
適
切
な
料
金
収
入
の

確
保
を
図
り
つ
つ
、
平
成
二
〇
年
度
を
目
標
と
し

て
、
利
用
の
程
度
に
応
じ
た
負
担
と
い
う
考
え
方

に
基
づ
き
、
対
距
離
料
金
制
へ
の
移
行
を
図
る
。



ン
テ
ナ
の
設
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
一
人
年
春
に

E
T
C
利
用
率
八
五
%
の
達
成
を
目
標
と
し
て
積
極
的
な

普
及
促
進
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

一
方
、
国
土
交
通
省
で
は

｢今
後
の
有
料
道
路
の
あ
り

方
研
究
会
｣
(委
員
長
…
杉
山
武
彦

一
橋
大
学
学
長
)

の
中
で
、
対
距
離
料
金
制
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

整
理
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が

ら
、両
公
団
に
お
い
て
内
容
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

四

本
州
四
国
連
絡
道
路
公
園
に
お
け
る
多
穣

で
弾
力
的
な
料
金

本
州
四
国
連
絡
道
路
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
採
算
状
況

の
中
、
一
層
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
、
地
方
公
共
団

体
の
出
資
や
公
団
の
経
営
努
力
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
に
よ

り
、
基
本
料
金
の
引
き
下
げ
や
各
種
割
引
を
実
施
し
て
い

る
o

(参
考
)
｢道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
つ
い
て
｣
(抄
)

(平
成
一
四
年

=
一月
三
一日

政
府

･
与
党
申
し
合

わ
せ
)

①

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
債
務
処
理
等

有
利
子
債
務
の
一
部

(約
一
･
三
兆
円
)
を
切
り

離
し
、
国
の
道
路
特
定
財
源
に
よ
り
早
期
に
処
理
す

る
と
と
も
に
、
国
及
び
地
方
に
よ
る
出
資
の
期
間
を

平
成
三
四
年
度
ま
で
一
〇
年
間
延
長
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
に
お
け
る
国
民
負
担
の
膨
張
を
避
け
る
と

と
も
に
、
現
行
料
金
の
引
上
げ
を
前
提
と
せ
ず
に
本

四
架
橋
と
し
て
の
自
立
経
営
を
可
能
な
も
の
と
す

る
。
ま
た
、
基
本
料
金
の
引
下
げ
に
つ
い
て
は
、
地

方
の
追
加
出
資

(
一
〇
年
間
延
長
)
に
よ
る
経
営
改

善
効
果
等
の
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
。
な
お
、

民
間
債
務
の
返
済
条
件
等
の
変
更
･
繰
上
げ
償
還
は

行
わ
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
成
一
五
年
七
月
か
ら
は
、
基
本
料

金
の
二
八
%
引
き
の
料
金

(新
特
別
料
金
)
に
な
る
と
と

も
に
、
E
T
C
利
用
車
の
場
合
は
さ
ら
に
五
･
五
%
の
E

T
C
特
別
割
弓
を
加
え
て
、
約
三
二
%
リ
き
の
料
金
と
な

っ
て
お
り
、
導
入
か
ら
一
年
後
と
な
る
昨
年
六
月
末
の
見

直
し
に
お
い
て
は
、
交
通
量
は
計
画
を
や
や
下
回
り
、
料

金
収
入
は
減
少
し
た
も
の
の
、
低
金
利
や
コ
ス
ト
削
減
に

よ
り
償
還
は
可
能
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
た
た
め
、
当
面
、

こ
の
料
金
を
継
続
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
本
四
公
団
で
は
多
様
で

弾
力
的
な
料
金
の
導
入
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
き
て

お
り
、
本
年
四
月
に
は
こ
れ
ま
で
の
別
納
割
弓
に
代
わ
る

｢大
口
,
多
頻
度
割
引
｣
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
六
月

か
ら
は

｢
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
｣
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
今
後
の
民
営
化
に
向
け
て
は
、
本
州
四
国
連

絡
道
路
周
辺
の
豊
富
な
観
光
資
源
を
活
か
し
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
し
つ
つ
増
収
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
割

引
施
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

①

マ
イ
レ
ー
ジ
割
引

こ
の
割
引
は
、
E
T
C
に
よ
り
本
州
四
国
連
絡
道

路
を
通
行
し
た
料
金
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、
一
定
の
ポ
イ
ン
ト
数
を
通
行
料
金
と
し
て
還
元

す
る
も
の
で
あ
り
、
割
引
を
受
け
る
た
め
の
登
録
に

つ
い
て
は
、
日
本
道
路
公
団
が
行
っ
て
い
る

｢
マ
イ

レ
ー
ジ
割
引
｣と
共
通
の
申
し
込
み
と
な
っ
て
お
り
、

ポ
イ
ン
ト
の
付
与
及
び
ポ
イ
ン
ト
の
還
元
額
へ
の
交

換
単
位
に
つ
い
て
も
、
日
本
道
路
公
団
の
高
速
自
動

車
国
道
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
道
路

公
団
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
と
の
合
算
は

で
き
な
い
が
、
ポ
イ
ン
ト
を
交
換
し
た
還
元
額
は
本

州
四
国
連
絡
道
路
の
ほ
か
、
日
本
道
路
公
団
の
高
速

自
動
車
国
道
や
一
部
の
一
般
有
料
道
路
、
阪
神
高
速

道
路
な
ど
で
も
利
用
で
き
る
。

な
お
、
｢
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
｣
の
導
入
に
あ
た
っ

て
は
、
六
月
、
七
月
の
期
間
限
定
で
ポ
イ
ン
ト
二
倍

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

②

大
口
･
多
頻
度
割
引

本
性
四
国
連
絡
道
路
に
お
い
て
は
、
別
納
契
約
を

締
結
し
た
別
納
カ
ー
ド
利
用
者
に
対
し
、
最
大

一

二
,
五
%
の
割
引
率
が
適
用
さ
れ
る
別
納
割
引
を
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
別
納
割
引
に
つ
い
て
は
、
全
国
的

に
事
業
協
同
組
合
の
差
益
の
不
正
流
用
な
ど
の
問
題



が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
道
路
公
団
と
同
様
に

本
年
三
月
末
で
廃
止
し
、
こ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
割

引
と
し
て
、
四
月
一
日
よ
り
E
T
C
に
よ
り
本
州
四

国
連
絡
道
路
を
利
用
す
る
大
口
利
用
者
に
対
し
て
、

利
用
実
績
に
応
じ
て
割
引
を
行
う

｢大
口
･
多
頻
度

割
引
｣
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
別
納
割
引
に
お
け

る
契
約
事
業
者
単
位
で
の
利
用
実
績
額
に
応
じ
た
割

引
か
ら
、
車
両
一
台
当
た
り
の
利
用
実
績
額
に
応
じ

た
割
引
に
変
更
し
た
こ
と
が
そ
の
中
心
的
な
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
月
々
の
利
用
金
額
に
対
し
て
車
両
当

た
り
最
大
で
三
一
･
五
%
の
割
引
率
が
適
用
さ
れ
、

従
前
の
別
納
制
度
と
同
程
度
の
割
引
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

五

今
後
の
取
組
み
と
課
題

こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
各
公
団
で
は
、
民
営
化
に
向

け
て
E
T
C
を
活
用
し
た
弾
力
的
な
料
金
の
導
入
を
進
め

て
き
て
お
り
、
一
〇
月
以
降
の
民
営
化
会
社
に
お
い
て
は
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
揮
し
た
更
な
る
多
様
で
弾
力
的
な

料
金
の
導
入
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
で
、

民
営
化
後
四
五
年
以
内
で
の
確
実
な
債
務
返
済
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
割
り
原
資
の
中
で
こ
れ
ま
で
の

画
一
的
な
割
引
制
度
の
見
直
し
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
特
に
、
四
公
団
で
発
行
し
て
い
る
ハ
イ
ウ
ェ

イ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
回
数
券
と
同
様
に
偽

造
事
件
が
社
会
問
題
化
し
、
五
万
円
等
の
高
額
カ
ー
ド
が

利
用
停
止
さ
れ
て
い
る
が
、
E
T
C
の
普
及
状
況
を
踏
ま

え
、
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
本
年
一
〇
月
の
民
営
化
前
に

す
べ
て
の
カ
ー
ド
の
販
売
を
終
了
す
る
と
と
も
に
、
本
年

度
末
に
は
利
用
も
停
止
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
体
系

へ
の
移
行
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
E
T
C
の

一
層
の
普
及
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
す
べ
て
の
有

料
道
路
の
利
用
者
が
E
T
C
を
導
入
で
き
る
よ
う
な
環
境

の
整
備
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
各
公
団
で
は
、
通

行
料
金
還
元
方
式
に
よ
る
E
T
C
車
載
器
設
置
支
援
と
と

も
に
、
二
輪
車
用
E
T
C
の
試
行
運
用
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
契
約
を
し
な
い
方
へ
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト

(保
証
金
)
方

式
の
E
T
C
カ
ー
ド
の
モ
ニ
タ
ー
テ
ス
ト
等
を
実
施
し
て

お
り
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
も
、
E
T
C
車
載
器
導
入

時
の
金
銭
的
な
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
E
T
C
車
載
器

の
リ
ー
ス
制
度
を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今

後
と
も
、
国
及
び
各
公
団
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

弓
き

続
き
E
T
C
普
及
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。



呼
魔
一
重
年
度
週
幡
棄
週
管
理
統
謝
◎
概
要

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
調
整
係
長

小
林

政
義

【

は
じ
め
に

道
路
交
通
管
理
統
計
調
査
は
、
全
国
の
道
路
に
お
け
る

道
路
の
管
理
体
制
、
道
路
管
理
施
設
の
整
備
状
況
等
の
道

路
交
通
管
理
の
実
態
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
道
路
の
実
態
に
即
し

た
望
ま
し
い
道
路
交
通
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

度
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
調
査
は
、
道
路
法
に
基
づ
き
指
定
又
は
認
定
さ
れ
、

道
路
管
理
者
が
管
理
し
て
い
る
す
べ
て
の
道
路
を
対
象
と

し
て
お
り
、
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
一
般
自
動
車
道
等
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。

調
査
項
目
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

道
路
監
理
員
の
任
命
状
況

②

道
路
管
理
用
車
両
の
保
有
状
況

③

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
実
績

④

道
路
情
報
管
理
施
設
等
の
設
置
状
況

⑤

道
路
災
害
の
発
生
状
況

⑥

異
常
気
象
時
の
通
行
規
制
実
績

⑦

異
常
気
象
時
の
警
戒
･緊
急
体
制
の
発
動
実
績

⑧

道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
実
績

⑨

車
両
取
締
り
機
器
等
の
設
置
状
況

⑩

道
路
標
識
に
よ
る
高
さ
、
総
重
量
等
の
制
限
の
状

況
⑪⑫

特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

路
上
放
置
車
両
の
処
理
実
績

二

平
成
一五
年
度
道
路
変
遷
管
理
統
計
の
概
襄

1

道
路
管
理
の
現
況

道
路
交
通
管
理
統
計
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
の
現
況

を
知
る
た
め
、
道
路
の
管
理
体
制
、
施
設
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

(道
路
情
報
管
理
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
〉

道
路
情
報
管
理
施
設
と
は
、
道
路
管
理
者
が
安
全
か
つ

円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
の
た
め
必
要
な
情
報
を
収
集

し
、
又
は
道
路
利
用
者
に
当
該
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
施
設
で
あ
り
、
道
路
上
の
道
路
情
報
提
供
装

置
、
車
両
監
視
装
置
、
気
象
観
測
装
置
、
緊
急
連
絡
施
設

等
が
含
ま
れ
る
。

=

道
路
情
報
板
等
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

平
成
一
六
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
主
な
施
設
の
整



2

異
常
気
象
時
の
対
応

(異
常
気
象
時
に
お
け
る
通
行
規
制
実
施
に
つ
い
て
〉

豪
雨
、
地
震
等
の
異
常
気
象
時
に
お
い
て
、
道
路
の
構

造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
各

道
路
管
理
者
は
、
通
行
規
制
基
準
、
通
行
規
制
区
間
を
定

め
、
事
前
の
通
行
規
制
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
の
通
行
規
制
実
績
は
、
通
行
止
回
数
で

約
五
、
九
〇
〇
件
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち
豪
雨
に
よ
る
も

の
が
約
三
、
三
〇
0
件
と
大
部
分
を
占
め
、
次
い
で
豪
雪
、

地
吹
雪
の
順
と
な
っ
て
い
る

(表
3
参
昭
霧

備
状
況
は
、
道
路
情
報
板
約
二
万
一
、
0
0
0
基
、
路
側

放
送
約
四
〇
〇
区
間
、
ビ
ー
コ
ン
約
二
、
八
〇
〇
基
等
と

な
っ
て
お
り
、
近
年
に
お
い
て
は
、
特
に
路
側
放
送
や
ビ

ー
コ
ン
と
い
っ
た
、
よ
り
高
度
な
道
路
情
報
提
供
が
推
進

さ
れ
て
い
る

(表
1
参
昭
巴
。

②

気
象
観
測
装
置
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

平
成
エ
ハ年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
主
な
施
設
の
整

備
状
況
は
、
雨
量
計
約
七
、
七
〇
〇
基
、
温
度
計
約
五
、

二
〇
〇
基
、
風
速
計
約
二
、
三
〇
〇
基
等
と
な
っ
て
お
り
、

近
年
に
お
い
て
は
い
ず
れ
も
増
加
傾
向
に
あ
る

(表
2
参

照 近 一

表 1 道路情報板等の設置状況 (平成16年 4月 1日現在)

窟篩雛別

通脇 情 報腹
(碁)

絲報表示核 中国監視用テレビ
(台)

女通報測定器
(基) 硲側放送

(区間)
ビーコン
(基)

道稲交通
連新装囮
(基)′、型 B型 C靭 電光式 計 トンネル その他 計 トンネル その他 計 料金所 その他 その他

高速自動 車国道 2粉75 1,13G -) 5{)2 3,713 漁030 174 【仏20l 1,963 497 2,飾り 0 2,91{J 2,U!3 207 1,540 705
本州凹圏連絡窟酪 0 25 6 124 I55 29 8 37 5! 6{) ni 95 劉 ll9 2 18 0
部 市 高 速 通 路 n8 0 “ 1,ISO 1,315 128 2!l 152 791 3,362 a i56 66l 661 1辺2Z 56 569 16

一讃 l指定区間内
国道 l指定区間外

65 123 = 27郵 2987 1,270 99 1,369 1,277 も472 5,749 0 0 0 105 460 664
お3 444 873 も932 3,402 964 56 1,020 M5 107 25Z 0 0 ‘) 15 29 192

部 道 府 県 通 123 853 2.60G ZJ74 も76l 709 242 951 60 I62 222 0 0 O M 35 811
↑｢ 町 村 道 ど32 304 h3Z 30Z 1,47{) lb8 140 :う解 38 186 224 0 0 0 2 l も1

ぎ斑尾旁罐議会粋 393 305 g 210 9lo 486 = 496 452 74 526 (- 446 4‘i6 18 196 170
45 97 1は 621 R741 ねo 27 2{l7 579 236 815 590 590 1江80 “ 0 “】

計 3206 3,292 歳25{; 【1ぶ灘 20537 6993 781 7774 5359 7.166 12,BIS 1メ半齢 4631 59檄) 4/'1 2,84$ 2980
注(1)施設は道路管理者が所有しているものを計上し、警察等他機関に貸与しているものを含む。

(2)道路情報板の種類は、｢道路情報装置の規格について｣ G昭和47年9月27日付け建設省道金発第52号道路局企画課長通達)による。
A 型 :オーバーヘッド型式のもの。 B 型 :路側設置型で表示幕により表示するもの。
C 型滓観劇設置型で表示板により表示するもの。 電光式 :オーバーヘッド型、路側設置型といった型式にかかわらず、電光式のもの。

(3)警報表示板は、専らトンネル内事故、雪崩等災害の発生を表示するものを、トンネル内事故発生を表示するため設置したものとその他のものを区別して計上した。
(4)車両監視用テレビは、道路交通の状態を監視するため設置したテレビカメラで、トンネル内の状態を監視するためのものとその他のものを区別して計上した。
(5)路側放送とは、銘仙に設置された中波放送機 (モノポールアンテナ、誘導通信ケーブル)により、車載のカーラジオを通じて、道路交通情報を常時提供でき
るシステムをいい、中波放送機1基の放送区間を1箇所とし、同一区間であっても、 2基の放送機によって上下線で異なる放送を行っている場合は、 2箇所と
して計上した。
(6)ビーコンとは、 V I C S (道路交通情報通信システム :電波を用いて、リアルタイムで道路交通情報等運転者が必要とする情報を車載のコンピュータに提供
するシステム)における発信器として、道路管理者が路側に設置したものをいう。

表 2 気象観測装置の設置状況 (平成16年 4月 1日現在)

沿＼
前世 3r

温度計 I衣雪深濱十 路面灘古顔i藪麟露 郎鰯r ;態だ倖奮観譲麦置
通路管理者設置 その他の

者の設置 君十
薄方伝達 その他 弱力伝達 その他 目f 自動伝達 その他 計 自動伝達 その他 蕁f 期力伝達 その他 酋r 自動f蔚甕その他 丙-

高速自動車国道 936 Q 15 951 76S 2‘) 78S 347 l7 36l 951 0 954 69l 10 m l 364 5 369
本州四国連絡篠路 l6 0 0 ]5 れ 0 24 0 0 0 23 0 23 23 亀 27 I8 0 ls
軒&市高 ;車進路 33 0 0 33 75 0 75 l2 () l2 0 73 52 () 52 " 0 20

祠端麗灘.
1,136 30 52 1芝聡 1,035 273 l,308 693 “ 756 !61 957 603 6 鴛 170 9 179
一針
161 132 660 956 353 鍋S l･001 433 " 5l2 295 32 327 ･S7 37 124 " 2 l9

都 道 府 県 道 366 172 1,2l2 1,7S{} 428 785 1,21‘‘ 529 168 697 386 7S 柊l IS5 66 253 ZQS 19 227
市 町 村 酒 舒9 541 l･466 2,IS6 279 331 610 104 310 414 63 29 92 I97 198 395 3 I 9

.#とげlD本藤松甜
警1蜥l地方通路公社

ぬ1 0 7 los 93 3 96 38 0 38 l05 0 m5 SO 1 8I 26 0 26

93 = 6 146 ?4 39 u3 9 9 ls 57 17 74 " 25 102 IH 9 l23
溝十 3,323 9ZZ まま鞘 7寿93 3J29 2式部 5,22S 2165 646 28Il 2759 3lo 1069 1,995 3l9 23 l4 975 l5 L020

注の施設は道路管理者が所有しているものを計上し、警察等他機関に貸与しているものを含む。
(2)自動伝達式とは、テレメータ等により、自動的に道路管理者の事務所等に観測結果を伝達するものをいう。
○)視程障害観測装置とは、透過率計、 IT V等の霧、吹雪等による視程障害の程度を観測する装置をいう。

“ 道行セ 2005.8



表 3 異常気象時の通行止回数 (平成15年度実績)

原 因

規制区間内外の別 ＼道路種賜U

塙歓‐雨 地震蓬 密教!霊 地吹霞鮮 路面凍結 雪崩 錺 強風 2皮"良 ;町川?巳;檻 そのf也 を十 ‐
道路種賜U

高速自動車国造
内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
タト 8 28 8 0 0 0 72 0 1 0 8 125
哲十 8 28 8 0 0 0 72 0 憾▲ 0 8 125

本州四国連絡道路
内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 1 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 4
浄十 1 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 4

都 市 高 速 道 路
内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
タト 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
言十 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

般
国
道

指定区間内
内 51 2 5 12 0 13 0 1 29 0 8 121

外 36 17 4 1 59 14 21 0 5 6 l 12 212

計 87 19 46 71 14 34 0 6 35 l 20 333

指定区間外
内 345 3 22 14 30 5 0 2 0 0 17 438
タト 67 5 10 15 35 4 0 3 0 1 25 165
舌十 412 8 32 29 65 9 0 5 0 1 42 603

都 道 府 県ぐ道
内 1,025 4 1 128 33 23 14 0 19 51 2 99 1.435
夕+ 401 51 218 266 48 27 0 8 4 5 349 1,377
計 1.426 92 346 299 71 4 1 0 27 55 7 448 2.8 12

市 町 村 道
内 302 19 29 10 6 0 0 7 9 4 8 394
外 L O16 89 34 l9 36 7 1 2 1 8 18 70 為319
言十 1.318 108 63 29 42 7 1 28 17 22 78 ｣ 713

般
有
料
道
路

日‐本道路名"団
内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ダト 16 28 3 0 0 0 70 0 0 0 1 118
箸十 16 28 3 0 0 0 70 0 0 0 1 118

土木部企、薬局
内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
昔十 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地方道路公社
内 16 0 48 3 54 0 l 9 6 0 1 138

外 7 3 3 14 2 0 0 0 0 0 2 31
萓十 23 3 51 17 56 0 1 9 6 0 3 169

計
内 1,739 65 232 72 113 32 1 38 95 6 133 2,526

外 ],552 221 3 17 373 135 59 143 40 19 25 467 3.351
育十 3,29 1 286 549 445 248 91 144 78 114 3 1 600 5.877

注(1)道路管理者が道路法第46条に基づき実施した通行止を、主たる原因別に計上した。
(の規制区間内外の別の ｢内｣は規制区間内で実施した規制を、 ｢外｣は規制区間外で実施した規制をさす。

なお、規制区間とは、 ｢異常気象時における道路通行規制要領｣ (昭和44年4月 1日付け建設省道政発第16号及び第l6号の2建設省道路局長通達別紙)第二に
規定する異常気象時通行テ規制区間及び ｢道路管理の強化について｣ (昭和45年9月18日付け建設省道政発第84号及び第84号の2建設省道路局長通達)記二に規定す
特殊通行規制区間をいう。
(3)規制区間内外にまたがった通行規制は、区間の長い方に計上した。
(4)通例の積雪による冬季閉鎖など異常気象に伴うものでない通行止は計上していない。
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違
法
車
両
の
取
締
り
等

⑭

特
殊
車
両
の
取
締
り
に
つ
い
て

①

特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

道
路
管
理
者
は
、
車
両
制
限
令
の
基
準
を
超
え
て

い
る
車
両
で
、
道
路
法
第
四
七
条
の
二
第
一
項
に
基

づ
く
特
殊
車
両
通
行
許
可

(以
下
、
｢通
行
許
可
｣

と
い
う
。)
を
受
け
ず
に
通
行
し
て
い
る
車
両
及
び

通
行
許
可
の
条
件
に
違
反
し
て
通
行
し
て
い
る
車
両

の
指
導
取
締
り
を
行
っ
て
い
る

(表
4
参
照
)。

②

違
反
車
両
の
違
反
内
容

違
反
件
数
に
つ
い
て
は
、
通
行
許
可
を
受
け
て
い

な
い
場
合
が
約
一
万
四
、
七
〇
〇
件

(約
八
六
%
)、

通
行
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
が
約
二
、
四
〇
〇
件

(約
一
四
%
)
と
な
っ
て
お
り
、
通
行
許
可
を
受
け

な
い
で
違
反
車
両
を
走
行
さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

違
反
内
容
と
し
て
は
、
通
行
許
可
を
受
け
て
い
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
寸
法
超
過
が
約
八
、
七
〇
〇

件
、
重
量
超
過
が
約
三
、
0
O
0
件
と
な
っ
て
お
り
、

両
方
の
超
過
が
約
三
、
0
〇
0
件
と
な
っ
て
い
る
。

通
行
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
重
量

超
過
単
独
で
の
違
反
が
約
七
0
0
件
で
あ
り
、
全
体

の
約
二
九
%
を
占
め
て
い
る

(表
5
参
昭
雪

③

車
両
取
締
り
機
器
の
設
置
状
況

道
路
法
に
違
反
し
て
道
路
を
連
行
す
る
車
両
の
指

導
取
締
り
を
行
う
た
め
、
道
路
管
理
者
は
、
車
重
計
、

表 4 特殊車両の指導取締り実績 (平成15年度実績)

道路管理者

取締り活動

対象車両
(台)

違反車両
ほめ

措 置 内 容

間 問
鯲

時
僻

員
い 讓

㈱
鯛
鱒

許可取消 刑事告発

礬 事故に
係るもの

取締りに
係るもの

こ
の艶

日本こ造げ各公団
高速自動車回遊) 翁 蹴 鱒 愁 鰤 刎 緘 ○̂〉 nY nY =̂〉

本州四囲速綣橋公団 郡 纖 終 翔 檄 鮖 n〉 ○̂〕 =̂〉 nU =̂〉

都
市
高
速
道
路
公
団
等

首都高速道路公団 那 鱗 愁 蹴 794 nY 鰡 ○̂〉 =̂) Û nv
阪神高速道路公団 婢 瀦 緘 鰡 纖 廊 “ nY =̂〉 nY nY

名古屋高速公社 滋 断ち
黎
0

二 @
{

43 “ =̂〕 =̂〕 n〉 nY 〔=)
広 島高速公拙 n〉

{
。 Û Û =̂〕 Û nY nY =̂〕

福間北九州高速公社 乾 芻 鈎 鉈 第 25 =̂〉 n〕 Û nY =̂〕
小 計 廓 纖滋 蹴 纖 鰕 鰡 Û □) =̂〉 Û

地
方
整
備
局
等

4ヒブ奪う萱開発 18 鉈 鰍 鯲 65 “ 16 ny Û ny Û

東北地方整備局 “ 眺 902 塒 鵬 “ 舒 Û n〉 nY ,.‐1-
国東地方蟻櫨局 わ 雄 劔 鰍 期 戦 鵬 〔U =̂〕 nv
北陸地方整備局 乾 邨 鐇 既 知 鞘 QU Û nv nY nY
中部地方整備局 75 200 鰓 鰈 鱒 78 吃 nY =̂〉 Û 。̂〕

□̂〉近畿地方盤鏑局 刎 螂 鰡 織 激 醸 群 Û 1▲ Û

中国地方整備局 鋭 脚 677 932 245 撤 鉈 Û 〇̂ Û Û

四国地方鰭偏局 蘂 鯰 409 脇 鱒 35 nY 0) =̂〕 nY n)
九州地方整備局 願 300 蝉 ゆ 戦 儀 鱒 0) Û ○) =̂〕
沖縄総合事務局 = 20 期 第 ×̂) ×̂〉 n〕 nY n) nY nY
小 計 709 廓 鰔 鰈 紳 ゆ 硴 nY リム =̂) 1I

都 道 府 県 " 約 婚 賊 “ " Û (=) nU nY nw
指 定 市 II り“ 40 ×̂) りし ハソー n〉 ○̂〉 =̂〉 Û Û

市 町 村 31 知 罐 177 Û =̂) “̂〕 Û nv nY nY
団

社

公

公

路

路

道

道

本

方

日

地

一般
有
料

道
路

298 鷹 ㈱ 緋 堀 145 807 n) =̂〕 n〉 nY
(U n〉 n〕 nY nY =̂〉 Û nY =̂〉 nY Û

計 臘 鞠 鸚 鰈 鼬 鰓 鸚 =̂) ?“ nv
注 (1)許可取消、刑事告発以外の欄については、指導取締り基地等における取締りのみを計上し、他の業務に付随して行った取締り (例えば、料金収受業務中に、

付随的に料金所の軸重計により違反者を発見し、措置を行った場合。)は含まない。
(2)許可取消、刑事告発の欄については、指導取締り基地における取締りの際の措置命令違反、常習違反による件数のほか、道路法47条第1項の規定又は許可条
件に違反して車両を通行させ、重大事故を発生させたことによるものを含む。

(3)措置内容の区分は、 ｢車両の通行の制限について｣ (昭和53年12月 1日付け建設省通交発第96号建設省道路局長通達)別添2 ｢特殊車両の通行に関する指導取
締要領｣ による。

指導警告 :措置命令の必要がない程度力嘩至微である場合に、文書をもって再発防止等を指導警告すること。
措置命令:違反車両に対し、車両構造の"部取り外し又は積載貨物の分割による重量、寸法の軽減措置、通行の中止、通行条件の遵守等を文書をもって命令する

こと。
(4)日本道路公団の違反車両台数には、口頭による指導警告台数 (高速自動車国道 :5,035台、一般有料道路 :347台)は含まない。
(5)首都高速道路公団の違反車両台数には、口頭による指導警告 :8,922件及び料金所における簡易な指導警告昇,038件は含まない。
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表5 違反車両の違反状況 (平成15年度実績)
違反区分 許 可 な し (体) 許 可 あ り けり
祇f式超過 e e @ ◎ e e e e e e

道路椚者 盪讓 = ◎ @ 計 @
@ $ @ 毎 $ ◎ $ ◎ $ ◎ @ .ゞ十

イなりr

その他違反 一 の ◎ @ 簿 ◎ @ ◎ @
日本道路公明疵速n動鯛h随} 2,495 5。7鍋 2.096 10.335 277 8 28 75 5 4 7 0 62 21 l9 1 2S 1 0 536 10,S71
本 州四 国連 絡 橋 公 明 43 296 3 342 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 8 0 0 0 0 14 356

首都 高 速 道 路 公 団 119 345 54 518 6 1 7 3 12 0 16 12 2 28 4 1$ 0 0 0 276 794

遺韶阪 神 高 速 道 路 公 国 斡5 1,254 121 M 80 63 7 5 3 13 0 0 4 5 90 4 27 2 0 l 224 L 7鍋

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
小 計 252 1‐636 175 2･063 69 8 12 6 25 0 16 16 9 118 8 }一 0 503 2‐566

局 中 国 地 方 整 備 周 1 94 34 129 30 4 2 11 0 2 2 O S o l o 6 6 44 116 245　　　　す 四 国 地 方 整 備 局 1 4 11 l6 l 2 0 4 0 3 0 0 0 0 1 1 0 2 9 23 39
九 州 地 方 整 備 局 u 178 75 2鶴 47 11 0 l5 0 3 1 3 5 2 5 0 29 3 144 268 532
沖 縄 総 合 事 務 局 0 1 ◇ 3 0 0 0 o o o o o o o o o o o 5 5 8

小 計 90 570 366 1,o26 349 85 35 LO1 5 52 10 12 4o 10 25 12 143 55 367 上301 2,327
都 道 府 1 7 1 9 o o o o o o o o o 3 o o 14 1 20 29
指 定 =ゞ 0 0 1 l o o o o o o o o o o o o 1 0 0 1 2
市 町 村 6 0 0 6 0 o o o o o o o o o o o o o o o 6

賑中 本 道 路 公 測 97 460 39o 947 o o o o o o o o o o o 0 0 0 5 952

路行 地 方 道 路 公 社 o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o O

Jr 2,9叙 8.713 3,032 147 29 695 1ol 75 182 35 56 33 28 u l 158 60 225 189 375 2.380 17,109

注(1)違反内容の区分については、以下のとおり。
①無許可 :道路法第47条の2第1項に基づく特殊車両通行許可を有しない場合。
○重量超過‐車両総堕量、軸重、隣接軸車及び一輪荷重について車両制限令第3条に規定する限度を超えて道路を通行テしていた場合。
○寸法超過一幅、高さ及び長さについて車両制限令第3条に規定する限度を超えて道路を通行していた場合。

②許可有り :何らかの特殊車両通行許可を有する場合。
0経路違反-許可証と通行経路が異なる場合。
○積荷違反-許可証の積載貨物と積荷が異なる場合。
○重量超過-許可証の許可重量 (総重量、軸重等)を超える場合。
○寸法超過-許可証の許可寸法 (幅、高さ及び長さ)を超える場合。
0条件違反-条件書の許可条件 (徐行条件、時間制限等)に違反した場合。
0その他 -その他の許可証及び条件書の記載内容違反、許可証不携帯等。

(2) 1台の車両に複数の違反内容が該当する場合は、各々 1件として計上している。



軸
重
計
等
の
重
量
測
定
機
器
の
設
置
を
行
っ
て
い

る
。機

器
の
設
置
状
況
は
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道

に
比
較
し
て
高
速
自
動
車
国
道
で
よ
り
進
ん
で
い
る

(表
6
参
照
)。

②
路
上
放
置
車
両
の
処
理
に
つ
い
て

近
年
、
廃
棄
車
両
の
処
理
費
用
の
高
騰
等
に
よ
り
、
道

路
上
に
放
置
さ
れ
一
般
交
通
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
車
両

(路
上
放
置
車
両
)
が
増
加
し
て
お
り
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
の
路
上
放
置
車
両
発
見
台
数
は
全
体
で

約
三
万
六
、
0
0
0
台
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
三
0
%
以

上
が
指
定
市
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
市
町
村
道

の
五
0
%
以
上
が
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
圏
に
お
け
る
も

の
で
あ
り
、
特
に
特
に
大
都
市
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る

(表
7
参
照
)。

道
路
管
理
者
は
警
察
と
協
力
し
つ
つ
そ
の
排
除
に
努
め

て
い
る
も
の
の
、
所
有
者
の
確
認
が
困
難
な
場
合
が
多
い

た
め
道
路
管
理
者
自
ら
で
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
路
上
放
置
を
助
長
す
る
と
い
う
悪

循
環
が
生
じ
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
、
今
回
の
調
査
時

点
に
お
い
て
も
路
上
放
置
車
両
総
数
の
約
一
九
%
が
未
処

理
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
一
七
年
一
月
一
日

か
ら
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
も
含

め
、
道
路
管
理
者
と
し
て
は
今
後
と
も
他
機
関
と
の
連
携

を
緊
密
に
し
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
必
要
性
が
高
い
こ

表 6 取締り機器 (定置式) の設置状況 (平成16年 4月 1日現在)

道
莉諭逕器

軍 車 計 軸 重 輪 荷 重 計 車 高 計
箇 所 数 全 基 数

(カメラ付 き )
箇 所 数 全 基 数

(カメラ付 き )
箇 所 数 全 基 数

(カメラ付 き )
箇 所 数 全 基 数

(カメラ付 き )

高速自動車国道 榔 “⑧
689

“◎
AV 0⑧

鱗 ㈱⑧本州四国連絡道路
AV 0③

芻

“◎
ハV 0◎

“

“◎都市高速道路
ハリ 0⑧

261

“繊
り乙 “◎

細 “⑨
一
般

指定区間内

国
道 指定区間外

都道府県道
M ?O “◎

nY 0⑧
nY 0◎市 町 村 造

ハ“V 0⑤
nv 0◎

nu 。⑨
ハV 0◎T

般
有

日本道路公団

料
道
路

地方道路公社

計
347

“㈱
硼 跨鰡

翁U “⑭
賊 鰡の注(-)管理を警察等他機関に委託しているものを含め、道路管理者が所有するものを計上している。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

の
総
の
の
い
っ
教
い
に

次
両
つ
つ
つ
あ
複
て
)

は
車

-
…
に
で
に
し

セ

頻
:

%
.数
点
等
上
(

一丁道

　
　
　
　
　

(

(

(
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①同一地点であっても、上下線それぞれに設置している場合は、 2箇所
②料金所等に複数のブースがあり、各々 に機器が設置してある場合は、全体で1箇所
として計上している。
基数欄の ( )には、違反取締り用カメラを有するものを内数で示す。

:車両総重量を一度に計測する装置
:一つの車軸の荷重を計測する装置
:…つの車輪の荷重を計測する装置
刻こついては、
点であっても、上下線それぞれに設置している場合は、 2箇所



表 7 路上放置車両の処理実績 (平成15年度実績)

道路管理者 放置車両
発見台数

放 置 車 両 処 理 台 数

未処理所 有 者
撤去台数

道路管理者撤去台数 清掃当局
撤去台数

警 察
撤去台数 計

廃棄物 違法放置物件

日本道路公団
377

( 247 )

145

( 43 )

50

( 21 )

4 1

( 14 )

0

( 0 )

2

( 0 )

238

( 78 )

139

( 169 )

本州四国
連絡橋公団

1

( 0 )

1

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

1

( 0 )

0

( 0 )

都市高速
道路公団等

232

( 8 )

195

( 0 )

2

( 0 )

12

( 8 )

0

( 0 )

23

( 0 )

232

( 8 )

0

( 0 )

地方整備局等
637

( 20 1 )

139

( 66 )

165

( 67 )

45

( 14 )

1

( 0 )

15

( 0 )

365

( 147 )

272

( 54 )

都道府県
1,376

( L 035 )

310

( 740 )

383

( 126 )

366

( 63 )

6

( 2 )

l1

( 0 )

1,076

( 931 )

300

( 104 )

指定市
10 ,278

( 1,391 )

3,13 1

( l23 )

3,304

( 183 )

2,680

( 3 )

945

( 20 )

42

( 23 )

lo ,102

( 352 )

176

( 1,039 )

市町村
16 ,362

( 4,244 )

5,44 1

( 1,057 )

5,10 1

( 1,307 )

2,049

( 175 )

580

( 111 )

207

( 15 )

13 ,378

( 2,665 )

2,984

( 1,579 )

地方道路公社
23

( 2 )

22

( 0 )

0

( l )

0

( 0 )

0

( 0 )

0

( 0 )

22

( 1 )

1

( 1 )

計

H 15分 29,286 9 ,384 9 ,005 5議93 1,532 300 25,4 14 3 ,872

繰越分 ( 7,128 ) ( 2,029 ) ( 1,705 ) ( 277 ) ( 133 ) ( 38 ) ( 4よ82 ) ( 2,946 )

合計 36,4 14 11,4 13 10,7 10 5,470 1,665 338 29 ,596 6 ,8 18

注(1)ここでいう ｢車両｣ には、自転車等の ｢軽車両｣ は含まない。
(2)発見台数には、道路管理者がパトロール時等に自ら発見した場合のほか、通報を受けた結果発見した場合も含む。
(3)所有者撤去台数には、所有者が判明し、道路管理者が所有者に撤去させたものを計上している。
(4)道路管理者撤去台数には、道路管理者が費用を負担して (路上放棄車処理協力会から寄付を受けた場合も含む。)、
して撤去した台数を計上している。

(5)清掃当局撤去台数には、道路管理者が清掃当局に連絡して処理を任せたものを計上している。

自ら又は回収業者に依頼

(6)警察撤去台数には、道路管理者が警察に連絡し、刑事事件にかかわる可能性などから警察が撤去する旨回答を得たものを計上している。
(7)上段は当該年度分。下段括弧書きは、前年度以前からの繰越分。ただし、繰越分が把握できない管理者分は計上していない。
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と
を
示
し
て
い
る
。

霊

お
わ
り
に

我
が
国
は
、
国
土
の
四
分
の
三
が
山
地
で
あ
り
、
か
つ
、

豪
雨
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
易
い
条

件
の
下
に
あ
る
。
こ
う
し
た
自
然
条
件
の
下
で
、
道
路
管

理
者
は
道
路
を
良
好
に
保
ち
、
道
路
交
通
の
安
全
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
は
豪

雨
等
の
自
然
現
象
に
よ
り
災
害
の
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
箇

所
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
常
に
異
常
の
有
無
を
把
握
し
、
異
常
が
認
め

ら
れ
た
場
合
は
速
や
か
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
状
況
を
的
確
に
把
握

し
て
対
処
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
、
情

報
収
集

･
提
供
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
道
路
管
理
者
は
道
路
構
造
の
保
全
、
交
通
の

危
険
防
止
の
た
め
、
道
路
法
に
違
反
し
て
い
る
車
両
の
指

導
取
締
り
を
実
施
し
て
い
る
が
、
近
年
物
流
の
効
率
化
と

い
う
観
点
か
ら
、
車
両
の
大
型
化
が
進
展
し
て
お
り
、
そ

れ
に
伴
い
違
反
車
両
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
今
後
、
指
導
取
締
り
体
制
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果

的
に
違
反
車
両
数
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

近
年
、
道
路
利
用
者
の
道
路
交
通
情
報
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
は
ま
す
ま
す
高
度
化
、
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
従
来

の
道
路
交
通
情
報
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
度

化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
道
路
管
理
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
検

討
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
全
国
の
道
路
管
理
者
に
本

調
査
結
果
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
本
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
国
の
担
当
者

に
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
、
本
稿

を
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。



〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
五
年
三
一月
一
六
日

大
津
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(確
定
)

は
じ
め
に

本
件
は
、
原
告
の
従
業
員
が
原
告
所
有
の
ト
ラ
ッ
ク

(以
下

｢本
件
車
両
｣
と
い
う
。)
を
運
転
し
て
走
行
中
、

大
津
市
管
理
の
市
道
の
ト
ン
ネ
ル

(以
下

｢本
件
ト
ン
ネ

ル
｣
と
い
う
。)
の
天
井
に
本
件
車
両
が
接
触
し
て
車
両

が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
、
原
告
が
被
っ
た
と
す
る
損
害

の
賠
償
を
国
家
賠
償
法
第
二
条
に
基
づ
き
損
害
賠
償
請
求

を
し
た
も
の
で
あ
る
金
謂
求
額
七
一
六
万
九
、四
〇
八
円
)。

(前
提
と
な
る
事
実
)

①

原
告
は
、
引
越
荷
役
事
業
及
び
作
業
請
負
、
梱
包
事

業
等
を
業
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
を
所

有
し
て
い
た
。

②
原
告
の
従
業
員
で
原
告
所
属
の
運
転
手

(以
下

｢運

転
手
｣
と
い
う
。)
は
、
本
件
車
両
に
顧
客
の
荷
物
を

積
載
し
て
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
内
に
進
入
し
、
出
口
付
近

で
本
件
ト
ン
ネ
ル
天
井
に
本
件
車
両
を
接
触
し
た

(以

下
上
記
事
故
を

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。)。

=
主
惣
争
点

入
口
付
近
よ
り
出
口
付
近
の
高
さ
が
低
い
ト
ン
ネ
ル
に

お
い
て
、
通
過
し
よ
う
と
す
る
車
両
の
運
転
手
が
安
全
に

ト
ン
ネ
ル
内
を
通
過
で
き
る
よ
う
に
高
さ
制
限
が
あ
る
こ

と
を
道
路
管
理
者
が
明
示
し
、
車
両
の
通
行
を
禁
ず
る
な

ど
の
措
置
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
に

車
両
を
接
触
さ
せ
た
運
転
手
に
対
し
て
事
故
に
つ
い
て
の

過
失
が
認
め
ら
れ
る
か
。

1

本
件
事
故
に
つ
い
て
の
被
告
の
責
任
と
原
告
の
過

失
に
つ
い
て

(争
点
1
)

の

原
告
の
主
張

ア

本
件
事
故
当
時
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
に

は
注
意
を
促
す
よ
う
な
標
識
は
な
く
、
本
件
車

両
の
車
高
は
三
･
三
メ
ー
ト
ル
で
、
本
件
ト
ン

ネ
ル
の
入
口
は
四

･
二
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
運
転
手
は
、
目
視
に
よ
り
進

入
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
に

進
入
し
た
と
こ
ろ
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
は
出
口
で

は
三
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
し
か
な
か

っ
た
た
め
、

本
件
車
両
は
出
口
付
近
で
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の

天
井
に
接
触
し
立
ち
往
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

イ

本
件
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
、
入
口
と
出
口
の

高
さ
が

一
定
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
被
告
は
、

安
全
に
車
両
が
ト
ン
ネ
ル
内
を
通
過
で
き
る
よ

ト
ン
ネ
ル
の
天
瓣
に
草
繭
を
飜
鴛
さ
せ
た
運
喩
弁
に
対
し
て

事
讓
に
つ
い
て
の
過
失
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
大
津
市
道
損
害
賠
償
請
求
事
件
l

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



う
、
高
さ
制
限
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
三
メ
ー

ネ
ル
の
入
口
に
は
、
｢け
た
下
高
三
･
O
M
｣
の

ト
ル
を
超
え
る
車
高
を
有
す
る
車
両
の
通
行
を
禁

標
示
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
運
転
手
は
、
進
入
こ

ず
る
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
の
に

(な
お
、
本

件
事
故
後
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
に

｢け
た
下

制
限
高
三
.
O
M
｣と
の
標
示
が
設
け
ら
れ
た
。)、

こ
れ
を
怠
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
に
は
道
路

の
設
置
及
び
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
。

ウ

ト
ン
ネ
ル
入
口
に
何
ら
注
意
が
促
さ
れ
て
い
な

い
場
合
、
入
口
と
出
口
で
高
低
差
が
あ
る
と
判
断

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
皆
無
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
進

入
す
る
こ
と
に
過
失
は
な
い
。道
路
交
通
法
上
も
、

ト
ン
ネ
ル
を
進
入
す
る
際
の
一
旦
停
止
義
務
を
認

め
て
い
な
い
。
本
件
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
そ

の
途
中
で
坂
道
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
判

別
で
き
な
い
。
ま
た
、
途
中
で
出
ら
れ
な
い
よ
う

な
ト
ン
ネ
ル
で
あ
れ
ば
、
そ
の
入
口
に
高
さ
制
限

に
つ
い
て
の
看
板
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
運
転
手
は
、
高
さ
制
限
の
看
板
が
な
け
れ
ば
、

入
口
と
出
口
と
の
間
に
高
低
差
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
車
両
の
通
行
が
不
可
能
な
ト
ン
ネ
ル

だ
と
は
認
識
し
な
い
。
さ
ら
に
、
運
転
手
は
、
引

越
荷
物
を
搬
送
し
て
お
り
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
が
横

幅
の
狭
い
ト
ン
ネ
ル
で
あ
っ
た
か
ら
、
徐
行
し
て

い
た
。

②

被
告
の
主
張

ア

本
件
事
故
当
時
、
原
告
が
進
入
し
た
本
件
ト
ン

標
示
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
運
転
手
は
、
進
入
に

際
し
て
十
分
余
裕
の
あ
る
高
さ
を
有
し
て
い
な
い

こ
と
は
目
視
に
よ
り
判
断
し
得
た
の
で
あ
り
、
ま

た
、
前
方
の
出
口
へ
抜
け
る
に
際
し
て
前
方
を
目

祝
し
て
い
れ
ば
、
道
路
が
上
方
に
傾
斜
し
、
一
方

上
部
は
並
行
で
あ
り
、
自
ず
と
出
口
付
近
の
高
さ

が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
十
分
認
識
し
得
る
状

況
に
あ
っ
た
。

イ

本
件
事
故
当
時
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
周
辺
部
分

が
工
事
中
で
あ
っ
た
の
で
、
｢最
徐
行
｣
の
看
板

が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
徐
行
運
転
で
の
注
意
が
促

さ
れ
て
い
た
か
ら
、
本
件
車
両
が
徐
行
に
よ
り
、

進
行
し
て
お
れ
ば
、
途
中
の
高
低
差
に
気
付
き
、

接
触
事
故
は
回
避
し
得
た
。

ウ

し
た
が
っ
て
、入
口
の
高
さ
に
余
裕
が
あ
っ
て
、

本
件
ト
ン
ネ
ル
に
進
入
し
た
と
し
て
も
、
運
転
に

お
い
て
、
慎
重
を
期
し
て
徐
行
す
る
な
ど
し
て
、

天
井
の
高
さ
に
注
意
を
払
っ
て
お
れ
ば
、
途
中
、

車
高
と
の
関
係
で
、
天
井
部
分
が
接
触
す
る
可
能

性
を
予
期
す
る
こ
と
は
十
分
で
き
た
。し
か
る
に
、

運
転
手
は
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
の
高
さ
が
進

入
可
能
な
高
さ
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
口

も
同
様
の
高
さ
を
有
す
る
も
の
と
判
断
し
、
徐
行

す
る
こ
と
な
く
、
相
当
の
速
度
で
進
行
し
て
、
目

車
の
上
部
を
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
に
接
触
さ
せ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
運
転
手
に
は
、
本
件
ト
ン
ネ

ル
の
入
口
の
高
さ
と
同
等
の
高
さ
が
続
い
て
い
る

と
軽
信
し
た
過
失
が
存
し
、
そ
の
割
合
は
三
〇
パ

ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。

2

本
件
事
故
に
よ
っ
て
原
告
の
被
っ
た
被
害
に
つ
い
て

ー
他
の
争
点
ー

(争
点
2
)

燭
原
告
の
主
な
主
張

本
件
事
故
に
よ
っ
て
、
原
告
は
、
下
記
の
と
お
り
の
損

害
を
被
っ
た
。

ア

修
理
代

一
六
五
万
六
、
0
0
0
円

本
件
事
故
に
よ
り
、
本
件
車
両
の
コ
ン
テ
ナ
部

分
に
損
傷
が
生
じ
た
が
、
車
体
部
分
に
は
損
傷
は

な
か
っ
た
の
で
、
全
損
の
状
態
で
は
な
い
。
原
告

は
、
本
件
車
両
全
体
を
廃
棄
処
分
し
て
新
車
を
購

入
す
る
よ
り
、
コ
ン
テ
ナ
部
分
を
積
み
換
え
る
方

が
安
上
が
り
で
あ
る
か
ら
、
本
訴
に
お
い
て
、
修

理
代
金
を
損
害
と
し
て
、
請
求
す
る
。
損
害
賠
償

は
原
状
を
回
復
す
る
こ
と
が
本
来
の
目
的
で
あ
っ

て
、
本
件
車
両
の
コ
ン
テ
ナ
部
分
に
つ
い
て
は
、

中
古
市
場
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
場
が
形
成

さ
れ
て
い
る
中
古
車
の
よ
う
に
再
調
達
で
き
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
原
状
回
復
と
し
て
は
、
修
理
費

を
補
填
す
る
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
。

イ

休
車
代

五
三
一
万
三
、
四
〇
八
円

本
件
事
故
直
前
三
カ
月
間
の
当
該
支
社
の
売
上
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平
均
か
ら
経
費
を
控
除
し
た
金
額
を
、
当
該
支
社

の
ト
ラ
ッ
ク
保
有
台
数
分
で
割
り
出
し
、
一
日
の

営
業
利
益
を
算
出
し
、
こ
れ
に
休
業
日
数
を
乗
じ

た
も
の
。

②

被
告
の
主
な
主
張

ア

修
理
代
に
つ
い
て

本
件
車
両
の
損
傷
部
分
は
、
車
両
上
部
の
箱
部

分
で
、
こ
の
新
品
価
格
は
二
七
〇
万
円
で
あ
る
と

こ
ろ
、
法
定
減
価
償
却
残
存
率
換
算
表
の
法
定
耐

用
年
数
一
〇
年
を
採
用
し
、
経
過
年
数
八
年
=

月
で
み
る
と
、
損
傷
コ
ン
テ
ナ
の
時
価
額
は
、
三

四
万
五
、
六
〇
〇
円
と
な
る
。
交
通
事
故
に
よ
る

損
傷
の
賠
償
額
評
価
と
し
て
は
、
修
理
費
が
時
価

額
を
超
え
る
部
分
に
は
、
時
価
額
が
当
該
交
通
事

故
に
よ
る
損
害
額
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
を
全
損
と

し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。
本
件
に
お
い
て
、
例
外

を
認
め
る
特
段
の
事
情
は
存
し
な
い
。

イ

休
車
代
に
つ
い
て

本
件
車
両
の
損
害
が
全
損
で
あ
る
か
ら
、
体
車

損
害
は
発
生
し
な
い
。
本
件
事
故
に
よ
り
、
原
告

に
は
減
収
が
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
休
車

損
は
発
生
し
て
い
な
い
。
な
お
、
本
件
車
両
の
稼

働
率
に
つ
い
て
の
主
張
立
証
は
な
い
。

仮
に
、
数
日
分
の
休
車
損
害
が
認
定
さ
れ
る
と

し
て
も
、
一
日
五
万
五
、
三
四
八
円
は
過
大
に
過

ぎ
る
。
三
カ
月
平
均
の
当
該
支
社
の
営
業
利
益
を

保
有
台
数
で
割
る
と
、
一
台
当
た
り
一
九
万
七
、

○
六
〇
円
の
営
業
利
益
と
な
り
、
そ
の
他
の
売
上

を
加
え
た
と
し
て
も
、
休
車
損
害
は
、
一
日
当
た

り
六
、
五
六
九
円
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。

三

朝
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

1

主
文

被
告
は
、
原
告
に
対
し
、
二
七
二
万
八
、
四
五
四
円
及

び
こ
れ
に
対
す
る
訴
状
到
達
翌
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
年

五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

2

判
断
の
ポ
イ
ン
ト

=

本
件
事
故
に
つ
い
て
の
被
告
の
責
任
と
原
告
の
過
失

に
つ
い
て

(争
点
1
)

ア

本
件
ト
ン
ネ
ル
は
、
被
告
の
管
理
す
る
市
道
の

ト
ン
ネ
ル
で
、本
件
車
両
の
進
行
方
向
か
ら
見
て
、

上
り
勾
配
と
な
っ
て
お
り
、
入
口
付
近
の
高
さ
は

四

･
二

一
メ
ー
ト
ル
、
出
口
付
近
の
高
さ
は
三

･

0
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
本
件
事
故
当
時
、
本
件

ト
ン
ネ
ル
の
入
口
付
近
に
は

｢け
た
下
制
限
｣
に

つ
い
て
の
標
識
等
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
件

事
故
後
に
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
付
近
に

｢け

た
下
制
限
高
三
,
O
M
｣
と
の
標
示
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。

イ

運
転
手
は
、
本
件
車
両
に
顧
客
の
荷
物
を
積
載

し
、
被
告
の
管
理
す
る
市
道
を
走
行
し
、
本
件
ト

ン
ネ
ル
に
差
し
か
か
っ
た
。
運
転
手
は
、
本
件
事

故
当
時
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
に
は
注
意
を
促

す
よ
う
な
標
識
は
な
く
、
入
口
の
高
さ
は
四
･
二

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
あ
り
、
他
方
、
本
件
車
両
の

車
高
は
三

･
三
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

目
視
に
よ
り
進
入
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
本
件

ト
ン
ネ
ル
に
進
入
し
た
。
し
か
し
、
本
件
ト
ン
ネ

ル
が
、
上
記
ア
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、

出
口
付
近
で
、
本
件
車
両
が
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
天

井
に
接
触
し
、
本
件
車
両
の
コ
ン
テ
ナ
部
分
に
損

傷
が
生
じ
た
。

ウ

被
告
は
、
管
理
す
る
道
路
で
あ
る
本
件
ト
ン
ネ

ル
が
上
り
勾
配
と
な
っ
て
い
て
、
入
口
付
近
よ
り

出
口
付
近
の
高
さ
が
低
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件

ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
よ
う
と
す
る
車
両
の
運
転
手

が
安
全
に
ト
ン
ネ
ル
内
を
通
過
で
き
る
よ
う
に
高

さ
制
限
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
三
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
車
高
を
有
す
る
車
両
の
通
行
を
禁
ず
る
な

ど
の
措
置
を
講
ず
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
怠
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
道
路
の
設
置
及
び
管
理
に
瑕
疵

が
あ
っ
た
と
い
う
の
が
相
当
で
あ
り
、
国
家
賠
償

法
二
条
一
項
に
よ
る
責
任
が
あ
る
。

エ

運
転
手
に
お
い
て
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
を
出
口
へ

抜
け
る
に
際
し
て
前
方
を
目
視
し
て
い
れ
ば
、
道

路
が
上
方
に
傾
斜
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
上
部

は
並
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
ず
と
出
口
付
近
の

道イテセ 2005,8 5 7



高
さ
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
十
分
認
識
し
得

る
状
況
に
あ
っ
た
と
は
認
め
難
い
。
ま
た
、
本
件

事
故
当
時
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
付
近
に
は
、

そ
の
周
辺
部
分
が
工
事
中
で
あ
っ
た
の
で
、
｢最

徐
行
｣
の
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、本
件
ト
ン
ネ
ル
に
進
入
し
、

出
口
付
近
が
低
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
本
件
車
両

の
コ
ン
テ
ナ
部
分
を
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
に
接

触
さ
せ
た
本
件
車
両
の
運
転
手
に
本
件
事
故
に
つ

い
て
の
過
失
が
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
は
相
当

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
事
故
に
つ
い
て

運
転
手
に
も
過
失
が
あ
っ
た
と
し
て
、
本
件
事
故

に
よ
っ
て
原
告
の
被
っ
た
被
害
に
つ
い
て
過
失
相

殺
を
い
う
被
告
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。

2

原
告
の
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て

(争
点
2
)

㈲

修
理
代
に
つ
い
て

①
本
件
事
故
に
よ
り
、
本
件
車
両
は
コ
ン
テ
ナ
部
分
が

損
傷
し
た
が
、
車
体
部
分
に
は
損
傷
は
な
く
、
原
告
に
お

い
て
車
検
を
済
ま
せ
て
い
る
こ
と
、
②
損
傷
し
た
コ
ン
テ

ナ
部
分
を
修
理
す
る
に
は
、
一
六
五
万
六
、
0
0
0
円
を

要
す
る
こ
と
、
③
上
記
修
理
は
損
傷
し
た
コ
ン
テ
ナ
部
分

を
取
り
替
え
る
こ
と
を
主
た
る
内
容
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
④
本
件
車
両
は
購
入
後
約
九
年
三

月
経
過
し
て
い

る
こ
と
、
⑤
損
害
保
険
会
社
の
担
当
者
の
調
査
結
果
に
よ

れ
ば
、
法
定
減
価
償
却
残
存
率
換
算
表
に
よ
る
残
存
率
を

適
用
し
て
、
本
件
車
両
の
時
価
は
、
コ
ン
テ
ナ
部
分
が
三

八
万
四
、
0
O
0
円
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
⑥
中
古
車
と

異
な
り
、
コ
ン
テ
ナ
部
分
に
つ
い
て
は
、
中
古
車
市
場
の

よ
う
な
市
場
は
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
種
同
等
の
物
を

入
手
し
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
、以
上
に
加
え
て
、

不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
は
本
来
事
故
前
の
現
状
を
回

復
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
れ
ば
、
コ
ン
テ

ナ
部
分
の
取
り
換
え
を
前
提
と
し
た
修
理
費
全
部
を
本
件

事
故
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
と
し
て
被
告
に
負
担

さ
せ
る
こ
と
は
約
九
年
=

月
間
使
用
し
た
こ
と
に
よ
る

コ
ン
テ
ナ
部
分
の
価
値
の
減
価
分
に
つ
い
て
ま
で
被
告
に

負
担
さ
せ
る
結
果
に
な
る
か
ら
相
当
で
は
な
く
、
他
方
、

本
件
事
故
時
の
時
価
を
も
っ
て
損
害
と
す
る
こ
と
は
中
古

車
の
よ
う
に
同
種
同
等
の
も
の
を
入
手
で
き
る
状
況
に
な

い
原
告
を
し
て
原
状
回
復
を
原
則
と
す
る
不
法
行
為
の
法

意
に
照
ら
し
て
相
当
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
本
件
に
お
い

て
は
、
上
記
説
示
に
加
え
て
諸
般
の
事
情
を
も
鑑
み
、
本

件
事
故
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
修
理
費
相
当
の
損
害
と

し
て
被
告
に
お
い
て
負
担
す
べ
き
損
害
は
、
上
記
修
理
見

積
費
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
八
二
万
八
、
0
0
0
円
を

も
っ
て
相
当
と
認
め
る
。

②

休
車
代
に
つ
い
て

当
該
支
社
で
は
、
本
件
事
故
に
よ
り
本
件
車
両
が
損
傷

し
て
稼
働
し
得
な
か
っ
た
た
め
、
前
年
度
に
比
較
し
て
、

売
上
が
一
カ
月
平
均
六
四
六
万
円
、
営
業
利
益
が
一
ヵ
月

平
均
一
七
一
万
六
、
0
0
0
円
減
少
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

う
ち
、本
件
事
故
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
と
し
て
、

被
告
に
お
い
て
負
担
す
べ
き
休
車
代
は
、
一
六
六
万
四
五

四
円
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
な
お
、
本
件
車
両
の

損
傷
箇
所
、
修
理
内
容
等
に
鑑
み
、
休
車
期
間
と
し
て
は
、

三
〇
日
を
も
っ
て
相
当
と
認
め
る
。
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艦れ鬱◎廳鱗

京
都
市
塞
京
事
務
所

田
中

幸
雄

◆
圧
倒
す
る
名
所
群

京
都
市
は
二
5
0
年
を
超
え
る

悠
久
の
歴
史
に
育
ま
れ
、
国
内
外
か

市
中
に
は
京
都
御
所
、
二
条
城
、
東

方
で
は
清
水
寺
、
南
禅
寺
、
銀
閣
寺
、

西
方
で
は
天
竜
寺
、
渡
月
橋

(嵐

山

･
嵯
峨
野
)
、
南
方
で
は
東
寺
、

北
方
で
は
鞍
馬
寺
、
金
閣
寺
、
等
々

枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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位置図

◆
大
切
な
町
並
み

こ
う
し
た
歴
史
的
建
造
物
が
多
い

の
が
京
都
の
よ
さ
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
の
が

｢情
景
｣

で
す
。
よ
く

｢京
情
緒
｣
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
単
に
、
社
寺
仏
閣
、
名
所

と
い
う
具
体
的
な
も
の
が
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、
町
並
み
と
一
体
化
し
た

雰
囲
気
を
も
醸
し
出
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ

う
に
限
ら
れ
た
空
間
で
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
す
る
よ
う
な
体
験
で
は
決
し
て

味
わ
え
な
い
も
の
で
す
。

｢京
情
緒
｣
を
残
す
界
隈
の
一
つ

と
し
て
袂
園
町
南
側
地
区
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
花
見
小
路
を
中
心
と
し

た
道
路
景
観
整
備
事
業
を
行
い
ま
し

た
。

= 3000 g = 之?o ] 日 中n

ら
年
間
四
、
五
五
〇
万
人
も
の
観
光

客
を
迎
え
る
我
が
国
有
数
の
歴
史
的

都
市
で
す
。
代
表
す
る
名
所
と
し
て

車
をノ
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濁
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花見小路通平面図

◆
花
見
小
路
周
辺
の
特
徴

花
見
小
路

(位
置
図
参
考
)
と
い

う
道
路
は
、
広
く
は
東
山
に
近
く
、

北
は
銀
閣
寺
か
ら
南
は
南
禅
寺
あ
た

り
ま
で
続
く
哲
学
の
道
、
三
条
通
り

を
経
て
青
蓮
院
、
知
恩
院
か
ら
円
山

公
園
、
八
坂
神
社
、
高
台
寺
、
ま
た
、

南
東
側
に
は
清
水
寺
、
産
寧
坂
、
七

条
近
く
に
は
三
十
三
間
堂
と
い
っ
た

文
字
通
り
京
都
を
代
表
と
す
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
に
近
く
、
ま
た
、
鴨
川
を

経
て
西
側
に
は
京
都
市
の
中
心
街
が

広
が
り
、
い
わ
ゆ
る
観
光
軸
と
中
心

軸
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軸
と
な

る
京
阪
四
条
駅
、
阪
急
河
原
町
駅
、

四
条
通
り
に
面
し
て
い
ま
す
。
花
見

小
路
は
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
産
寧
坂
及
び

白
川
沿
い
の
新
橋
地
区
巽
橋
付
近
に

も
近
く
、
京
都
ら
し
い

｢小
路
｣
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
で
き
る
位
置

に
あ
る
と
と
も
に
、
夕
刻
に
は
こ
の

地
域
独
特
の
舞
妓
さ
ん
や
芸
妓
さ
ん

を
見
か
け
る
こ
と
の
出
来
る

｢粋
｣

な
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
貴
重
な
界
隈
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
質
の
高
い
道
路
空
間
へ

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
地
区
外
資

本
に
よ
る
新
た
な
事
業
や
建
物
が
建

ち
始
め
、
地
域
の
環
境
や
景
観
が
変

化
を
見
せ
始
め
る
な
ど
、
地
区
内
の

道
路
施
設
や
電
線
類
が
地
区
特
有
の

品
位
と
伝
統
あ
る
景
観
を
著
し
く
損

な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら

(写
真
1
)、

メ
ノ

ノ
　

　

　　

過
去
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
洗
練

さ
れ
て
き
た
町
並
み
で
あ
る
棋
園
町

全
体
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
都
市
景

観
を
図
る
上
で
、
道
路
を
中
心
と
し

た
質
の
高
い
道
路
空
間
、
修
景
を
形

成
す
る
た
め
、
言
わ
ば
京
都
の
顔
づ

く
り
と
し
て
整
備
し
ま
し
た

(写
真

2
)
0

写真 1 整備前 (電線や電柱が洗練された花見小柱
外

電
疎

や

を
線
観

電
景
(
の

前
必

備
鬮　路

◆
道
路
景
観
整
備
事
業

事
業
年
度
は
平
成
三

年
度
か
ら

一
三
年
度
ま
で
。
事
業
区
間
は
花
見

小
路
通
。
四
条
通
か
ら
建
仁
寺
ま
で

の
延
長
約
三
三
0
m
o

事
業
方
針
と

し
て
、

①

生
活
と
観
光
の
二
面
性
に
配
慮

し
た
空
間
形
成

②

快
適
な
歩
車
共
存
道
の
整
備

③

快
適
な
歩
行
者
空
間
の
整
備

④

町
並
み
と
一
体
と
な
っ
た
紙
園

ら
し
い
景
観
形
成

⑤

災
害
防
止

を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
人
や
車

が
往
来
す
る
道
路
部
分
に
つ
い
て

は
、
そ
の
町
並
み
に
ふ
さ
わ
し
い
デ

写真 2

　
　

　

　

範
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写真3 夕刻には舞妓さんや芸姑さんが行き交う

写真 5 歩行者の安全性を確保するため、歩車道
の舗装に用いる石の大きさを変え、歩車道
のイメージ的な分離を図った。
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脇

案
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く
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デ
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い

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

　
　

、

、
レ

ミ

′

¥

埋
域
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ン

-

面

o
と

　

　

　　
　

　

　
　

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

“

た

内
イ

　　　　 　　 　 　　
　

写真4 照明を兼ねたシンボルサイン

ザ
イ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
、

③

歩
行
者
通
行
の
確
保
、
道
路
標

“

①

歩
車
道
の
舗
装
パ
タ
ー
ン
を
変

識
を
考
慮
し
た
設
置
位
置
間
隔

え
る
こ
と
に
よ
り
、
視
覚
的
、
心

④

空
間
の
雰
囲
気
を
創
出
す
る
設

の

理
的
な
分
離
を
行
う
こ
と
や
、
略

置
位
置
間
隔

セ

地
の
景
観
と
し
て
は
広
す
ぎ
る
空

-丁

⑤

防
犯
の
面
を
考
慮
し
た
も
の

イ道

間
を
狭
く
見
せ
る
路
地
概
念
を
用

と
し
、
整
備
し
た
も
の
で
す

(写
真

い
た
も
の

3
j
6
)
。

②

生
活
空
間
で
あ
る
た
め
、
音
や

振
動
が
発
生
し
な
い
も
の

◆
京
都
の
顔
づ
く
り

③

大
型
観
光
バ
ス
、
乗
用
車
等
の

京
都
市
で
は
二
〇
一
〇
年
ま
で
に

通
行
を
考
慮
し
た
も
の

観
光
客
を
五
、
0
0
0
万
人
ま
で
に

④

産
寧
坂
地
区
、
新
橋
地
区
、
ね

す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

ね
の
道
、
石
塀
小
路
等
と
の
快
適

道
路
景
観
整
備
事
業
が
紙
園
を
中
心

な
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

と
し
た
界
隈
の
観
光
客
増
加
の
牽
引

し
た
も
の

役
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

⑤

歩
道
部
に
つ
い
て
は
歩
き
や
す

り
ま
せ
ん
。

い
、
ま
た
、
車
椅
子
も
通
り
や
す

京
都
を
訪
れ
る
人
は
単
に
、
物

い
も
の

(建
造
物
な
ど
)
だ
け
で
な
く
、
京

⑥

粋

.
い
き

･
通

(偽
り
の
な
い

都
ら
し
さ
を
感
じ
る
中
で
そ
う
し
た

本
物
の
デ
ザ
イ
ン
)

も
の
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で

と
し
、
こ
れ
に
照
明
関
係
の
デ
ザ
イ

し
ょ
う
か
。

ン
と
し
て
、

道
路
を
中
心
と
し
た
質
の
高
い
道

①

紙
園
ら
し
さ
(粋

･
い
き

･
通
)

路
空
間
が
ま
ち
づ
く
り
の
一
端
を
担

を
表
現
し
た
も
の

い
、
文
字
ど
お
り
京
都
の
顔
を
つ
く

②

町
並
み
･
舗
装
の
デ
ザ
イ
ン
と

っ
て
い
る
の
で
す
。

調
和
し
た
も
の



馨れ鬱鰺廳鬘

石
川
の
実
情
に
応
じ
た
み
ち
づ
く
り

◆
は
じ
め
に

道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
読
者
の
皆
さ

ん
。
ま
た
、
と
ん
び
会
の
会
員
の
皆

さ
ん
。
今
回
、
こ
の

｢と
ん
び
の
広

場
｣
へ
の
投
稿
の
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
石
川
県
東
京
事
務
所
の
酒
井

で
す
。

昨
年
度
、
と
ん
び
会
の
現
地
研
修

会
を
石
川
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
五
〇
名
を
超
え
る
と
ん
び
会
員

に
石
川
へ
来
県
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
際
の
研
修
テ
ー
マ
は
、
ま
ち

づ
く
り
が
二
本

(｢
J
R
小
松
駅
周

辺
整
備
事
業
｣
｢輪
島

･
都
市
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
｣
)
、
公
園
整
備
が

･
本

(｢金
沢
城
公
園
整
備
事
業
｣)、
能
登

空
港
整
備
が
一
本
、
そ
し
て
道
路
の

事
例
視
察

(ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
)

が
一
本
と
い
う
内
容
で
し
た
。

石
川
県
東
京
事
務
所

酒
井

史
郎

時
間
的
制
約
が
あ
っ
た
と
は
い
え

｢道
路
｣
に
も
う
少
し
力
を
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ

と
が
心
残
り
で
し
た
。

今
回
、
折
角
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
の
誌
面
を

お
借
り
し
て
、
現
地
研
修
の
続
き
の

つ
も
り
で
本
県
の
道
路
行
政
に
つ
い

て
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
研
修
日
程
で
は
、
能
登
空

港
以
東
へ
は
、
足
を
伸
ば
せ
な
か
っ

た
の
で
、
能
登
半
島
の
先
端
･
珠
洲

市
の
紹
介
も
絡
め
、
本
県
道
路
行
政

の
一
端
を
ご
理
解
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

◆
石
川
の
道
路
整
備
状
況

石
川
県
が
管
理
す
る
道
路
延
長
は

約
二
、
二
〇
〇
如
で
、
こ
の
う
ち
約

三
割
の
六
五
0
m
が
未
整
備
で
あ

り
、
そ
の
多
く
は
山
間
部
な
ど
の
交

通
量
が
比
較
的
少
な
い
路
線
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
路
線
に
お
い
て
も
、
車
同

士
の
す
れ
違
い
が
困
難
な
箇
所
や
、

見
通
し
が
悪
く
対
向
車
を
発
見
し
に

く
い
見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
な
ど
、

安
全
で
安
心
で
き
る
通
行
を
阻
害
す

る
箇
所
が
多
く
存
在
し
、
そ
れ
ら
を

解
消
す
る
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
沿

線
住
民
に
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
近
年
の
財
政
事
情
の
厳

し
さ
と
、
交
通
量
の
少
な
い
道
路
に

多
大
な
事
業
費
と
整
備
期
間
を
要
す

る
こ
と
へ
の
批
判
な
ど
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
二
車
線
道
路
整
備

は
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
を
導
入
し
、
限

ら
れ
た
財
源
の
有
効
な
活
用
と
効
率

的
な
事
業
展
開
に
よ
り
、
住
民
ニ
ー

ズ
を
速
や
か
に
満
た
す
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
石
川
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
道

路
整
備

(
一
･
五
車
線
的
道
路
整

備
)

石
川
県
の
一
･
五
車
線
的
道
路
整

備
は
、
こ
れ
ら
比
較
的
交
通
量
の
少

な
い
道
路
に
お
い
て
、
二
車
線
確
保

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
待
避
所
の
設
置
や

見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
区
間
の
解
消

と
い
っ
た
小
規
模
な
改
良
工
事
を
行

い
、
速
や
か
に
走
行
性
と
安
全
性
の

改
善
を
図
る
整
備
方
法
で
す
。

こ
の
整
備
の
最
大
の
特
徴
は
、
①

沿
線
住
民
の
方
々
で
組
織
す
る

｢み

ち
づ
く
り
協
議
会
｣
を
設
立
し
、
住

民
自
ら
が
整
備
箇
所
の
抽
出
や
整
備

順
位
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ダ

イ
レ
ク
ト
に
住
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
で

き
る
こ
と
で
す
。
ま
た
②
小
規
模
な

整
備
の
た
め
、
二
車
線
整
備
に
比
べ

大
幅
な
コ
ス
ト
縮
減
が
図
れ
る
こ
と
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や
、
③
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
箇
所
を
重
点

的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
早
期
整
備

効
果
を
発
現
で
き
る
こ
と
。
さ
ら
に

④
整
備
を
完
了
し
た
区
間
に
お
い
て

も
、
再
度

｢み
ち
づ
く
り
協
議
会
｣

で
整
備
状
況
を
確
認
し
、
利
用
状
況

を
踏
ま
え
、
必
要
が
あ
れ
ば
追
加
整

備

(ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
)
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

石
川
県
で
は
、
平
成
一
四
年
度
か

ら
導
入
し
た
モ
デ
ル
路
線

(
一
0
路

線
)
を
選
定
し
て
取
組
み
、
平
成
一

五
年
度
に
は
五
路
線
を
追
加
、
平
成

一
六
年
度
に
は
一
五
路
線
加
え
全
面

展
開
し
、
今
年
度
は
更
に
五
路
線
追

加
拡
充
を
行
い
、
現
在
三
五
路
線
で

事
業
展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
住
民
自
ら
が
立
案
し
た

計
画
に
基
づ
き
、
一
･
五
車
線
的
道

路
整
備
を
進
め
て
い
る
珠
洲
市
の
主

要
地
方
道
大
谷
狼
煙
飯
田
線
の
取
組

写真 1 能登国定公園を
走る大谷狼煙飯田

園
飯

公
煙

定
狼
毎

国
谷
本

登
大
日

能
る
と

走
線

写真 2 珠洲の祭り (宝立七七髄1′
[□

　
　

の
8

洲
(

珠
鯖　

2

み
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
珠
洲
市
の
概
要

珠
洲
市

(図
1
、
写
真
1
･
2
)

は
、
日
本
海
に
突
き
出
た
能
登
半
島

の
先
端
に
位
置
す
る
人
口
約
二
万
人

の
地
方
都
市
で
す
。
｢能
登
半
島
国

定
公
園
｣
な
ど
風
光
明
解
な
海
岸
線

や
、
平
時
忠
に
由
来
す
る
平
家
落
人

の
歴
史
的
遺
産
な
ど
、
多
く
の
伝

統
･
文
化
を
持
ち
合
わ
せ
た
地
域
で

す
。
ま
た
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、

キ
リ
コ
や
灯
篭
山
と
呼
ば
れ
る
奉
灯

が
夜
を
徹
し
て
町
中
を
練
り
歩
く
、

勇
壮
華
麗
な
祭
情
景
が
奥
能
登
の
風

物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

も
盛
ん
で
あ
り
、
毎
年
八
月
に
は
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
、
九
月
に
は

自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の

｢
ツ
ー

ル

･
ド

･
の
と
4
0
0
｣
の
コ
ー
ス

と
な
る
な
ど
、
多
く
の
人
々
が
珠
洲

市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

一
人
年
八
月
に
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
の
全
国
大
会
で
あ
る

｢日
本
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
大
会
｣
の
開
催
を
予
定
し
、

よ
り
多
く
の
観
光
･
参
加
者
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

◆
大
谷
狼
煙
飯
田
線
の
道
路
整
備

本
路
線
で
も
他
の
路
線
と
同
様

に
、
狭
縊
区
間
や
線
形
不
良
区
間
で

二
車
線
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

全
線
整
備
完
了
に
は
多
大
な
費
用
と

時
間
を
要
す
る
こ
と
や
、
近
年
の
厳

し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
出
会
い

頭
や
鉢
合
わ
せ
事
故
な
ど
に
対
す
る

不
安
を
早
期
に
費
用
を
抑
え
て
解
消

す
る
た
め
、
平
成

一
四
年
度
か
ら

一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
を
導
入
し

整
備
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

石
川
県
の
一
･
五
車
線
的
道
路
整

備
の
特
徴
で
あ
る

｢み
ち
づ
く
り
協

議
会
｣
(写
真
3
)
は
、
沿
線
の
地

区
役
員
、
青
年
団
や
婦
人
会
の
代
表

な
ど
で
設
立
し
て
い
ま
す
。
み
ち
づ

く
り
協
議
会
で
は
、
実
際
に
現
地
の

踏
査
を
行
い
な
が
ら
、
整
備
箇
所
の

選
定
や
整
備
優
先
順
位
の
策
定
な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
協
議
が
重
ね
ら

れ
、
常
日
頃
、
道
路
を
利
用
さ
れ
る

方
々
の
視
点
で
不
安
に
感
じ
て
い
る

箇
所
や
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
箇
所
に
つ
い
て
、
三
三
ヵ
所
の
待
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写真3 みちづくり協議会の様子

避
所
設
置
や
突
角
剪
除
改
良
の
整
備

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
一
五
年
度
に
は
こ
の
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
優
先
順
位
の
高
い
箇

所
で
用
地
の
協
力
が
得
ら
れ
た
七
ヵ

所
か
ら
待
避
所
等
の
整
備
を
実
施
完

了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
幅
員

が
狭
い
箇
所
で
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
が
す
れ
違
う
場
合
、
ど
ち
ら
か
が

道
路
を
は
み
出
し
、
道
を
譲
る
か
、

も
し
く
は
幅
員
が
広
い
地
点
ま
で
後

退
す
る
こ
と
で
す
れ
違
っ
て
い
た
こ

と
が
、
見
通
し
の
利
く
位
置
で
す
れ

違
い
が
出
来
る
ス
ペ
ー
ス
(待
避
所
)

(写
真
4
･
5
)
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
安
心
し
て
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
改
善
に
よ
り
早
期
整
備

効
果
の
発
現
が
実
証
さ
れ
、
一
･
五

車
線
的
道
路
整
備
に
対
す
る
理
解
が

深
ま
り
、
続
く
整
備
の
促
進
に
期
待

が
高
ま
り
、
平
成
一
六
年
度
は
七
ヵ

所
が
完
了
し
、
平
成
一
七
年
度
に
は

残
り
一
九
ヵ
所
を
整
備
し
事
業
完
了

の
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
一
八
年
八
月
の
日
本
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
大
会
で
は
、
約
二
万
二
、
0

0
0
人
の
参
加
を
予
定
し
、
大
谷
狼

煙
飯
田
線
沿
線
で
メ
イ
ン
会
場
と
場

内
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ま
た
場
外
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
る
計
画
で
す
。

一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
が
な
さ
れ

た
大
谷
狼
煙
飯
田
線
が
、
メ
イ
ン
会

場
と
場
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
会
場
を
結
ぶ

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
と
し
、
日
本
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
大
会
の
成
功
に
向
け
一
役

買
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

◆
お
わ
り
に

大
谷
狼
煙
飯
田
線
は
、
能
登
半
島

先
端
の
海
岸
を
沿
う
よ
う
に
能
登
半

島
国
定
公
園
の
中
を
走
る
。
ま
さ
に

日
本
海
を
間
近
で
感
じ
る
事
が
出
来

る
観
光
道
路
で
あ
る
と
と
も
に
、

人
々
の
暮
ら
し
に
直
結
し
た
生
活
道

路
で
も
あ
り
ま
す
。

一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
に
よ

り
、
大
型
の
観
光
バ
ス
が
ス
ム
ー
ズ

に
走
行
で
き
る
環
境
を
整
え
、ま
た
、

自
然
や
歴
史
に
惹
か
れ
、
珠
洲
市
を

訪
れ
る
人
々
に
と
っ
て
憩
い
の
ひ
と

と
き
を
提
供
で
き
る

｢
み
ち
｣
、

人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
提
供
で
き
る

｢み
ち
｣
と
し
て
、
能
登
の
交
流
人

口
拡
大
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
引
き
続
き
地
域
に
密
着

し
た
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
か
ら
珠
洲
市
へ
は
、

羽
田
空
港
か
ら
能
登
空
港
へ
約
一
時

間
、
能
登
空
港
か
ら
車
で
約
四
〇
分

と
時
間
距
離
が
大
変
短
く
な
っ
て
い

ま
す
。
是
非
、
能
登
の
自
然
や
祭
な

ど
地
域
風
土
に
密
着
し
た
み
ち
づ
く

り
、
大
谷
狼
煙
飯
田
線
に
足
を
運
ん

で
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

写真 4 整備前の状況 (幅員が狭く、す
りすれ違いが容易となった)

写真 5 整備後の状況 (特隧所設置こょ
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